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資料－8 その他資料 

資料 8-1 社会状況調査 

給水量の把握、適切な維持管理計画の策定、かつプロジェクト効果指標を設定するため、各ゾーンの一般

家庭を対象に社会経済調査を実施した。係る調査結果を基に、ベースラインを設定する。 

 

資料 8-1-1 ドゥラバリ 地域 

「ネ」国 Japah 州ドゥラバリ地域の生活状況および水道使用状況等を把握するため、同地域の全 6 地区か

らホテル等を含む全 153世帯/箇所を抽出し、調査票を基に面接調査を行った。その概要を以下に示す。なお、

アンケート回答者の内訳は以下のとおりであり居住者が 88%を占める。 

 回答数 割合 

Residents 135 88.2%

School 5 3.3%

Hotel 9 5.9%

Health center 1 0.7%

Industry 3 2.0%

Total 153 100.0%

 

1) 家族構成 

ホテル、学校等を除いた一般家庭の一世帯当たり居住者数は下図のとおりである。約 8 割が 4～7 人/世帯

であり、平均 6人/世帯となっている。 
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2) 収入と支出 

a) 収入 

1 年当たりの年当たりの世帯収入を下表および下図にそれぞれ示す。農業、サービス業従事者を中心に、

年収は 50,001～100,000Nrsの世帯が 56%を示すが、全体では 50,000Nrs以下の世帯も 18%存在している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収入内訳 回答数 割合 
Agriculture 104 40.6% 

Industry 2 0.8% 
Commerce 10 3.9% 

Service 88 34.4% 
Husbandry Livestock 43 16.8% 

Hotel 9 3.5% 
Total 256 100% 

 

年収 (Rs) 回答数 割合

～50,000 24 18%
50,001～75,000 38 28%
75,001～100,000 38 28%

100,001～150,000 20 15%
150,001～200,000 4 3%

200,001～ 10 7%
Total 134 100%
平均 118,600 Rs
最小 30,000 Rs
最大 1,000,000 Rs
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b) 支出 

同様に、一世帯当たり 1ヶ月当たりの支出の分布を下表、下図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3) 水道利用の現状 

a)  水利用の形態 

住民が利用している給水施設は、下図に示すとおり、各戸給水栓が 81%、共同水栓が 5%、私有井戸が 9%

を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支出 (Rs/月) 回答数 割合

～5,000 68 50%
5,001～7,500 32 24%
7,501～10,000 25 19%

10,001～12,500 5 4%
12,501～15,000 3 2%

15,001～ 2 1%
Total 135 100%
平均 6,261 Rs
最小 1,200 Rs
最大 30,000 Rs
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また、水栓までの距離はほとんどが 50m以内であるものの、屋外設置が 9割を占める。 

 

Distance to Faucets 回答数 割合 
<50m 147 96.1%
<100m 6 3.9%
Further 0 0%
Total 153 100%

 

Location 回答数 割合 
Indoor 17 11.1%

Outdoor 136 88.9%
Total 153 100.0%

 

貯留タンク、ポンプの所有者数は下表に示すとおり、それぞれ 26%、2%と低い割合となっている。 

Water Tanks 回答数 割合 
Yes 39 25.5%
No 114 74.5%

Total 153 100.0%
 

Pump for Water Supply 回答数 割合 
Yes 3 2.0%
No 150 98.0%

Total 153 100.0%
 

b)  給水時間 

給水時間については、下表に示すとおり回答者の 64%が不十分としている。 

Satisfied 回答数 割合 
Yes 35 26.3%
No 98 73.7%

Total 133 100.0%
 

現況世帯数 3,872戸に対して 153戸（全体の約 4%）で調査を実施した。当該地区は 6の地区(Ward)に分割

されており、ドゥラバリ人口に対する給水時間調査結果を以下に示す。 

 

Water service time per hour/day by ward number (Dhulabari)
給水時間 Ward-1 Ward-2 Ward-3 Ward-4 Ward-5 Ward-6 Total

人口 割合 人口 割合 人口 割合 人口 割合 人口 割合 人口 割合 人口 割合

0 ～ 2hr 2,112 65% 1,553 37% 3,665 15%
2 ～ 4hr 1,152 35% 1,110 26% 2,262 9%
4 ～ 6hr 351 5% 1,067 23% 935 32% 1,332 32% 3,685 15%
6 ～ 8hr 702 10% 131 5% 1,422 31% 1,869 64% 4,124 17%
8 ～ 12hr 2,107 30% 787 27% 1,777 38% 222 5% 4,893 20%

12 ～ 18hr 1,054 15% 394 14% 356 8% 104 4% 1,908 8%
18 ～ 24hr 2,810 40% 1,574 55% 4,384 18%

Total 7,024 100% 2,886 100% 4,622 100% 3,264 100% 2,908 100% 4,217 100% 24,921 100%
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また、各地区での平均給水時間はアンケートから算定したものを下表に示す。 

地区 Ward-1 Ward-2 Ward-3 Ward-4 Ward-5 Ward-6 全体 

平均給水時間 13.9 17.0 8.1 1.7 6.6 3.2 8.6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給水時間で最も多いのが 6～8時間であり、8時間までの給水では全体の約 61%を占めており、より長時間

の給水サービスが求められる。 

一方、要求されている給水時間は、調査結果より次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

現況給水時間で 0～2時間のところもあることから地区によってばらつきがあるが、住民の半数が 24時間

給水を望んでいる。 

 

c)  水質 

水質については下表に示すとおり、臭い、着色水については大半が問題なしとしている。一方、味につい

ては 66%が普通と回答しながらも、雨季での濁水の混入などにより後述する改善要望では、74%が味の改善

を求めている。 

Water Odour 回答数 割合 
Yes 5 3.3%
No 148 96.7%

Total 153 100.0%
 

Water Colour 回答数 割合 
Yes 14 9.2%
No 139 90.8%

Total 153 100.0%
 

Dhulabariの給水時間

18 ～ 24hr
17%

12 ～ 18hr
8%

8 ～ 12hr
19%

6 ～ 8hr
17%

4 ～ 6hr
15%

2 ～ 4hr
9%

0 ～ 2hr
15%

給水時間 全体
件数 割合 累計

4 ～ 6hr 10 10% 10%
6 ～ 8hr 8 8% 19%

8 ～ 12hr 22 23% 41%
12 ～ 20hr 10 10% 52%

24hr 47 48% 100%
Total 97 100%
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Water Taste 回答数 割合 
Good 36 23.5%
Fair 101 66.0%
Bad 16 10.5%
Total 153 100.0%

 

d)  給水改善に係る要望 

給水改善に係る要望では、下表に示すとおり、給水時間、水質、修繕に係る要望が過半数を占メータ。 

改善要望 給水圧 給水時間 水質 修繕 

Yes 61
(45.9%)

97
(72.9%)

113
(85.0%)

79 
(59.4%) 

No 72
(54.1%)

36
(27.1%)

20
(15.0%)

54 
(40.6%) 

Total 133
(100%)

133
(100%)

133
(100%)

133 
(100%) 

 

e) 水道料金 

水道料金は、下図に示すように 76～100Nrs/月が最も多く、100Nrs/月までの支払いが 84%を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4) 衛生状況 

a)  トイレの設置状況 

トイレの種別は、下図に示すとおり浄化槽式トイレが 91%と大半を占めている。また、7 割が屋外設置と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

Location 回答数 割合 
Indoor 40 26.3% 

Outdoor 108 71.1% 
None 4 2.6% 
Total 152 100.0% 

 

月額水道料金支払い

31～50
22%

～30
17%

201～
3%151～200

6%
101～150

7%

76～100
37%

51～75
8%

トイレの種別

Pit latrine
45%

Septic tank
9%

Pour flush
26%

Tank flush
20%
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b) 感染症 

感染症については、下痢、コレラ、皮膚感染症、眼病が約 66%を占めており、下痢の割合が 30%と最も多

かった。 

 

 

 

 

 

 

c) 給水改善により期待される効果 

給水改善により期待される効果は下図に示すとおりであるが、水汲み労働の軽減、病気・医療費の軽減、

経済活動の増加および教育学習時間の増加などそれぞれ同等の効果を期待している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5) 水道料金支払いの意志および支払い可能額 

水道料金の支払い意志に関する調査では、給水事情が改善された場合において支払い意志表があり、水道

料金として月額 30～50Nrs 程度を希望している。これは現在の月額支払いと比べると減額を希望する傾向に

ある。ただし、支払い可能額にはばらつきがあり、上記の給水改善による期待される効果が発現できれば水

道料金の支払い増が見込め、今後の料金設定に関し参考となるものである。 
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a)  水道改善への協力意志 

水道サービスの改善に対しては、ほとんどの回答者から協力の意思表示があった。 

Cooperation 回答数 割合 
Yes 149 98.0% 
No 3 2.0% 

Total 152 100.0% 
 

6) 政府に対する要望等 

政府が行うべき最優先施策に関しては、下表のように多岐にわたっているが、給水サービス改善を最優先

とすべき回答が最も多く、次いで学校教育、医療、農業用水となっている。 

 

Priority of the items Types of Development 
P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 Total

Improve in water supply 
condition 93 15 7 6 11 9 5 7 153 

Expansion of sewerage system 3 5 10 9 28 23 23 51 153 
Road construction 3 22 19 22 24 26 26 11 153 
School education 23 37 23 25 19 13 9 4 153 

Improve of Telecommunication 2 11 12 22 19 40 28 19 153 
Medical cares 4 40 51 16 15 12 8 7 153 

Irrigation 20 15 21 28 17 11 18 23 153 
Environment Protection 5 9 9 27 21 20 32 30 153 

 
P1 = Priority One、 P2 = Priority Two、 P3 = Priority Three、 P4 = Priority Four、 P5 = Priority Five、 P6 = Priority Six、 

P7 = Priority Seven、 P8 = Priority Eight 

 

Types of Development 点数 順位 
Improve in water supply 

condition 1,009 1 

Expansion of sewerage system 442 8 
Road construction 639 5 
School education 843 2 

Improve of Telecommunication 546 6 
Medical cares 817 3 

Irrigation 691 4 
Environment Protection 530 7 
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資料 8-1-2 ガウラダ地域 

「ネ」国 Japah 州ガウラダ地域の生活状況および水道使用状況等を把握するため、同地域の全 5 地区から学

校等を含む全 77 世帯/箇所を抽出し、調査票を基に面接調査を行った。その概要を以下に示す。なお、アン

ケート回答者の内訳は以下のとおりであり居住者が 88%を占める。 

 回答数 割合 

Residents 69 89.6%

School 5 6.5%

Hotel 1 1.3%

Health center 1 1.3%

Industry 1 1.3%

Total 77 100.0%

 

(1) 家族構成 

 学校等を除いた一般家庭の一世帯当たり居住者数は下図のとおりである。約 7割が 4～6人/世帯であり、

平均 5人/世帯となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 収入と支出 

1) 収入 

 1年当たりの年当たりの世帯収入を下表および下図にそれぞれ示す。農業、サービス業従事者を中心に、

年収は 75,000～100,000Nrsの世帯が 41%を示すが、全体では 50,000Nrs以下の世帯も 7%存在している。 
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年収 (Rs) 回答数 割合

～50,000 5 7%
50,001～75,000 13 19%
75,001～100,000 28 41%

100,001～150,000 17 25%
150,001～200,000 2 3%

200,001～ 4 6%
Total 69 100%
平均 116,362 Rs
最小 30,000 Rs
最大 850,000 Rs
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収入内訳 回答数 割合 
Agriculture 54 47.4% 

Industry 2 1.8% 
Commerce 12 10.5% 

Service 34 29.8% 
Husbandry Livestock 12 10.5% 

Total 114 100% 
 

2) 支出 

 同様に、一世帯当たり 1ヶ月当たりの支出の分布を下表、下図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5

13

28

17

2
4

0

5

10

15

20

25

30

～
50,0

00

50,0
01～

75,0
00

75,0
01～

100
,000

100
,001
～

150
,000

150
,001
～

200
,000

200
,001
～

年収 (Rs)

回
答
数

36

12 11

6

1
3

0

5

10

15

20

25

30

35

40

～5,000 5,001～7,500 7,501～10,000 10,001～12,500 12,501～15,000 15,001～

月当たり支出 (Rs)

回
答
数

支出 (Rs/月) 回答数 割合

～5,000 36 52%
5,001～7,500 12 17%
7,501～10,000 11 16%

10,001～12,500 6 9%
12,501～15,000 1 1%

15,001～ 3 4%
Total 69 100%
平均 6,886 Rs
最小 600 Rs
最大 25,000 Rs
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(3) 水道利用の現状 

1)  水利用の形態 

住民が利用している給水施設は、下図に示すとおり、各戸給水栓が 74%、私有井戸が 13%を占め

ている。アンケート対象世帯では共同水栓の利用はなかったが、本地域では現在、2 つの共同栓が

あり、使用されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    また、水栓までの距離は全てが 50m以内であり、屋外設置が 9割を占める。 

 

Distance to Faucets 回答数 割合 
<50m 77 100%
Total 77 100%

 

Location 回答数 割合 
Indoor 17 22.1%

Outdoor 60 77.9%
Total 77 100.0%

 

   貯留タンク、ポンプの所有者数は下表に示すとおり、それぞれ 16%、21%と低い割合となっている。 

Water Tanks 回答数 割合 
Yes 16 20.8%
No 61 79.2%

Total 77 100.0%
 

Pump for Water Supply 回答数 割合 
Yes 21 27.3%
No 56 72.7%

Total 77 100.0%
 

2)  給水時間 

給水時間については、ほぼ 24 時間給水を行っており下表に示すとおり回答者の全てが満足してい

る結果が出た。しかし、水質については後述するが、改善要求が高ものであった。 

Satisfied 回答数 割合 
Yes 67 100%
No 0 0%

Total 67 100%

水利用の形態

各戸給水栓
74%

私有井戸
13%

その他
13%
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現況世帯数 1,639戸に対して 69戸（全体の約 4%）で調査を実施した。当該地区は 5の地区(Ward)

に分割されており、ガウラダ人口に対する給水時間調査結果を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、各地区での平均給水時間はアンケートから算定したものを下表に示す。 

地区 Ward-3 Ward-4 Ward-7 Ward-8 Ward-9 全体 

平均給水時間 24.0 24.0 24.0 23.8 23.6 23.9 

 

3)  水質 

水質については下表に示すとおり、水道水の臭いは 65%が問題ありとし、着色水については大半

が問題ありとしている。味はわずか 10%しかおいしいと回答しておらず、90%は普通もしくは悪い

としている。これは井戸の水質試験結果からも分かるとおり鉄分濃度が高いためであり、実情とし

ては飲料水として水利用者は消極的となっている。 

Water Odour 回答数 割合 
Yes 45 65.2%
No 24 34.8%

Total 69 100.0%
 

Water Colour 回答数 割合 
Yes 66 95.7%
No 3 4.3%

Total 69 100.0%
 

Water Taste 回答数 割合 
Good 7 10.1%
Fair 30 43.5%
Bad 32 46.4%
Total 69 100.0%

Water service time per hour/day by ward number (Gauradaha)
給水時間 Ward-3 Ward-4 Ward-7 Ward-8 Ward-9 Total

人口 割合 人口 割合 人口 割合 人口 割合 人口 割合 人口 割合

20hr 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 130 5% 139 1%
～ 22hr 0 0% 0 0% 0 0% 70 5% 130 5% 277 3%
～ 23hr 0 0% 0 0% 0 0% 70 5% 130 5% 277 3%
～ 24hr 1,604 100% 2,568 100% 1,129 100% 1,254 90% 2,208 85% 8,599 93%
Total 1,604 100% 2,568 100% 1,129 100% 1,394 100% 2,598 100% 9,292 100%

ガウラダの給水時間

20hr
1%

～ 22hr
3%

～ 23hr
3%

～ 24hr
93%
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4)  給水改善に係る要望 

給水改善に係る要望では、下表に示すとおり、給水圧、給水時間ではほとんどないが、水質ではほ

とんどが、修繕も 7割近くが改善の要望があった。 

改善要望 給水圧 給水時間 水質 修繕 

Yes 2
(3.0%)

0
(0%)

60
(89.6%)

45 
(67.2%) 

No 65
(97.0%)

67
(100%)

7
(10.4%)

22 
(32.8%) 

Total 67
(100%)

67
(100%)

67
(100%)

67 
(100%) 

 

5) 水道料金 

水道料金は、下図に示すように 31～50Nrs/月と 201Nrs/月以上が最も多く、100Nrs/月までの支払い

が 66%を占めており、水道使用量の多い世帯とそうでない世帯の差が生じていることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 衛生状況 

1)  トイレの設置状況 

トイレの種別は、下図に示すとおり浄化槽式トイレが 94%と大半を占めている。また、7 割が屋

外設置となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Location 回答数 割合 
Indoor 16 20.8% 

Outdoor 58 75.3% 
Both Indoor and 

Outdoor 
3 3.9% 

Total 77 100.0% 

月額水道料金支払い

31～50
27%

～30
3%

201～
27%

151～200
3%

101～150
4%

76～100
18%

51～75
18%

トイレの種別

Pit latrine
3%

Septic tank
94%

Pour flush
3%
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2) 感染症 

感染症については、下痢、コレラ、皮膚感染症、眼病が約 75%を占めており、割合はほぼ同程度で

あった。 

 

 

 

 

 

 

 

3)  給水改善により期待される効果 

給水改善により期待される効果は下図に示すとおりであるが、病気・医療費の軽減が 8割を占め

ている。これは、水道水に起因する病気が多いと考えられ、水質改善の必要性を示すものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 水道料金支払いの意志および支払い可能額 

 水道料金の支払い意志に関する調査では、給水事情が改善された場合において支払い意志表があり、

水道料金として月額 75～150Nrs 程度を希望している。これは現在の月額支払いと比べると、現在の支

払額に加えて 50Nrs/月程度は多く支払ってもよいという結果にある。ただし、支払い可能額にはばらつ

きがあり、上記の給水改善による期待される効果が発現できれば水道料金の支払い増が見込め、今後の

料金設定に関し参考となるものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染症

眼病
20%

皮膚感染症
21%

下痢
18%
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16%

その他
25%
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1)  水道改善への協力意志 

水道サービスの改善に対しては、ほとんどの回答者から協力の意思表示があった。 

Cooperetion 回答数 割合 
Yes 76 98.7% 
No 1 1.3% 

Total 77 100.0% 
 

(6) 政府に対する要望等 

 政府が行うべき最優先施策に関しては、下表のように多岐にわたっているが、給水サービス改善を最優

先とすべき回答が最も多く、次いで医療、道路建設、学校教育となっている。 

 

Priority of the items Types of Development 
P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 Total

Improve in water supply 
condition 47 13 6 4 1 5 1 0 77 

Expansion of sewerage system 0 3 4 2 7 7 21 33 77 
Road construction 0 29 10 5 13 12 8 0 77 
School education 7 12 19 11 6 10 6 6 77 

Improve of Telecommunication 2 1 10 16 24 12 10 2 77 
Medical cares 19 11 8 15 11 2 6 5 77 

Irrigation 0 2 9 10 7 21 17 11 77 
Environment Protection 2 6 11 13 8 28 7 2 77 

 

P1 = Priority One、 P2 = Priority Two、 P3 = Priority Three、 P4 = Priority Four、 P5 = Priority Five、 P6 = Priority Six、 

P7 = Priority Seven、 P8 = Priority Eight 

 

Types of Development 点数 順位 
Improve in water supply 

condition 544 1 

Expansion of sewerage system 179 8 
Road construction 392 3 
School education 381 4 

Improve of Telecommunication 317 6 
Medical cares 419 2 

Irrigation 254 7 
Environment Protection 321 5 

0
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資料 8-1-3 マンガドゥ地域 

(1) 家族構成 

 学校等を除いた一般家庭の一世帯当たり居住者数は下図のとおりである。約 7割が 4～6人/世帯であり、

平均 5.8人/世帯となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 収入と支出 

1) 収入 

 1年当たりの年当たりの世帯収入を下表および下図にそれぞれ示す。農業、サービス業従事者を中心に、

年収は 75,001～100,000Nrsの世帯が 41%を示すが、全体では 50,000Nrs以下の世帯も 13%存在している。 
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,001
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,000

200
,001
～

年収 (Rs)

回
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数

年収 (Rs) 回答数 割合

～50,000 9 13%
50,001～75,000 9 13%
75,001～100,000 29 41%

100,001～150,000 16 23%
150,001～200,000 2 3%

200,001～ 5 7%
Total 70 100%
平均 110,271 Rs
最小 30,000 Rs
最大 700,000 Rs
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収入内訳 回答数 割合 
Agriculture 42 32.1% 

Industry 1 0.8% 
Commerce 14 10.7% 

Service 59 45.0% 
Husbandry Livestock 13 9.9% 

Hotel 2 1.6% 
Total 131 100% 

 

2) 支出 

 同様に、一世帯当たり 1ヶ月当たりの支出の分布を下表、下図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 水道利用の現状 

1)  水利用の形態 

住民が利用している給水施設は、下図に示すとおり、各戸給水栓が 87%と大半を占めている。な

お、本地域には共同水栓は設置されていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

支出 (Rs/月) 回答数 割合

～5,000 33 47%
5,001～7,500 20 29%
7,501～10,000 13 19%

10,001～15,000 2 3%
15,001～ 2 3%

Total 70 100%
平均 6,264 Rs
最小 2,000 Rs
最大 22,000 Rs

月額支出(Rs)
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その他
13%
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    また、水栓までの距離は全て 50m以内であるものの、屋外設置が 6割を占める。 

 

Distance to Faucets 回答数 割合 
<50m 76 100%
<100m 0 0%
Total 76 100%

 

Location 回答数 割合 
Indoor 18 23.7%

Outdoor 58 76.3%
Total 76 100.0%

 

   貯留タンク、ポンプの所有者数は下表に示すとおり、それぞれ 42%、20%となっている。 

 

Water Tanks 回答数 割合 
Yes 32 42.1%
No 44 57.9%

Total 76 100.0%
 

Pump for Water Supply 回答数 割合 
Yes 15 19.7%
No 61 80.3%

Total 76 100.0%
 

2)  給水時間 

給水時間については、下表に示すとおり回答者の 97%が不十分としている。 

Satisfied 回答数 割合 
Yes 2 3.0%
No 64 97.0%

Total 66 100.0%
 

現況世帯数 6,771戸に対して 70戸（全体の約 1%）で調査を実施した。当該地区は 4の地区(Ward)

に分割されており、マンガドゥ人口に対する給水時間調査結果を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、各地区での平均給水時間はアンケートから算定したものを下表に示す。 

Water service time per hour/day by ward number (Mangadh)
給水時間 Ward-1 Ward-3 Ward-4 Ward-5 Total

人口 割合 人口 割合 人口 割合 人口 割合 人口 割合

～ 2hr 478 9% 54 6% 564 9% 0 0% 1,453 8%
～ 3hr 956 17% 161 17% 1,410 22% 0 0% 3,487 18%
～ 4hr 2,389 43% 753 78% 3,102 48% 3,115 50% 10,462 55%
～ 5hr 239 4% 0 0% 564 9% 0 0% 872 5%
～ 6hr 1,433 26% 0 0% 846 13% 3,115 50% 2,906 15%
Total 5,495 100% 968 100% 6,486 100% 6,230 100% 19,180 100%
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地区 Ward-1 Ward-3 Ward-4 Ward-5 全体 

平均給水時間 4.1 3.7 3.9 5.0 3.7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給水時間で最も多いのが 12～20 時間であり、20 時間までの給水では全体の約 76%を占めており、より長

時間の給水サービスが求められる。 一方、要求されている給水時間は、調査結果より次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

現況給水時間で 0～2時間のところもあることから地区によってばらつきがあるが、住民の半数が 20時間

までの給水を望んでいる。 

 

3)  水質 

水質については下表に示すとおり、臭い、着色水については大半が問題ありとしており、味につ

いてもおいしいと回答したものはいなかった。これは井戸水に鉄、マンガン濃度が高いためであり、

実情としては飲料水として水利用者は消極的となっている。 

Water Odour 回答数 割合 
Yes 70 92.1%
No 6 7.9%

Total 76 100.0%
 

Water Colour 回答数 割合 
Yes 70 92.1%
No 6 7.9%

Total 76 100.0%
 

Water Taste 回答数 割合 
Good 0 0%
Fair 10 13.2%
Bad 66 86.8%
Total 76 100.0%

Mangadhの給水時間

～ 2hr
8%

～ 3hr
18%

～ 4hr
54%

～ 5hr
5%

～ 6hr
15%

給水時間 全体

件数 割合 累計

 ～ 2hr 2 5% 5%
2 ～ 8hr 5 14% 19%

8 ～ 12hr 10 27% 46%
12 ～ 20hr 11 30% 76%

24hr 9 24% 100%
Total 37 100%
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4)  給水改善に係る要望 

給水改善に係る要望では、下表に示すとおり、全ての事項で要望が過半数を占メータ。給水時間

は現況より長時間給水を望んでいるものの 53%に止まった。回答結果から給水時間よりも水質改善

がより強く求められており、水質向上の必要性がある。 

改善要望 給水圧 給水時間 水質 修繕 

Yes 38
(57.6%)

35
(53.0%)

66
(100%)

38 
(57.6%) 

No 28
(42.4%)

31
(47.0%)

0
(0%)

28 
(42.4%) 

Total 66
(100%)

66
(100%)

66
(100%)

66 
(100%) 

 

5) 水道料金 

水道料金は、下図に示すように 31～50Nrs/月が最も多く、100Nrs/月までの支払いが 88%を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 衛生状況 

1)  トイレの設置状況 

トイレの種別は、下図に示すとおり浄化槽式トイレが 96%と大半を占めている。また、約 6割が

屋外設置となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

Location 回答数 割合 
Indoor 28 36.8% 

Outdoor 44 57.9% 
Both Inddor and Outdoor 4 5.3% 

Total 76 100.0% 
 

月額水道料金支払い

31～50Rs
37%

～30Rs
8%

201～Rs
2%

151～200Rs
5%

101～150Rs
5%

76～100Rs
25%

51～75Rs
18%

トイレの種別

Pit latrine
3%

Septic tank
96%

Pour flush
1%
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2) 感染症 

感染症については、下痢、コレラ、皮膚感染症が 74%を占めており、これらの病気はほぼ同等の割

合であった。 

 

 

 

 

 

 

 

3)  給水改善により期待される効果 

給水改善により期待される効果は下図に示すとおりであるが、水汲み労働の軽減が最も多く、現

況の給水時間の短さが顕著に出ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 水道料金支払いの意志および支払い可能額 

 水道料金の支払い意志に関する調査では、給水事情が改善された場合において支払い意志表があり、

水道料金として月額 75Nrs以上の支払い意志がある。これは現在の月額支払いと比べると改善効果に対

して増額しても享受できることを示している。ただし、支払い可能額についても同様に、上記の給水改

善による期待される効果が発現できれば水道料金の支払い増が見込め、今後の料金設定に関し参考とな

るものである。 
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1)  水道改善への協力意志 

水道サービスの改善に対しては、ほとんどの回答者から協力の意思表示があった。 

Location 回答数 割合 
Yes 71 93.4% 
No 5 6.6% 

Total 76 100.0% 
 

 

 

月額の支払い可能額(Rs)
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(6) 政府に対する要望等 

 政府が行うべき最優先施策に関しては、下表のように多岐にわたっているが、給水サービス改善を最優

先とすべき回答が最も多く、次いで医療、環境保全、学校教育となっている。 

 

Priority of the items Types of Development 
P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 Total

Improve in water supply 
condition 70 3 1 0 0 1 0 1 76 

Expansion of sewerage system 3 7 11 13 13 9 7 13 76 
Road construction 1 6 9 16 20 17 6 1 76 
School education 2 14 12 7 9 15 10 7 76 

Improve of Telecommunication 0 8 12 8 9 11 22 6 76 
Medical cares 0 30 10 16 7 7 2 4 76 

Irrigation 0 1 1 1 8 7 16 42 76 
Environment Protection 0 7 20 14 10 8 14 3 76 

 

P1 = Priority One、 P2 = Priority Two、 P3 = Priority Three、 P4 = Priority Four、 P5 = Priority Five、 P6 = Priority Six、 

P7 = Priority Seven、 P8 = Priority Eight 

 

Types of Development 点数 順位 
Improve in water supply 

condition 591 1 

Expansion of sewerage system 310 6 
Road construction 328 5 
School education 329 4 

Improve of Telecommunication 287 7 
Medical cares 407 2 

Irrigation 145 8 
Environment Protection 334 3 
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資料 8-2 インド調達調査 

インド国コルカタ資機材調達調査結果 
 

１．調査日程： 2005年 7月 3日～6日 

 

２．調査地：  インド国コルカタ 

 

３．調査対象資機材： ポンプ、セメント、ダクタイル鋳鉄管、コントロールパネル、陸上輸送等 

 

４．ヒアリング調査対象会社：  

① ABB Limited （コントロールパネル） 

 ② KSB Pump LTD （ポンプ） 

 ③ Ultra Tech Cement Limited （セメント） 

 ④ Grundfos Pump India PVT. LTD. （ポンプ） 

 ⑤ Laxmi Enterprises/Oceanic Express （陸上輸送） 

 ⑥ Electrosteel Casting Limited （ダクタイル鋳鉄管） 

 

ヒアリング調査の結果は次ページに記載。 

 

 

（調査時点でのレート：1US$＝4.1インド Rs） 
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① ABB Limited 調査結果 

 

日時：７月４日 9：30～10：30 

面談者：Ashim Chatterjee (Asst. Vice President) 

Amitava Choudhury (Manager –Marketing, Low Voltage Apparatus) 

Sudip Kumar Das (Manager –Marketing, Retrofit & Support)  

 

 

１． 調査対象資機材 
コントロールパネル、トランスを製造。発電機は生産していない。 

 

２． 代理店 
ネパールに代理店なし。取引のある Supplierはある。 

 

３． スペアパーツ 
ネパールの Supplier を通して ABBに注文する。15日～30 日で供給可能。急ぎであれば、1 週間でも供

給可能。 

 

４． 納期 
発注してから製作する。仕様にもよるが 3，4ヶ月で納品可能。難しい仕様であれば、7ヶ月かかる場合

もある。 

 

５． 工場 
インド国内に 3箇所ある。Vadaodara他 2ヶ所。 

 

６． 輸送経路 
トラック輸送により、インド国内を通り、ビルガンジあるいはビラトナガールからネパール入り。 

 

７． ネパールでの実績 
NEA(Nepal Electric Authority)との取引あり。ただし、高圧線のケーブル等のみ。 

 

８． NEEK（ネパールのトランスを製造している会社）との関係 
関係なし。 
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② KSB Pump LTD（インド）調査結果 

 

日時：７月４日 11：30～12：10 

面談者：R. G. Ankolekar (General Manager –East Zone) 

J. S. Bose (Manager) 

 

１． 調査対象資機材 
横軸渦巻きポンプ、井戸ポンプ（Submersible Pump）。 

 

２． 代理店 
ネパールに代理店なし。取引のある Supplierはある。インド国内には、450～500の代理店がある。 

 

３． スペアパーツ 
コルカタからの輸送時間のみで供給可能。 

 

４． 納期 
代理店に在庫があれば、輸送時間のみ。製造するにしても 10～12週間程度で納品可能。 

 

５． 工場 
インドに 5工場。うち、Punaに 2工場。 

 

６． 効率 
計算上は、流量 0.9m3/min、揚程 33mで効率 75％。（資料入手） 

モーター：9.3kW/3000rpm 

 

７． 価格 
上記仕様の横軸渦巻きポンプで、1,280 US$ (CNFコルカタ) 

 

８． 輸送経路 
発注者側の要求通りでできる。 

 

９． 井戸ポンプ代理店 
渦巻きポンプと井戸ポンプでは代理店が違う。 

 

１０． 品質管理 
製品検査は行っている。 

 

１１． 輸出 
メーカー側としては、基本的に国内中心に生産している。ただし、代理店経由でネパールにも出

回っている。ネパールへの供給状況は把握していない。 
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③ Ultra Tech Cement Limited 調査結果 

 

 

日時：７月４日 15：00～16：10 

面談者：Tapasha Paul (Asst. Manager) 他１名 

 

１． 調査対象資機材 
セメント。 

 

２． 代理店 
カトマンズに代理店があり、ネパールにもセメントを年間 60,000～70,000 トン供給してい

る。 

 

３． 工場・生産量 
インド中央部、Chattisgarh 州の Simga に工場があり、年間 3100 万トン/年のセメントを生

産している。 

 

４． 納期・輸送経路 
Simga～Shiliguri（鉄道輸送、4、5 日）～カカルビッタ（通関、1 日）～Dhulabari（トラッ

ク輸送、1日）で 5から 10日。 

鉄道が使えない場合は、トラック輸送でビルガンジー経由が使える。 

洪水等のアクシデントがあったにしても、最長 1ヶ月で供給可能。 

 

５． 対象地域近辺への供給状況 
Shiliguri方面に現在大量のセメントを供給しており、3,000トンを保有している。 

 

６． 価格 
価格表はなし。工場のある Simga価格：160Rs/袋（1袋 50kg）。Simga～Shiliguriの輸送費：

50～60Rs/袋。従って、160＋60＝220Rs/袋。（Shiliguri価格） 

 

７． 梱包 
袋の状態で輸送している。防水等は行っていない。 

 

８． 輸出 
スペイン、中東等に輸出している。
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④ Grundfos Pump India PVT. LTD.（インド） 調査結果 

 

 

日時：７月５日 10：00～12：00 

面談者：Rajat Paul (Area Manager- Sales) 

 

１． 調査対象資機材 
横軸渦巻きポンプ、井戸ポンプ（Submersible Pump） 

 

２． 会社概要 
100％デンマーク資本の会社。世界数箇所に工場、事務所があり、全従業員数は、11,383人

(2002年)。インドの工場は、Chennaiにあり、2005年 3月から製造を開始している。横軸渦

巻きポンプは、2005年 10月から製造開始予定。 

 

３． 代理店 
ネパールに代理店なし。ネパールの営業拠点は、シンガポール。ただし、コルカタ事務所

が地理的にネパールに近いため、実質的な営業を行っており、製品もコルカタ経由で納品

している。 

 

４． スペアパーツ 
コルカタにスペアパーツがあり、1,2週間で供給可能。 

 

５． 納期 
輸送期間も含めて 6～8週間。 

 

６． 工場 
Chennai、2005年 3月から製造を開始。 

 

７． 効率 
計算上は、流量 0.9m3/min、揚程 33.4mで効率 70.2％→出力 6.94kW 

従って、流量 50m3/h、揚程 34.2m、出力 7.5kW（資料入手） 

 

８． 価格 
上記仕様の横軸渦巻きポンプで、1,434 US$ (CNFコルカタ) 

インド製／デンマーク産の価格比：約 70％ 
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９． 品質 
インドで製造されるポンプも品質的には、デンマーク産と同じ。 

 

１０． ネパール納品実績 
約 500台。世界各地の工場から納品。 

 

１１． 輸送経路 
コルカタあるいは Chennaiからインド国内の National Highwayを通って、ネパールへトラッ

ク輸送。 

 

１２． 井戸ポンプ 
Chennai工場では、井戸ポンプは、組立てのみを行う予定。 

 

１３． その他 
塩素注入ポンプも製造する予定。 

Kirlskarは、デリーにあり、ポンプも大きなものしか製造していない。 
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⑤ Laxmi Enterprises/Oceanic Express（日進の代理店）調査結果 

 

 

日時：７月５日 14：00～17：00 

面談者：Pradeep K. Agarwal 

 

１． 調査対象 
コルカタ港での荷揚げ、諸手続きおよびネパールへの輸送。 

Laxmi Enterprises/Oceanic Expressは、日進の代理店である。ただし、現在コルカタには日本

人駐在員はいない。 

 

２． コルカタ港概要 
コルカタ港は海から 180km の位置の Hoagly（ウグリー）川沿いにある。10,000ｔ級の貨物

船（幅：24.5m、長さ：172.5m、 20fで 250個のコンテナを乗船可能の船）まで入港可能。 

水深：6.9～8.1m。 

 

３． 保税 
ネパール向けのコンテナ、貨物は、コルカタ港では荷揚げ、トラックへの移し替えおよび

書類審査を行うのみで、コルカタ港での関税の支払いはない。 

 

４． Charge 
コルカタ港では以下の Chargeが発生する。 

① Port Charge & THC(Terminal Handling Charge)：12,000 Rs/20ft ｺﾝﾃﾅ 

② NTW(Nepal Transit & Warehousingへの支払い（Invoice等）：CIF価格の 0.15％ 

③ 運送会社への諸費用：見積りベース 
 

５． コルカタ港での荷揚げ、積込み、書類手続き時間 
通常、3日程度。 

 

６． ネパールへの輸送経路・輸送日数 
コルカタ港～ビラトナガールまでインド国内National Highwayを通って、所要日数3～5日。

運送距離、600km。詳細ルートは下記。 

Kolkata – Krisnnanager – Baharampur – Malda – Raiganj – Dalkola - Purnia -– Araria – Biratnagar 

 Kolkata ～ Dalkola：National Highway 34号線 

 Dalkola～Purnia：National Highway 31号線 
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 Purnia～Biratnagar：一般道 
 

７． 輸送トラック 
コルカタ港からはコンテナ輸送が一般的。 

20ftコンテナ：16tトラック 

40ftコンテナ：22tトラック 

 

８． 舗装状況 
インド国内の National Highwayは舗装道路であるが、多少の穴があいている箇所がある。た

だし輸送日数に大きな影響を及ぼすものではない。 

 

９． 鉄道輸送 
コルカタ港～ビルガンジ間の鉄道輸送も運行されており（平均的に 1,2 train/week）、所要日

数は 3 日。ただし、運行が定期的でなく、時には 1 週間も運行されない場合もあるので、

ほとんど使用していない。 

 

１０． ネパールでの通関手続き 
所要日数、1日。荷卸しの必要なし。 

 

１１． 警察への届出 
基本的には輸送に関して、警察への届出義務はない。ただし、マージンを支払うのが一般

的。 

トラック載荷重量がオーバーしている場合やポール等の長いものを輸送する場合は警察に

届ける必要あり。 

 

１２． マオイスト 
2年前からマオイストによる攻撃の恐れがある。ただしここ 2ヶ月は、落ち着いている。 

最近の実際の被害は、1件のみ。2004年に 18台のトラックが「ネ」国内の道路上でマオイ

ストにより炎上させられた。 

ただし、この被害も、マオイストによるゼネスト予告を知らなかったインド人トラック運

転手が、予告を無視して道路を走っていたため起こったものである。 

通常、ネパール向けのトラックは、1000台/日程度。 

ただし、マオイストの妨害により、輸送に遅れが生じたことはある。1、2週間程度。 
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⑥ Electrosteel Casting Limited調査結果 

 

 

日時：７月６日 9：30～10：40 

面談者：Mr. Manish Jain Dupty 

Manager (Export), Electrosteel Casting Limited 

 

１． 調査対象資機材 
ダクタイル鋳鉄管（DCIP） 

 

２． 製品 
インド国内で DCIPを製造している大手メーカーは、Electrosteel Casting Limitedのみであり、ほとんど独

占販売をしている。ただし、小規模のメーカーはある。 

 

３． 会社資本 
100％インド資本の民間会社。他国の出資はなし。 

スペイン、フランスに子会社あり。 

 

４． 工場 
コルカタおよび Chennaiの近くの 2ヶ所。ただし、80％はコルカタ工場での製造。 

 

５． 生産量 
2004～2005年の実績で、180,000トン/年。 

 

６． 輸出先 
アジアその他：香港、シンガポール、ブルネイ、マレーシア、スリランカ、ネパール、モーリシャス。 

ヨーロッパ：スペイン、フランス、イギリス、ドイツ、ギリシャ。ヨーロッパ向け輸出は、全輸出量の

60％ 

 

７． 代理店 
カトマンズに代理店あり、全ネパールをカバーしている。 

インド国内には代理店はなく、直接取引・販売している。「ネ」国内 Supplierあり。 

 

８． ネパールへの輸出 
1000～3000トン/年くらい。ただし、毎年コンスタントに輸出しているわけではない。 

 

９． DCIP価格 
φ100mm：12.21Rs/ｍ、φ150mm：17.98Rs/ｍ、φ200mm：24.91Rs/ｍ、 

φ250mm：33.39Rs/ｍ、φ300mm：42.29Rs/ｍ 

*) 上記はインド価格。Rs：インドルピー（4.1Rs/US＄） 
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１０． 納期 
2.5ヶ月以内（Fitting調達およびネパールまでの輸送日数を含む)。 

 

１１． 輸送経路・所要日数 
7～10日 

コルカタ～ビラトナガール（3 日、10 トントラック使用）～通関（2 日）～Dhulabari、Gauradaha（5 時

間）程度。 
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資料 8-3 施設容量計算書 

名称 計算 備考 
1処理水量 Q = 4,326m3／日 ( 50 lit/s) 
 処理工程のロスおよび場内給水等を 3%見込む 
2着水井   
  池    数 N = 1池  
  滞留時間 T = 4.5分  
  容    量 V = 4326/24/60*4.5 = 13.5 m3  
  形状寸法 幅 B =1.50   
  長さ L =3.20   
  有効水深 H =3.00   
  有効容量 V' = 14.4 m3  
   付帯施設 流出堰 1式  
  越流管（Φ150ｍｍ）1式  
  排泥管 (φ100mm) 1式  
3沈殿池   
  形    式 矩形水平流自然沈殿池  
  池    数 N = 2池  
   滞留時間 T = 2時間  
  容    量 V = 4326/2/24*2 = 180 m3  
  形状寸法 幅 B =5.00   
  長さ L =13.40   
  有効水深 H =3.00   
  有効容量 V' = 201.0 m3  
  総容量 402.0 m3  
   付帯施設 流入･流出整流壁 1式  
  流出トラフ 1式  
  排泥ﾊﾞﾙﾌﾞ (φ150mm)1基／池  
  排泥管 (φ150mm)1式  
  池内洗浄用ポンプ/配管 1式  
4粗ろ過池   
  形    式 重力式  
  池    数 N = 4池  

   ろ過速度 V = 36 m／日(1.5 m／時間)  
 ろ過面積 A = 4326/36/4 = 30.04 m2/池  
   形状寸法 幅 B =4.20 m  
  長さ L =7.00 m  
  有効ろ過面積 A' = 4.2x7 = 29.4 m2/池  
  有効水深 H =1.30 m  
  有効容量 V' = 38.22 m3/池  
  総容量 152.88 m3  
   ろ過砂利 3   層 φ24 ～ 50ｍｍ  ｘ   50ｃｍ  
  φ12 ～ 18ｍｍ  ｘ   30ｃｍ  
  φ  8 ～ 12ｍｍ  ｘ  20ｃｍ  
   集水装置 多孔版 （鉄筋コンクリート造）  
   洗浄排水 洗浄速度 60ｃｍ／分  
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名称 計算 備考 
  配     管 流入本管φ250ｍｍ  
  支管φ150ｍｍ  
  流出本管φ250ｍｍ  
  支管φ150ｍｍ  
  洗浄排水本管φ500ｍｍ  
  支管φ400ｍｍ  
   付帯施設 流出堰 2ヶ所  
  洗浄排水堰 1ヶ所  
  洗浄タンク 150 m3  

5 緩速ろ過池   
  形     式 自然平衡型（角落とし）  
  池     数 N = 4池（内１池予備）  
   ろ過速度 V = 5 m／日（0.2 m／時間）  
 ろ過面積 A = 4326/4/5=216.3 m2  
   形状寸法   
  幅 B = 14.00 m  
  長さ L = 16.50 m  
  有効ろ過面積 A' = 14.0 x 16.5 = 231.0 m2  
  有効水深 H = 2.20 m  
  有効容量 V' = m3/池  
  総容量 924.00 m3   
   ろ過砂 有効径 0.4ｍｍ  
  均等係数 2.0以下  
  砂層厚 90ｃｍ  
   ろ過砂利 4   層φ60ｍｍ  ｘ   15ｃｍ  
  φ20 ～ 30ｍｍ  ｘ   10ｃｍ  
  φ10 ～ 20ｍｍ  ｘ   10ｃｍ  
  φ 3 ～   4ｍｍ  ｘ   10ｃｍ  
   集水装置 集水本管Φ300ｍｍ（ＰＶＣ）  
  集水支管φ100ｍｍ有孔管 （ＰＶＣ）  
  配     管 流入管φ200ｍｍ  
  流出管φ200ｍｍ  
  逆送管φ100ｍｍ  
  排水管(流出渠)φ100ｍｍ  
   付帯施設 流入堰 1式  
  流出堰 1式  
  洗砂装置 1式  

6 浄水池   
  池     数 N = 2池  
  滞留時間 T = 3時間  
  容     量 V = 4326/24*3 = 540.8 m3  
   形状寸法   
  幅 B = 5 m  
  長さ L =20m  
  有効水深 H =3m  
  有効容量 V' = 300.0 m3/池  
  総容量 600.0 m3  
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名称 計算 備考 
  配     管 流入管φ250 mm  
  流出管φ250 mm  
  越流管φ150 mm  
  排水管φ100 mm  

7 塩素殺菌施設   
  薬     品 さらし粉 有効塩素濃度 30%  
   注入量 最大 2 ppm  
  平均 1 ppm  
 必要塩素量 最大 4326*2/1000/0.3 = 28.84 kg/日  
  平均 4326*1/1000/0.3 = 14.42 kg/日  
 塩素溶液量 塩素溶液濃度 10%  
  最大 288.4 liter  
  平均 144.2 liter  
   注入方式 自然流下式  
   注入点 浄水池流入部  
   溶解タンク タンク数 2基 (内 1基予備)  
  容量 1 m3  
   注入機 2基 (内 1台予備)  
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資料 8-5 配管管網計算書 

 

１．ドゥラバリ市水道整備（導水送水管路） 

 

1. 計算条件 
1.1水量 

水量は需要予測結果（一日最大給水量 4,200 m3/日 2014年）による。ただし新浄水場内での運転用水（ろ

過池洗浄、薬剤溶解等）および損失（沈殿池からの沈殿汚泥排出の際のロス）を 3％として、これを水量に

上乗せする。よって水量は 4,320 m3/日とする。この水量を要請に従うと次のように分割される。 

既設導水管：17 L/秒 (1,469 m3/日) 

新設導水管：33 L/秒  (2,851 m3/日) 

実際には新設管を既設管に平行敷設し、流入および流出点は同一の施設になるため、計算上では合成管と

して扱うことにする。 

 

1.2管種・口径・粗度係数 

    既設管 HDPE ND200mm (C=120) 

    新設管 HDPE ND200mm および ND150mm (C=120) 

  ただし、HDPEは実内径（ND200mm --  170mm, ND150mm -- 120mm）を計算に使用した。 

 

1.3 計算ケース 
新設浄水場は取水場と既存高架水槽の中間に設置するので、既存の送水管は取水場から新設浄水場までの

導水管と浄水場から既存の高架水槽までの送水管に名称が変わる。また新設高架水槽をドゥラバリ市内に設

置するため、新設浄水場あるいは既設高架水槽から新設高架水槽までの新送水管が必要になる。 

Case-1： 既設管のみを用いて全水量を流すケース。ただし、既設高架水槽から新設高架水槽までは、

新設送水管とする。 

Case-2： 既設管と新設管を合成管としたケース。 

Case-3： 新設管のみを用いて全水量を流すケース。 

 

1.4 計算結果 
    Case-1： 取水場から新設浄水場までは流下可能であるが、流出点での有効水頭（計算上 2.8m）また

流速（2.2 m/秒）になるため管路施設に余裕がない。それより下流は既設管の能力では不

可能。 

    Case-2： 既設管で 36 ㍑/秒 (3,110 m3/日),新設管(ND150mm)で 14 ㍑/秒  (1,210 m3/日)の配分になり、

流下は可能。新設浄水場より下流も新設送水管（ND200mm）を敷設すれば流下可能。 

    Case-3： 新設導水管を ND200mm、送水管を ND250mm にすれば流下可能であるが、HDPE は

ND200mmまでしか生産されていないので、口径 200mmの DIPあるいは SPを使用する

ことになる。 
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1.5 考察 
水理計算結果は既設導水管のみで新設浄水場までは流下可能であるが、既設管路のティマイ川横断部分の

埋設深さおよび防護工が不十分で管路の弱点になっている。また「ネ」国側の要請では、水量増加分のみを

負担する管路の敷設である。したがって、ティマイ川横断部分のみ全水量の流下可能な口径とし、他の部分

は、既設管と新設管を併用する。よって新設管路は以下のようになる。 

 

新設導水管： HDPE ND150mm x 2,675m  

       SP ND150mm x 20m (支流河床下横断) 

              SP ND200mm x 135m (ティマイ川河横断部分) 

新設送水管： HDPE ND200mm x 8,950m 

       SP ND200mm x 25m(支流河床下横断) 

          

 

Dhulabari Water Supply System (Case-1)    
      
 New Pipes  Existing Pipes  
 Raw Water 

Transmission 
Treated Water 
Transmission

 Raw Water 
Transmission

Treated Water 
Transmission 

      
Elevation at inflow (m)  108.91  380 280 

      
Coefficient  120  120 120 

Pipe Diameter (m)  0.170  0.170 0.170 
Flow Rate (m3/s)  0.032  0.050 0.049 
Pipe Length (m)  3640  2830 5335 

      
Loss Height (m)  53.07  94.21 171.09 

Velocity (m/s)  1.41  2.2 2.16 
      

Water Head at inlet to the 
existing elevated tank (m) 

    108.91 

Elevation at outflow (m)  160  283 195 
Residual Water Head (m)  -104.16  2.79 -86.09 

      
      
Hazen - Williams Formula      
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Dhulabari Water Supply System (Case-2)    

      
 New Pipes   Existing Pipes  
 Raw Water 

Transmission 
Treated Water 
Transmission 
(WTP to 
Ex.Tank) 

Treated Water 
Transmission 
(Ex.Tank to New 
Tank) 

Raw Water 
Transmission 

Treated Water 
Transmission 
(WTP to 
Ex.Tank) 

     
Elevation at inflow (m) 380 280 230.73 380 280
     
Coefficient 120 120 120 120 120
Pipe Diameter (m) 0.12 0.17 0.17 0.17 0.17 
Flow Rate (m3/s) 0.014 0.025 0.032 0.036 0.025
Pipe Length (m) 2830 5335 3640 2830 5335
     
Loss Height (m) 48.76 49.27 53.07 51.31 49.27
Velocity (m/s) 1.24 1.1 1.41 1.59 0.51
     
Elevation at outflow (m) 283 195 160 283 195
Residual Water Head (m) 48.24 35.73 17.66 45.69 35.73
      
      
Hazen - Williams 
Formula 

     

 

Dhulabari Water Supply System (Case-3)     

       
 New Pipes   Existing Pipes  
 Raw Water 

Transmission 
Treated Water 
Transmission

Treated Water 
Transmission

 Raw Water 
Transmission 

Treated Water 
Transmission

       
Elevation at inflow (m) 380 280 202.47    

       
Coefficient 120 120 120    

Pipe Diameter (m) 0.17 0.200 0.200    
Flow Rate (m3/s) 0.050 0.049 0.032    
Pipe Length (m) 2830 5335 3640    

       
Loss Height (m) 94.21 77.53 24.05    

Velocity (m/s) 2.2 1.56 1.02    
       

Water Head at inlet to the 
existing elevated tank (m) 

 202.47     

Elevation at outflow (m) 283 195 160    
Residual Water Head (m) 2.79 7.47 18.42    

       
       
Hazen - Williams Formula       
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２．ドゥラバリ市水道整備（配水管網） 

 

2.1 計算条件 

水量は需要予測結果（一日最大給水量 4,200 m3/日 2014年）による。 

計算条件を以下に記す。 

 

1) 管網を構成する管路データおよびノード（管網を構成する点で、水量の流入・流出はこのノードを通す。
管路はこれらの点を結んでいる。）からの流出および流入水量は、原設計の計算結果を基本とする。 

 
2) ノードからの水量（流出および流入）は既存給水区域と拡張区域に分けて水量を算定した。既存給水区
域は、給水人口および原単位の増加を予想し、計画水量に見合うよう増加させた。拡張部分については

需要予測あるいは聞き取り調査結果の需要者数を考慮し、目標原単位を乗じ水量を決定した。 
 
3) 時間係数（日最大水量を時間平均に換算し、それに時間最大水量に算定係数を乗じて時間最大水量を算
定する）は「ネ」国の標準値 3.0 を適用する。時間係数は水使用のピーク時における水量を日最大の時
間当たりの平均水量との比を示すものであり、本来配水本管のような主要管の水理特性を把握するため

の係数である。つまり、需要者が各戸の水栓を開けて水を使用する場合の同時開栓数が平均時より時間

係数倍になることを意味し、需要者への個別給水管あるいは小口径の配水支管の水量が時間係数倍にな

るわけではない。したがって管網計算では給水管あるいは配水支管によって生ずる水理計算結果を無視

する。 
 
4) ノードにおける最小水頭 
ノードにおける最小水頭は 10mとする。この水理条件を満足するよう配水管網の補強を計画する。ただ

し、上記したように配水支管あるいは給水管の補強は考慮しない。 

 

2.2 管の粗度係数 

管路の水理条件の計算には、ﾍｰｾﾞﾝ･ｳｲﾘｱﾑｽ公式による。計画管の管路内面摩擦係数は 120を使用した。 

     

2.3  計算ケース 
 

Case-1：現状の配水管網で計画水量を流したケース 

Case-2：Case-1の結果により管路の補強を行い、その水理計算結果を行ったケース 

 

2.4  計算結果 
    Case-1： 給水区域内のほとんどのノードで、圧力水頭がマイナスになる。 

最小水頭は－182.8mで市内南西部である。 

Case-2： 配水管のノードでの最小水頭は 8.5mで市内中心部である。 

最大水頭は 30.1mで市の南部であるが、このノードの地盤高は低いためと考えられる。 

2.5  考察 
南北と東西を結ぶ主要な配水管を整備したため、Case-1で水圧不足であった市内南西部地域が改善された。

また市内南東部の水圧不足もループ管の布設によって改善された。この他、市内北西部および北東部の主要

な配水管を整備する必要がある。（ドゥラバリ地域配水管網参照） 

「ネ」国側との協議結果、主要な配水管および優先度の高い配水管（需要に対し、供給が逼迫している地
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域への配水管）を優先し布設することになった。 

 

結果 

新設配水管： DIP ND 300mm x 80m 

DIP ND 250mm x 1,520m 

DIP ND 150mm x 3,085m 

DIP ND 100mm x 880m 

HDPE ND 75mm x 1,000m  

       SP ND150mm x 130m (道路橋添架部分) 
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ドゥラバリ地域配水管網 

DHULABARI WATER SUPPLY SYSTEM
SCHEMATIC DRAWING OF PIPE NETWORKS
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Fig.-1 Dhulabari Water Supply Pipe Networks
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2.6 水理計算結果 

 

Nos of nodes 147           
Nos of pipes 170           

            
  NODE          
  NO Type Q WL GL EH     
    l/sec m m m     
  200 1 -81.346 192.70 170.00 22.70     
  1 0 0.511 192.06 169.70 22.36     
  2 0 1.022 190.28 170.10 20.18     
  3 0 0.681 189.39 170.20 19.19     
  4 0 0.681 188.64 171.30 17.34     
  5 0 1.022 185.84 171.70 14.14     
  6 0 0.681 184.14 171.80 12.34     
  7 0 0.681 181.05 170.10 10.95     
  8 0 1.022 177.65 168.50 9.15     
  9 0 1.022 175.61 166.50 9.11     
  10 0 1.022 174.97 164.50 10.47     
  11 0 1.022 174.93 162.90 12.03     
  12 0 1.022 175.00 160.50 14.50     
  13 0 1.022 172.14 157.50 14.64     
  14 0 1.022 162.37 155.50 6.87     
  15 0 0.511 160.10 153.80 6.30     
  16 0 0.681 191.36 168.90 22.46     
  17 0 1.022 188.63 166.50 22.13     
  18 0 1.022 185.40 163.70 21.70     
  19 0 1.022 182.83 161.40 21.43     
  20 0 1.022 180.33 159.20 21.13     
  21 0 0.681 178.60 158.90 19.70     
  22 0 1.022 176.28 156.80 19.48     
  23 0 0.681 173.98 155.40 18.58     
  24 0 0.681 172.84 154.00 18.84     
  25 0 0.681 171.41 153.00 18.41     
  26 0 0.681 169.01 154.20 14.81     
  27 0 1.022 166.77 149.80 16.97     
  28 0 1.022 165.22 149.30 15.92     
  29 0 0.681 162.97 149.80 13.17     
  30 0 0.681 161.23 147.60 13.63     
  31 0 1.022 159.87 145.30 14.57     
  32 0 0.681 159.65 144.50 15.15     
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  33 0 0.681 159.64 142.80 16.84     
  34 0 1.022 159.77 142.30 17.47     
  35 0 0.681 160.60 140.60 20.00     
  36 0 1.022 160.00 139.50 20.50     
  37 0 0.681 159.97 139.20 20.77     
  38 0 0.681 170.03 150.20 19.83     
  39 0 0.681 168.68 148.70 19.98     
  40 0 0.681 168.03 147.90 20.13     
  41 0 0.681 166.79 146.00 20.79     
  42 0 0.681 165.61 144.00 21.61     
  43 0 0.681 165.04 143.80 21.24     
  44 0 1.022 163.94 141.60 22.34     
  45 0 0.681 163.23 139.60 23.63     
  46 0 0.681 162.47 139.40 23.07     
  47 0 0.681 161.60 137.40 24.20     
  48 0 1.022 160.56 136.60 23.96     
  49 0 1.022 160.30 134.70 25.60     
  50 0 1.022 159.14 136.20 22.94     
  51 0 1.022 158.03 135.00 23.03     
  52 0 1.022 157.85 135.30 22.55     
  53 0 1.022 157.65 133.90 23.75     
  54 0 1.363 157.41 133.00 24.41     
  55 0 1.363 157.22 131.10 26.12     
  56 0 1.363 156.84 128.70 28.14     
  57 0 2.044 155.42 128.80 26.62     
  58 0 0.178 154.69 128.40 26.29     
  59 0 1.022 154.17 127.50 26.67     
  60 0 1.022 152.45 127.90 24.55     
  61 0 1.363 150.22 128.20 22.02     
  62 0 2.044 148.48 127.30 21.18     
  63 0 1.532 153.96 132.30 21.66     
  64 0 1.532 150.80 131.70 19.10     
  65 0 1.532 148.74 134.30 14.44     
  66 0 1.363 147.74 132.10 15.64     
  67 0 1.363 147.34 130.30 17.04     
  68 0 0.681 147.26 130.40 16.86     
  69 0 2.044 147.27 129.20 18.07     
  70 0 2.044 147.87 128.60 19.27     
  71 0 1.022 160.35 133.60 26.75     
  72 0 2.044 141.63 134.90 6.73     
  73 0 1.022 154.60 135.60 19.00     
  74 0 1.022 146.33 134.80 11.53     
  75 0 2.044 135.80 133.80 2.00     
  76 0 2.044 143.58 134.30 9.28     
  77 0 1.703 142.34 133.80 8.54     
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  78 0 2.044 149.93 134.30 15.63     
  79 0 2.044 143.72 133.80 9.92     
  80 0 0.681 157.36 133.10 24.26     
  81 0 1.022 156.15 132.20 23.95     
  82 0 1.022 152.55 131.30 21.25     
  83 0 1.022 151.37 130.00 21.37     
  84 0 0.681 148.28 125.60 22.68     
  85 0 1.363 147.26 123.80 23.46     
  86 0 1.363 146.89 124.40 22.49     
  87 0 1.363 146.45 125.10 21.35     
  88 0 1.532 146.18 126.90 19.28     
  89 0 1.022 146.17 125.00 21.17     
  90 0 1.022 146.25 125.20 21.05     
  91 0 1.022 146.74 126.70 20.04     
  92 0 1.022 136.59 125.80 10.79     
  93 0 1.022 161.85 161.30 0.55     
  94 0 1.022 168.69 155.40 13.29     
  95 0 1.022 169.07 154.30 14.77     
  96 0 1.022 156.92 140.90 16.02     
  97 0 1.022 152.08 138.10 13.98     
  98 0 1.022 151.07 136.30 14.77     
  99 0 1.022 123.69 132.30 -8.61     
  100 0 1.022 128.95 133.00 -4.05     
  101 0 1.022 150.73 125.80 24.93     
  102 0 1.022 136.23 124.40 11.83     
  103 0 1.022 110.06 123.00 -12.94     
  104 0 1.022 144.93 125.00 19.93     
  105 0 0.100 143.87 124.80 19.07     
  106 0 1.022 141.24 123.20 18.04     
  107 0 0.681 138.51 122.90 15.61     
  108 0 0.681 135.49 123.80 11.69     
  109 0 1.022 129.28 123.20 6.08     
  110 0 1.022 154.76 137.30 17.46     
  111 0 1.022 150.55 138.10 12.45     
  112 0 0.511 153.70 135.80 17.90     
  113 0 0.511 157.33 135.60 21.73     
  114 0 1.022 145.34 127.00 18.34     
  115 0 1.022 152.04 125.10 26.94     
  116 0 1.022 132.41 124.70 7.71     
  117 0 1.022 142.61 128.80 13.81     
  118 0 1.022 153.03 127.00 26.03     
  119 0 1.532 151.75 126.00 25.75     
  120 0 1.532 151.21 124.60 26.61     
  121 0 1.532 151.13 124.30 26.83     
  122 0 2.044 151.19 123.50 27.69     

A
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  123 0 0.225 153.37 123.30 30.07     
  124 0 1.022 142.84 123.00 19.84     
  125 0 1.022 120.01 124.70 -4.69     
  126 0 1.022 129.63 124.80 4.83     
  127 0 1.022 130.28 124.00 6.28     
  128 0 1.022 146.77 123.40 23.37     
  129 0 1.022 177.52 172.20 5.32     
  130 0 0.000 153.90 127.50 26.40     
  131 0 1.363 152.28 127.90 24.38     
  132 0 1.363 146.58 128.20 18.38     
  133 0 1.022 150.89 127.30 23.59     
  134 0 1.022 153.69 137.00 16.69     
  135 0 0.000 146.08 126.90 19.18     
  136 0 1.022 143.80 125.00 18.80     
  137 0 1.022 142.97 125.20 17.77     
  138 0 1.022 146.90 126.70 20.20     
  139 0 0.681 151.13 129.50 21.63     
  140 0 0.000 161.69 137.40 24.29     
  141 0 0.000 154.23 127.50 26.73     
  142 0 0.000 154.22 127.50 26.72     
  143 0 0.000 153.38 123.30 30.08     
  144 0 0.000 146.94 126.70 20.24     
  300 1 -61.712 162.00  162.00     
  145 0 0.000 150.89 127.30 23.59     
            

 

 
  PIPE          
  NO(u) NO(d) Dia Length C dH Q V I  
    mm m  m l/sec m/sec o/oo  
  200 1 300 88 100  81.35 1.15 7.22  
  1 2 125 226 100  8.52 0.69 7.89  
  2 3 125 143 100  7.50 0.61 6.23  
  3 4 125 143 100  6.81 0.56 5.22  
  4 5 100 220 100  6.13 0.78 12.74  
  5 6 100 187 100  5.11 0.65 9.09  
  6 7 80 165 100  4.19 0.83 18.70  
  7 8 80 253 100  3.51 0.70 13.47  
  8 9 80 286 100  2.49 0.50 7.13  
  9 10 80 237 100  1.47 0.29 2.68  
  10 11 81 204 120  0.45 0.09 0.20  
  11 12 81 231 120  -0.58 -0.11 -0.32  
  12 13 67 226 120  2.56 0.72 12.65  
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  13 14 45 286 120  1.53 0.96 34.17  
  14 15 36 171 120  0.51 0.50 13.27  
  1 16 300 143 100  66.36 0.94 4.95  
  16 17 250 231 100  65.68 1.34 11.81  
  17 18 250 281 100  64.65 1.32 11.47  
  18 19 250 231 100  63.63 1.30 11.14  
  19 20 250 231 100  62.61 1.28 10.81  
  20 21 250 165 100  61.59 1.25 10.49  
  21 22 250 226 100  60.91 1.24 10.27  
  22 23 250 231 100  59.89 1.22 9.96  
  23 24 250 121 100  58.18 1.19 9.44  
  24 25 250 160 100  56.48 1.15 8.93  
  25 26 100 198 100  5.97 0.76 12.13  
  26 27 100 231 100  5.29 0.67 9.70  
  27 28 100 237 100  4.27 0.54 6.52  
  28 29 80 193 100  3.25 0.65 11.66  
  29 30 80 231 100  2.57 0.51 7.54  
  30 31 80 319 100  1.89 0.38 4.26  
  31 32 80 220 100  0.86 0.17 1.01  
  32 33 81 231 120  0.18 0.04 0.04  
  33 34 67 220 120  -0.50 -0.14 -0.61  
  34 35 67 171 120  -1.52 -0.43 -4.84  
  35 36 67 220 120  1.12 0.32 2.75  
  36 37 45 117 120  0.10 0.06 0.21  
  25 38 250 231 100  45.48 0.93 5.98  
  38 39 250 231 100  44.80 0.91 5.82  
  39 40 250 116 100  44.12 0.90 5.66  
  40 41 250 226 100  43.44 0.88 5.50  
  41 42 250 220 100  42.76 0.87 5.34  
  42 43 250 110 100  42.08 0.86 5.18  
  43 44 250 220 100  41.40 0.84 5.03  
  44 45 250 146 100  40.37 0.82 4.80  
  45 46 250 165 100  39.69 0.81 4.65  
  46 47 250 193 100  39.01 0.79 4.51  
  47 48 250 124 100  54.42 1.11 8.34  
  48 50 250 209 100  48.75 0.99 6.80  
  50 51 250 176 100  46.71 0.95 6.29  
  51 52 250 66 100  29.76 0.61 2.73  
  52 53 250 94 100  26.13 0.53 2.15  
  53 54 250 152 100  22.21 0.45 1.59  
  54 55 250 264 100  14.39 0.29 0.71  
  55 56 200 220 100  13.03 0.41 1.76  
  56 57 150 244 100  11.67 0.66 5.81  
  57 58 150 196 100  9.16 0.52 3.71  
  58 59 150 145 100  8.98 0.51 3.58  
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  59 60 150 123 100  18.73 1.06 13.96  
  60 61 150 178 100  17.71 1.00 12.58  
  61 62 150 160 100  16.35 0.93 10.85  
  51 63 100 201 100  7.89 1.00 20.28  
  63 64 100 232 100  6.35 0.81 13.60  
  64 65 100 253 100  4.82 0.61 8.16  
  65 66 100 248 100  3.29 0.42 4.02  
  66 67 100 268 100  1.93 0.25 1.50  
  67 68 80 165 100  0.56 0.11 0.46  
  68 69 80 245 100  -0.12 -0.02 -0.03  
  69 70 80 110 100  -2.16 -0.43 -5.49  
  70 62 100 275 100  -2.38 -0.30 -2.20  
  48 49 80 242 100  0.90 0.18 1.08  
  49 71 50 176 100  -0.12 -0.06 -0.28  
  71 72 32 165 100  1.00 1.24 113.46  
  51 73 80 55 100  8.04 1.60 62.38  
  73 74 65 83 100  6.00 1.81 99.68  
  74 72 65 99 100  4.02 1.21 47.47  
  72 75 65 215 100  2.97 0.89 27.14  
  74 76 40 77 100  0.96 0.76 35.74  
  76 77 50 44 100  1.52 0.77 28.19  
  77 75 40 138 100  1.12 0.89 47.41  
  52 76 50 187 100  2.60 1.33 76.34  
  53 78 50 83 100  2.90 1.48 93.08  
  78 79 50 132 100  2.00 1.02 47.02  
  79 77 40 22 100  1.30 1.04 62.81  
  54 80 125 11 100  6.45 0.53 4.72  
  80 78 40 149 100  1.15 0.91 49.88  
  81 79 40 187 100  1.34 1.07 66.48  
  80 81 100 160 100  4.62 0.59 7.55  
  81 82 65 220 100  2.26 0.68 16.36  
  82 83 65 220 100  1.24 0.37 5.37  
  83 139 40 110 100  0.21 0.17 2.23  
  139 57 32 154 100  -0.47 -0.58 -27.88  
  62 84 150 55 100  9.08 0.51 3.65  
  84 85 150 231 100  10.04 0.57 4.40  
  85 86 150 110 100  8.68 0.49 3.36  
  86 87 125 99 100  6.29 0.51 4.51  
  87 88 125 171 100  3.57 0.29 1.58  
  88 89 125 264 100  0.43 0.04 0.03  
  89 90 80 176 100  -0.59 -0.12 -0.49  
  90 91 80 154 100  -1.61 -0.32 -3.18  
  91 92 40 253 100  1.02 0.81 40.13  
  12 93 36 275 120  1.02 1.00 47.84  
  23 94 40 132 100  1.02 0.81 40.13  
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  24 95 40 94 100  1.02 0.81 40.13  
  35 96 36 77 120  1.02 1.00 47.84  
  37 97 36 165 120  1.02 1.00 47.84  
  73 98 40 88 100  1.02 0.81 40.13  
  75 99 36 253 120  1.02 1.00 47.84  
  75 100 36 143 120  1.02 1.00 47.84  
  84 101 65 270 100  -1.64 -0.49 -9.07  
  101 102 50 297 100  2.04 1.04 48.80  
  102 103 32 220 100  1.02 1.27 118.96  
  138 104 100 209 100  5.21 0.66 9.42  
  104 105 100 169 100  4.19 0.53 6.29  
  105 106 81 220 120  4.09 0.79 11.98  
  106 107 67 154 120  3.07 0.87 17.72  
  107 108 45 110 120  1.36 0.86 27.46  
  108 109 36 275 120  0.68 0.67 22.59  
  47 110 36 143 120  1.02 1.00 47.84  
  47 111 36 231 120  1.02 1.00 47.84  
  50 112 32 165 100  0.51 0.64 33.00  
  50 113 32 55 100  0.51 0.64 33.00  
  59 114 40 220 100  1.02 0.81 40.13  
  131 115 32 77 100  0.14 0.18 3.09  
  115 116 32 165 100  1.02 1.27 118.96  
  70 117 36 110 120  1.02 1.00 47.84  
  130 118 100 94 100  5.18 0.66 9.32  
  118 119 100 206 100  4.16 0.53 6.21  
  119 120 100 204 100  2.63 0.33 2.65  
  120 121 100 154 100  1.09 0.14 0.53  
  121 122 80 220 100  -0.44 -0.09 -0.29  
  122 123 67 182 120  -2.48 -0.70 -11.99  
  123 124 36 220 120  1.02 1.00 47.84  
  86 125 32 226 100  1.02 1.27 118.96  
  87 126 32 83 100  1.36 1.69 202.60  
  107 127 36 172 120  1.02 1.00 47.84  
  123 128 36 138 120  1.02 1.00 47.84  
  59 130 125 17 100  12.39 1.01 15.78  
  130 131 65 123 100  2.01 0.61 13.22  
  131 132 40 178 100  0.90 0.72 32.03  
  132 133 32 160 100  -0.46 -0.57 -26.98  
  130 134 100 470 100  1.02 0.13 0.46  
  88 135 65 11 100  1.60 0.48 8.64  
  135 136 65 264 100  1.60 0.48 8.64  
  136 137 50 176 100  0.58 0.29 4.70  
  137 138 32 154 100  -0.44 -0.55 -25.52  
  91 138 80 11 100  -3.65 -0.73 -14.49  
  6 129 40 165 100  1.02 0.81 40.13  
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  300 140 300 100 120  61.71 0.87 3.09  
  140 141 250 1890 120  43.58 0.89 3.95  
  141 142 250 17 120  19.40 0.40 0.88  
  142 143 150 1060 120  4.75 0.27 0.79  
  142 145 150 526 120  14.65 0.83 6.32  
  141 59 200 15 120  24.19 0.77 3.94  
  143 123 150 15 120  4.75 0.27 0.79  
  144 138 150 10 120  10.33 0.58 3.31  
  71 37 100 500 120  1.60 0.20 0.76  
  140 47 150 10 120  18.13 1.03 9.37  
  70 62 100 275 120  -2.85 -0.36 -2.20  
  48 71 150 418 120  3.75 0.21 0.51  
  145 133 100 10 120  -0.39 -0.05 -0.06  
  145 101 80 10 120  4.71 0.94 16.53  
  145 144 150 1195 120  10.33 0.58 3.31  
  126 109 65 1000 120  0.34 0.10 0.35  
  1 6 100 919 120  5.96 0.76 8.62  
  6 12 100 1376 120  5.17 0.66 6.64  
  131 133 80 461 120  1.87 0.37 3.00  
  130 131 80 123 120  4.17 0.83 13.22  
  131 115 80 77 120  1.90 0.38 3.09  
  25 35 100 2251 120  4.34 0.55 4.80  
  End          
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３．ガウラダ地区水道整備（配水管網水理計算書） 

 

3.1 計算条件 

水量は需要予測結果（一日最大給水量 1,100 m3/日 2014年）による。 

計算条件を以下に記す。 

1) 管網を構成する管路データおよびノード（管網を構成する点で、水量の流入・流出はこのノードを
通す。管路はこれらの点を結んでいる。）からの流出および流入水量は、原設計の計算結果を基本

とする。 
 
2) ノードからの水量（流出および流入）は既存給水区域と拡張区域に分けて水量を算定した。既存給
水区域は、給水人口および原単位の増加を予想し、計画水量に見合うよう増加させた。拡張部分に

ついては需要予測あるいは聞き取り調査結果の需要者数を考慮し、目標原単位を乗じ水量を決定し

た。 
 
3) 時間係数（日最大水量を時間平均に換算し、それに時間最大水量に算定係数を乗じて時間最大水量
を算定する）は「ネ」国の標準値 3.0 を適用する。時間係数は水使用のピーク時における水量を
日最大の時間当たりの平均水量との比を示すものであり、本来配水本管のような主要管の水理特性

を把握するための係数である。つまり、需要者が各戸の水栓を開けて水を使用する場合の同時開栓

数が平均時より時間係数倍になることを意味し、需要者への個別給水管あるいは小口径の配水支管

の水量が時間係数倍になるわけではない。したがって管網計算では給水管あるいは配水支管によっ

て生ずる水理計算結果を無視する。 
 
4) ノードにおける最小水頭 
ノードにおける最小水頭は 10mとする。この水理条件を満足するよう配水管網の補強を計画する。

ただし、上記したように配水支管あるいは給水管の補強は考慮しない。 

 

3.2 管の粗度係数 

管路の水理条件の計算には、ﾍｰｾﾞﾝ･ｳｲﾘｱﾑｽ公式による。計画管の管路内面摩擦係数は 120 を使用し

た。 

     

3.3  計算ケース 
 

Case-1：現状の配水管網に「ネ」国側要請配水管を加えた管網に計画水量を流したケース 

Case-2：Case-1の結果により管路の補強を行い、その水理計算結果を行ったケース 

Case-3：Case-2の補強代替案 

 

3.4  計算結果 
    Case-1： 給水区域内のほとんどのノードで、圧力水頭がマイナスになる。 

最小水頭は－41.1mで南部地域である。 

Case-2： 既設配水管の補強（既設管と平行に新設管を布設）を行う。主たる配水管のほとん

どが補強を要する。 

配水管のノードでの最小水頭は 8.9mで地域東部である。 

最大水頭は 14.9m で地域の南部であり、このノードの地盤高は若干低くなってい
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るためと考えられる。 

 Case-3： Case-2 既存高架水槽と地域を南北に走る主要道路内配管を結ぶ新設管路を設ける。

これによって拡張給水区域である南部、南東部への給水状況（水圧）を改善する。

配水管のノードでの最小水頭は 6.8mで地域東部である。 

最大水頭は 14.7mで高架水槽に隣接した位置である。 

 

3.5  考察 
Case-2 でほとんどの主要配水管の補強が必要になるのを確認した。Case-3 は既存高架水槽を含むル

ープ状配管を行い、水圧を改善した。ただし、給水区域端部への樹枝状管路では Case-2と同様、主要

配水管の補強が必要になる。 

（ガラウダ地域配管網図参照） 

「ネ」国側との協議結果、主要な配水管および優先度の高い配水管（需要に対し、供給が逼迫して

いる地域への配水管）と配水管網の整備のための配管を布設することにした。 

 

 

 

結果 

新設配水管： HDPE ND 150mm x 1,070m 

HDPE ND 100mm x 2,700m 

HDPE ND 75mm x 800m 

HDPE ND 50mm x 1500m 



ネパール国地方都市上水施設改善計画 基本設計調査 
（第 1次現地調査） 

 A-124

 

 ガウラダ地域配水管網 

GAURADAHA WATER SUPPLY SYSTEM
SCHEMATIC DRAWING OF PIPE NETWORKS
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水理計算結果 

 

Case-2  

 

Nos of nodes 70           
Nos of pipes 107           

            
  NODE          
  NO Type Q WL GL EH     
    l/sec m m m     
  1 0 0.220 115.95 100.91 15.04     
  2 0 0.220 115.78 101.14 14.64     
  3 0 0.440 113.99 101.98 12.01     
  4 0 0.440 111.20 102.79 8.41     
  5 0 0.440 106.76 103.24 3.52     
  6 0 0.440 98.10 103.84 -5.74     
  7 0 0.660 114.19 100.90 13.29     
  8 0 0.440 114.04 100.84 13.20     
  9 0 0.440 113.76 100.84 12.92     
  10 0 0.440 113.57 100.48 13.09     
  11 0 0.660 112.58 100.32 12.26     
  12 0 0.440 112.50 99.87 12.63     
  13 0 0.660 112.26 101.14 11.12     
  14 0 0.440 108.09 101.65 6.44     
  15 0 0.440 104.19 102.14 2.05     
  16 0 0.660 112.95 101.06 11.89     
  17 0 0.880 112.58 100.62 11.96     
  18 0 1.100 112.33 100.25 12.08     
  19 0 0.440 111.99 100.38 11.61     
  20 0 0.660 111.92 100.80 11.12     
  21 0 1.100 111.55 101.33 10.22     
  22 0 0.440 111.37 101.74 9.63     
  23 0 0.660 111.16 101.52 9.64     
  24 0 0.880 104.79 101.85 2.94     
  25 0 0.660 110.05 100.34 9.71     
  26 0 0.660 108.27 100.15 8.12     
  27 0 0.440 109.19 100.29 8.90     
  28 0 0.440 105.16 99.96 5.20     
  29 0 0.660 112.95 100.86 12.09     
  30 0 0.880 112.33 100.51 11.82     
  31 0 1.760 111.32 100.91 10.41     
  32 0 0.440 111.18 100.48 10.70     
  33 0 0.440 111.06 99.98 11.08     
  34 0 0.440 110.94 99.76 11.18     
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  35 0 0.440 110.88 99.56 11.32     
  36 0 0.440 109.86 98.90 10.96     
  37 0 0.660 108.76 98.11 10.65     
  38 0 0.660 105.27 98.85 6.42     
  39 0 0.880 110.87 99.60 11.27     
  40 0 0.660 110.78 100.06 10.72     
  41 0 0.660 110.37 102.38 7.99     
  42 0 0.220 110.62 102.10 8.52     
  43 0 1.100 111.05 100.67 10.38     
  44 0 0.660 110.77 99.06 11.71     
  45 0 0.440 110.69 98.86 11.83     
  46 0 1.100 112.59 99.89 12.70     
  47 0 0.660 112.40 98.26 14.14     
  48 0 0.440 112.24 97.44 14.80     
  49 0 0.440 112.13 97.20 14.93     
  50 0 0.440 110.87 96.23 14.64     
  51 0 0.660 109.65 96.18 13.47     
  52 0 0.440 101.11 95.34 5.77     
  53 0 0.660 96.78 95.24 1.54     
  54 0 0.440 109.05 96.88 12.17     
  55 0 0.440 102.80 97.70 5.10     
  56 0 0.440 97.01 101.27 -4.26     
  57 0 0.440 106.55 101.82 4.73     
  58 0 0.660 102.93 101.69 1.24     
  59 0 0.440 78.72 99.85 -21.13     
  60 0 0.440 108.30 100.63 7.67     
  61 0 0.440 107.86 101.24 6.62     
  62 0 0.440 100.16 99.95 0.21     
  200 1 -38.060 116.00  116.00     
  63 0 0.220 110.74 98.11 12.63     
  64 0 0.220 103.95 98.11 5.84     
  65 0 0.660 103.73 98.11 5.62     
  66 0 0.660 108.75 98.86 9.89     
  67 0 0.000 111.11 100.67 10.44     
  68 0 0.000 111.31 102.10 9.21     
  69 0 0.000 111.31 102.10 9.21     
            
  PIPE          
  NO(u) NO(d) Dia Length C dH Q V I  
    mm m  m l/sec m/sec o/oo  
  200 1 250 15 120  38.06 0.78 3.07  
  1 2 99 55 120  3.37 0.44 3.15  
  2 3 81 321 120  2.71 0.52 5.58  
  3 4 67 411 120  1.83 0.52 6.79  
  4 5 42 259 120  0.88 0.64 17.12  
  5 6 27 212 120  0.44 0.77 40.85  
  1 7 143 441 120  10.09 0.63 4.00  
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  7 8 143 41 120  9.76 0.61 3.77  
  8 9 126 30 120  11.33 0.91 9.18  
  9 10 126 25 120  10.23 0.82 7.60  
  10 11 81 278 120  2.13 0.41 3.58  
  11 12 67 113 120  0.52 0.15 0.67  
  12 13 53 440 120  0.25 0.11 0.53  
  13 14 42 244 120  0.88 0.64 17.12  
  14 15 34 293 120  0.44 0.48 13.29  
  10 16 126 140 120  7.66 0.61 4.45  
  16 17 112 255 120  3.06 0.31 1.44  
  17 18 112 235 120  2.58 0.26 1.05  
  18 19 99 359 120  1.76 0.23 0.94  
  19 20 99 70 120  1.87 0.24 1.06  
  20 21 81 321 120  1.14 0.22 1.13  
  21 22 67 273 120  0.52 0.15 0.67  
  22 23 53 393 120  0.25 0.11 0.53  
  23 24 42 372 120  0.88 0.64 17.12  
  19 25 53 166 120  1.32 0.60 11.68  
  25 26 42 177 120  0.66 0.48 10.06  
  27 28 34 303 120  0.44 0.48 13.29  
  19 27 53 508 120  0.88 0.40 5.52  
  8 29 112 145 120  7.44 0.76 7.49  
  29 30 99 179 120  3.56 0.46 3.48  
  30 31 99 330 120  3.31 0.43 3.06  
  31 32 99 220 120  1.41 0.18 0.63  
  32 33 81 197 120  0.83 0.16 0.62  
  33 34 67 250 120  0.44 0.12 0.48  
  34 35 67 152 120  0.37 0.10 0.35  
  35 36 42 260 120  0.40 0.29 3.95  
  36 37 42 473 120  0.30 0.22 2.32  
  35 38 42 328 120  0.88 0.64 17.12  
  32 39 42 382 120  0.17 0.12 0.80  
  34 40 42 373 120  0.12 0.09 0.42  
  4 41 53 419 120  0.51 0.23 1.98  
  41 42 42 369 120  -0.15 -0.11 -0.69  
  42 69 42 196 120  -0.37 -0.27 -3.53  
  69 31 42 400 120  -0.01 -0.01 -0.01  
  31 67 81 300 120  0.87 0.17 0.69  
  43 44 53 409 120  0.28 0.13 0.68  
  44 45 34 206 120  0.06 0.07 0.36  
  29 46 81 322 120  1.13 0.22 1.11  
  46 47 81 306 120  0.85 0.16 0.65  
  47 48 81 403 120  0.64 0.12 0.39  
  48 49 67 296 120  0.37 0.10 0.35  
  49 50 53 293 120  0.77 0.35 4.32  
  50 51 53 426 120  0.62 0.28 2.86  
  51 52 42 330 120  1.10 0.79 25.87  
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  52 53 34 154 120  0.66 0.73 28.14  
  49 54 34 232 120  0.44 0.48 13.29  
  47 55 27 235 120  0.44 0.77 40.85  
  2 56 19 83 120  0.44 1.55 226.14  
  3 57 27 182 120  0.44 0.77 40.85  
  9 58 34 385 120  0.66 0.73 28.14  
  33 59 19 143 120  0.44 1.55 226.14  
  43 60 34 207 120  0.44 0.48 13.29  
  7 61 19 28 120  0.44 1.55 226.14  
  46 62 19 55 120  0.44 1.55 226.14  
  16 29 67 19 120  -0.22 -0.06 -0.14  
  11 17 34 235 120  -0.01 -0.01 -0.02  
  67 39 99 350 120  1.47 0.19 0.68  
  39 40 99 447 120  0.76 0.10 0.20  
  40 63 99 2003 120  0.22 0.03 0.02  
  38 64 42 1000 120  0.22 0.16 1.32  
  37 65 42 500 120  0.66 0.48 10.06  
  67 43 81 50 120  1.22 0.24 1.29  
  29 30 143 179 120  9.36 0.58 3.48  
  30 31 143 330 120  8.72 0.54 3.06  
  67 43 99 50 120  2.08 0.27 1.29  
  31 32 143 220 120  3.72 0.23 0.63  
  45 66 53 600 120  0.66 0.30 3.24  
  32 33 143 197 120  3.69 0.23 0.62  
  33 34 143 250 120  3.20 0.20 0.48  
  34 35 143 152 120  2.71 0.17 0.35  
  31 67 143 300 120  3.90 0.24 0.69  
  35 36 67 260 120  1.36 0.39 3.95  
  36 37 67 473 120  1.02 0.29 2.32  
  43 44 99 409 120  1.48 0.19 0.68  
  44 45 99 206 120  1.04 0.13 0.36  
  29 46 143 322 120  5.03 0.31 1.11  
  46 47 143 306 120  3.77 0.24 0.65  
  47 48 143 403 120  2.88 0.18 0.39  
  48 49 143 296 120  2.71 0.17 0.35  
  49 50 67 293 120  1.43 0.41 4.32  
  50 51 67 426 120  1.14 0.32 2.86  
  29 16 143 19 120  1.65 0.10 0.14  
  16 17 143 255 120  5.82 0.36 1.44  
  17 18 143 235 120  4.90 0.31 1.05  
  18 19 143 359 120  4.62 0.29 0.94  
  17 11 143 235 120  0.50 0.03 0.02  
  19 20 99 70 120  1.87 0.24 1.06  
  20 21 99 321 120  1.94 0.25 1.13  
  21 22 99 273 120  1.46 0.19 0.67  
  22 23 99 393 120  1.29 0.17 0.53  
  11 12 99 113 120  1.46 0.19 0.67  
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  12 13 99 440 120  1.29 0.17 0.53  
  68 31 143 400 120  -0.36 -0.02 -0.01  
  68 69 143 10 120  0.36 0.02 0.01  
  1 7 200 441 120  24.39 0.78 4.00  
  7 8 200 41 120  23.61 0.75 3.77  
  8 29 143 145 120  14.16 0.88 7.49  
  End          

 

 

Case-3 

 

Nos of nodes 70           
Nos of pipes 105           

            
  NODE          
  NO Type Q WL GL EH     
    l/sec m m m     
  1 0 0.220 115.99 100.91 15.08     
  2 0 0.220 115.84 101.14 14.70     
  3 0 0.440 114.37 101.98 12.39     
  4 0 0.440 112.30 102.79 9.51     
  5 0 0.440 107.86 103.24 4.62     
  6 0 0.440 99.20 103.84 -4.64     
  7 0 0.660 111.83 100.90 10.93     
  8 0 0.440 111.49 100.84 10.65     
  9 0 0.440 111.31 100.84 10.47     
  10 0 0.440 111.19 100.48 10.71     
  11 0 0.660 110.44 100.32 10.12     
  12 0 0.440 110.37 99.87 10.50     
  13 0 0.660 110.13 101.14 8.99     
  14 0 0.440 105.95 101.65 4.30     
  15 0 0.440 102.06 102.14 -0.08     
  16 0 0.660 110.84 101.06 9.78     
  17 0 0.880 110.45 100.62 9.83     
  18 0 1.100 110.20 100.25 9.95     
  19 0 0.440 109.87 100.38 9.49     
  20 0 0.660 109.79 100.80 8.99     
  21 0 1.100 109.43 101.33 8.10     
  22 0 0.440 109.24 101.74 7.50     
  23 0 0.660 109.03 101.52 7.51     
  24 0 0.880 102.66 101.85 0.81     
  25 0 0.660 107.93 100.34 7.59     
  26 0 0.660 106.15 100.15 6.00     
  27 0 0.440 107.06 100.29 6.77     
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  28 0 0.440 103.04 99.96 3.08     
  29 0 0.660 110.86 100.86 10.00     
  30 0 0.880 110.99 100.51 10.48     
  31 0 1.760 111.30 100.91 10.39     
  32 0 0.440 111.16 100.48 10.68     
  33 0 0.440 111.04 99.98 11.06     
  34 0 0.440 110.92 99.76 11.16     
  35 0 0.440 110.86 99.56 11.30     
  36 0 0.440 109.84 98.90 10.94     
  37 0 0.660 108.74 98.11 10.63     
  38 0 0.660 105.25 98.85 6.40     
  39 0 0.880 110.85 99.60 11.25     
  40 0 0.660 110.76 100.06 10.70     
  41 0 0.660 112.10 102.38 9.72     
  42 0 0.220 113.77 102.10 11.67     
  43 0 1.100 111.03 100.67 10.36     
  44 0 0.660 110.75 99.06 11.69     
  45 0 0.440 110.67 98.86 11.81     
  46 0 1.100 110.50 99.89 10.61     
  47 0 0.660 110.30 98.26 12.04     
  48 0 0.440 110.14 97.44 12.70     
  49 0 0.440 110.04 97.20 12.84     
  50 0 0.440 108.77 96.23 12.54     
  51 0 0.660 107.56 96.18 11.38     
  52 0 0.440 99.02 95.34 3.68     
  53 0 0.660 94.68 95.24 -0.56     
  54 0 0.440 106.96 96.88 10.08     
  55 0 0.440 100.70 97.70 3.00     
  56 0 0.440 97.07 101.27 -4.20     
  57 0 0.440 106.93 101.82 5.11     
  58 0 0.660 100.47 101.69 -1.22     
  59 0 0.440 78.70 99.85 -21.15     
  60 0 0.440 108.28 100.63 7.65     
  61 0 0.440 105.49 101.24 4.25     
  62 0 0.440 98.06 99.95 -1.89     
  200 1 -38.060 116.00  116.00     
  63 0 0.220 110.72 98.11 12.61     
  64 0 0.220 103.93 98.11 5.82     
  65 0 0.660 103.71 98.11 5.60     
  66 0 0.660 108.73 98.86 9.87     
  67 0 0.000 111.09 100.67 10.42     
  68 0 0.000 115.67 102.10 13.57     
  69 0 0.000 115.67 102.10 13.57     
            
  PIPE          
  NO(u) NO(d) Dia Length C dH Q V I  
    mm m  m l/sec m/sec o/oo  
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  200 1 250 15 120  19.35 0.39 0.88  
  1 2 99 55 120  3.09 0.40 2.69  
  2 3 81 321 120  2.43 0.47 4.58  
  3 4 67 411 120  1.55 0.44 5.03  
  4 5 42 259 120  0.88 0.64 17.12  
  5 6 27 212 120  0.44 0.77 40.85  
  1 7 143 441 120  16.04 1.00 9.44  
  7 8 143 41 120  14.94 0.93 8.27  
  8 9 126 30 120  8.95 0.72 5.94  
  9 10 126 25 120  7.85 0.63 4.66  
  10 11 81 278 120  1.82 0.35 2.69  
  11 12 67 113 120  0.52 0.15 0.67  
  12 13 53 440 120  0.25 0.11 0.53  
  13 14 42 244 120  0.88 0.64 17.12  
  14 15 34 293 120  0.44 0.48 13.29  
  10 16 126 140 120  5.59 0.45 2.49  
  16 17 112 255 120  3.16 0.32 1.54  
  17 18 112 235 120  2.58 0.26 1.05  
  18 19 99 359 120  1.76 0.23 0.94  
  19 20 99 70 120  1.87 0.24 1.06  
  20 21 81 321 120  1.14 0.22 1.13  
  21 22 67 273 120  0.52 0.15 0.67  
  22 23 53 393 120  0.25 0.11 0.53  
  23 24 42 372 120  0.88 0.64 17.12  
  19 25 53 166 120  1.32 0.60 11.68  
  25 26 42 177 120  0.66 0.48 10.06  
  27 28 34 303 120  0.44 0.48 13.29  
  19 27 53 508 120  0.88 0.40 5.52  
  8 29 112 145 120  5.55 0.56 4.35  
  29 30 99 179 120  -1.52 -0.20 -0.72  
  30 31 99 330 120  -1.76 -0.23 -0.95  
  31 32 99 220 120  1.41 0.18 0.63  
  32 33 81 197 120  0.83 0.16 0.62  
  33 34 67 250 120  0.44 0.12 0.48  
  34 35 67 152 120  0.37 0.10 0.35  
  35 36 42 260 120  0.40 0.29 3.95  
  36 37 42 473 120  0.30 0.22 2.32  
  35 38 42 328 120  0.88 0.64 17.12  
  32 39 42 382 120  0.17 0.12 0.80  
  34 40 42 373 120  0.12 0.09 0.42  
  4 41 53 419 120  0.23 0.11 0.47  
  41 42 42 369 120  -0.43 -0.31 -4.51  
  42 69 42 196 120  -0.65 -0.47 -9.71  
  69 31 42 400 120  0.69 0.50 10.93  
  31 67 81 300 120  0.87 0.17 0.69  
  43 44 53 409 120  0.28 0.13 0.68  
  44 45 34 206 120  0.06 0.07 0.36  
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  29 46 81 322 120  1.13 0.22 1.11  
  46 47 81 306 120  0.85 0.16 0.65  
  47 48 81 403 120  0.64 0.12 0.39  
  48 49 67 296 120  0.37 0.10 0.35  
  49 50 53 293 120  0.77 0.35 4.32  
  50 51 53 426 120  0.62 0.28 2.86  
  51 52 42 330 120  1.10 0.79 25.87  
  52 53 34 154 120  0.66 0.73 28.14  
  49 54 34 232 120  0.44 0.48 13.29  
  47 55 27 235 120  0.44 0.77 40.85  
  2 56 19 83 120  0.44 1.55 226.14  
  3 57 27 182 120  0.44 0.77 40.85  
  9 58 34 385 120  0.66 0.73 28.14  
  33 59 19 143 120  0.44 1.55 226.14  
  43 60 34 207 120  0.44 0.48 13.29  
  7 61 19 28 120  0.44 1.55 226.14  
  46 62 19 55 120  0.44 1.55 226.14  
  16 29 67 19 120  -0.51 -0.14 -0.64  
  11 17 34 235 120  -0.02 -0.02 -0.04  
  67 39 99 350 120  1.47 0.19 0.68  
  39 40 99 447 120  0.76 0.10 0.20  
  40 63 99 2003 120  0.22 0.03 0.02  
  38 64 42 1000 120  0.22 0.16 1.32  
  37 65 42 500 120  0.66 0.48 10.06  
  67 43 81 50 120  1.22 0.24 1.29  
  29 30 143 179 120  -4.00 -0.25 -0.72  
  30 31 143 330 120  -4.64 -0.29 -0.95  
  67 43 99 50 120  2.08 0.27 1.29  
  31 32 143 220 120  3.72 0.23 0.63  
  45 66 53 600 120  0.66 0.30 3.24  
  32 33 143 197 120  3.69 0.23 0.62  
  33 34 143 250 120  3.20 0.20 0.48  
  34 35 143 152 120  2.71 0.17 0.35  
  31 67 143 300 120  3.90 0.24 0.69  
  35 36 67 260 120  1.36 0.39 3.95  
  36 37 67 473 120  1.02 0.29 2.32  
  43 44 99 409 120  1.48 0.19 0.68  
  44 45 99 206 120  1.04 0.13 0.36  
  29 46 143 322 120  5.03 0.31 1.11  
  46 47 143 306 120  3.77 0.24 0.65  
  47 48 143 403 120  2.88 0.18 0.39  
  48 49 143 296 120  2.71 0.17 0.35  
  49 50 67 293 120  1.43 0.41 4.32  
  50 51 67 426 120  1.14 0.32 2.86  
  29 16 143 19 120  3.74 0.23 0.64  
  16 17 143 255 120  6.01 0.37 1.54  
  17 18 143 235 120  4.90 0.31 1.05  

ネ
パ
ー
ル
王
国
地
方
都
市
上
水
施
設
改
善
計
画
 
基
本
設
計
調
査

 
（
第

1
次
現
地
調
査
）

A
-132 

 



ネパール国地方都市上水施設改善計画 基本設計調査 
（第 1次現地調査） 

 A-133

  18 19 143 359 120  4.62 0.29 0.94  
  17 11 143 235 120  0.80 0.05 0.04  
  19 20 99 70 120  1.87 0.24 1.06  
  20 21 99 321 120  1.94 0.25 1.13  
  21 22 99 273 120  1.46 0.19 0.67  
  22 23 99 393 120  1.29 0.17 0.53  
  11 12 99 113 120  1.46 0.19 0.67  
  12 13 99 440 120  1.29 0.17 0.53  
  68 31 143 400 120  17.37 1.08 10.93  
  68 69 143 10 120  1.34 0.08 0.10  
  200 68 250 400 120  18.71 0.38 0.83  
  End          
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資料 8-6 水質調査結果 
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資料 8-7 水量調査結果 
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ドゥラバリ湧水における流量観測 

１． 湧水概要図          
  湧水   湧水                   湧水                      湧水                         

                                                                                       

                                                                                       

                                                                                       

                                                                                       

     ①                                                                                

                                          ②                                     

                                                       ③                

                                                                                       

                                                                                       

                                                                                       

                                                                                      

                                                                                  ④ 

                                                                                       

２． 観測結果 
No. 計             算 

堰測法 直角三角堰 

           B                        

                           B = 0.50 m 

                           b = 0.39 m 

                    h       h = 0.04 m 

           b        W      W = 0.10 m 

                        

堰測法 

6月 20日

実施 

計 算 C = 1.350 + 0.004/h + (0.14 + 0.2/W1/2)･(h/B - 0.09)2 = 1.450 

Q = Ch5/2 = 1.45･0.045/2 = 0.46㍑/秒 

流 速 V = 0.129･N+0.004  観測：N(回転数)=19, 16  h=0.08m B=0.25m 

① 

流速計 

6月 19日

実施 

計 算 Q = V/2･A = 0.0208･(0.25･0.08) = 0.42㍑/秒 

② 堰測法 

6月 20日

実施 

堰測法 四角堰 

           B             

                        B = 1.40 m 

                        b = 0.60 m 

                    h     h = 0.034 m 

           b        W    W = 0.15 m 

                         

ティマイ川 

水路(表流水) 
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計 算 C = 1.785 + 0.00295/h + 0.237･h/W – 0.428[(B-b)･h/WB]1/2  

+ 0.034(B/W)1/2 = 1.875 

Q = Cbh3/2 = 1.875･0.6･0.0343/2 = 7.05 L/秒 

流 速 V = 0.129･N+0.004  観測：N(回転数)=15, 31, 25 h=0.15m B=1.00m 

 

流速計 

6月 19日

実施 

計 算 Q = V･A = 0.0549･(1.00･0.15) = 8.24 L/秒 

堰寸法 四角堰 

           B             

                        B = 1.40 m 

                        b = 0.60 m 

                    h     h = 0.035 m 

           b        W    W = 0.15 m 

                         

堰測法 

6月 20日

実施 

計 算 C = 1.785 + 0.00295/h + 0.237･h/W – 0.428[(B-b)･h/WB]1/2  

+ 0.034(B/W)1/2 = 1.872 

Q = Cbh3/2 = 1.872･0.6･0.0353/2 = 7.36 L/秒 

流 速 V = 0.129･N+0.004 観測：N(回転数)=15, 31, 25  h=0.15m B=1.20m 

③ 

流速計 

6月 19日

実施 

計 算 Q = V･A = 0.0492･(1.20･0.15) = 8.82 L/秒 

堰寸法 四角堰 

           B             

                        B = 0.56 m 

                        b = 0.25 m 

                    h     h = 0.08 m 

           b        W    W = 0.10 m 

                         

堰測法 

6 月 2４

日実施 

計 算 C = 1.785 + 0.00295/h + 0.237･h/W – 0.428[(B-b)･h/WB]1/2 

+ 0.034(B/W)1/2 = 1.807 

Q = Cbh3/2 = 1.807･0.25･0.083/2 = 10.22 L /秒 

カウン

ト 

t = 3.77, 3.58, 3.92, 3.72, 3.76秒(ﾃﾞｼﾞﾀﾙｽﾄｯﾌﾟﾜｯﾁによる 5回計測値) 

tavg = 3.8秒     バケツ容量=50 L        バケツ補正係数=1.1 

④ 

バケツ法 

6 月 2４

日実施 計 算 Ｑ= 50/tavg = 50/3.8/1.1 

=12.00 L /秒 

３． 結論 
新規湧水①における取水可能量は約 0.5 L /秒である。また、既存取水堰における取水量は導水管バイパス④で観測した

流量が最も適切であると考えられる。なお、堰測法およびバケツによる計測結果は各々10.22および 12.00 L /秒であるが、

堰測法による計測精度が高く、現時点（6月）での取水量は 10.22 L /秒であると判断できる。 
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WSSDOによる流量観測 

1. 湧水源②での流量観測記録 

番号 日付 越流水深(cm) 越流水深(m)  越流係数 C 流量 Q (m3/sec) 流量 Q (liters/sec) 

1 July   (2005) 15 5.0 0.050 1.8400 0.01234 12.34 
2 July 31 5.5 0.055 1.8330 0.01419 14.19 

3 August 16 13.75 0.1375 1.8178 0.05561 55.61 

4 August 31 15 0.150 1.8220 0.06351 63.51 

5 September 16 15 0.150 1.8220 0.06351 63.51 

6 September 30 16 0.160 1.8270 0.07011 70.11 

7 October       

8 October       

9 November       

10 November       

11 December       

12 December       

13 January (2006)       

14 January       

15 February       

16 February       

17 March       

18 March       

19 April       

20 April       

21 May       

22 May       

2. バイパス④での流量観測記録 

番号 日付 越流水深(cm) 越流水深(m)  越流係数 C 流量 Q (m3/sec) 流量 Q (liters/sec) 

1 July   (2005) 15 10.0 0.10 1.8100 0.01430 14.30 
2 July 31 11.0 0.11 1.8189 0.01658 16.58 

3 August 16 15.625 0.1562 1.8565 0.02863 28.63 

4 August 31 15.625 0.1562 1.8565 0.02863 28.63 

5 September 16 15.625 0.1562 1.8565 0.02863 28.63 

6 September 30 15.625 0.1562 1.8565 0.02863 28.63 

7 October       

8 October       

9 November       

10 November       

11 December       

12 December       

13 January(2006)       

14 January       

15 February       

16 February       

17 March       

18 March       
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タンクモデルによるシミュレーション 

１． 計算条件 
(1) 流出孔高さ、流出孔係数、浸透係数 

(2) 流域（集水）面積 
   プラニメーターを用い、ドゥラバリ水源地の集水面積を測り、約 3km2である。 

(3) 日雨量データ 
Kankai農業測候所 17年間（1988～2004年）の日雨量を用いた。 

(4) 貯留残高 
最上段 第 2段 第 3段 第 4段 

0 mm 0 mm 20 mm 200 mm 

 

２． シミュレーション結果 
地下水賦存量は、下表のとおりまとめられる。雨季では 7%の涵養率により 52.7 L/秒の賦存量が推定さ

れ、また乾季では 10%の涵養率により 10.3 L/秒の賦存量が推

( 単 位 ： ㍑ / 秒 )

5 % 6 % 7 % 8 % 9 % 1 0 %

1 9 8 8 3 0 . 6 3 7 . 1 4 3 . 8 5 0 . 6 5 7 . 5 6 4 . 6

1 9 8 9 4 8 . 4 5 8 . 7 6 9 . 2 8 0 . 0 9 0 . 9 1 0 2 . 2

1 9 9 0 4 1 . 5 5 0 . 3 5 9 . 3 6 8 . 6 7 8 . 0 8 7 . 6

1 9 9 1 4 1 . 0 4 9 . 7 5 8 . 6 6 7 . 7 7 7 . 0 8 6 . 6

1 9 9 2 2 8 . 6 3 4 . 7 4 0 . 9 4 7 . 3 5 3 . 7 6 0 . 4

1 9 9 3 3 7 . 4 4 5 . 4 5 3 . 5 6 1 . 8 7 0 . 3 7 9 . 0

1 9 9 4 3 0 . 5 3 7 . 0 4 3 . 6 5 0 . 4 5 7 . 3 6 4 . 4

1 9 9 5 3 3 . 3 4 0 . 4 4 7 . 6 5 5 . 0 6 2 . 6 7 0 . 3

1 9 9 6 3 7 . 5 4 5 . 5 5 3 . 6 6 2 . 0 7 0 . 5 7 9 . 2

1 9 9 7 3 2 . 0 3 8 . 8 4 5 . 8 5 2 . 9 6 0 . 1 6 7 . 6

1 9 9 8 5 2 . 0 6 3 . 1 7 4 . 4 8 5 . 9 9 7 . 7 1 0 9 . 8

1 9 9 9 3 8 . 4 4 6 . 6 5 4 . 9 6 3 . 4 7 2 . 2 8 1 . 1

2 0 0 0 3 9 . 8 4 8 . 3 5 6 . 9 6 5 . 8 7 4 . 8 8 4 . 0

2 0 0 1 2 6 . 8 3 2 . 5 3 8 . 3 4 4 . 3 5 0 . 4 5 6 . 6

2 0 0 2 2 9 . 2 3 5 . 4 4 1 . 8 4 8 . 2 5 4 . 9 6 1 . 6

2 0 0 3 3 3 . 3 4 0 . 4 4 7 . 6 5 5 . 0 6 2 . 6 7 0 . 3

2 0 0 4 4 5 . 9 5 5 . 7 6 5 . 6 7 5 . 8 8 6 . 3 9 6 . 9

平 均 3 6 . 8 4 4 . 7 5 2 . 7 6 0 . 9 6 9 . 2 7 7 . 8

( 単 位 ： ㍑ / 秒 )

5 % 6 % 7 % 8 % 9 % 1 0 %

1 9 8 8 年 1 0 月 ～ 1 9 8 9 年 5 月 5 . 5 6 . 7 7 . 9 9 . 1 1 0 . 3 1 1 . 6

1 9 8 9 年 1 0 月 ～ 1 9 9 0 年 5 月 7 . 3 8 . 9 1 0 . 4 1 2 . 1 1 3 . 7 1 5 . 4

1 9 9 0 年 1 0 月 ～ 1 9 9 1 年 5 月 2 . 8 3 . 4 4 . 0 4 . 6 5 . 3 5 . 9

1 9 9 1 年 1 0 月 ～ 1 9 9 2 年 5 月 3 . 9 4 . 7 5 . 6 6 . 4 7 . 3 8 . 2

1 9 9 2 年 1 0 月 ～ 1 9 9 3 年 5 月 4 . 5 5 . 5 6 . 4 7 . 4 8 . 5 9 . 5

1 9 9 3 年 1 0 月 ～ 1 9 9 4 年 5 月 6 . 1 7 . 4 8 . 7 1 0 . 1 1 1 . 5 1 2 . 9

1 9 9 4 年 1 0 月 ～ 1 9 9 5 年 5 月 3 . 1 3 . 8 4 . 4 5 . 1 5 . 8 6 . 5

1 9 9 5 年 1 0 月 ～ 1 9 9 6 年 5 月 5 . 4 6 . 5 7 . 7 8 . 9 1 0 . 1 1 1 . 4

1 9 9 6 年 1 0 月 ～ 1 9 9 7 年 5 月 4 . 0 4 . 9 5 . 7 6 . 6 7 . 5 8 . 4

1 9 9 7 年 1 0 月 ～ 1 9 9 8 年 5 月 3 . 9 4 . 7 5 . 6 6 . 4 7 . 3 8 . 2

1 9 9 8 年 1 0 月 ～ 1 9 9 9 年 5 月 3 . 8 4 . 6 5 . 4 6 . 3 7 . 1 8 . 0

1 9 9 9 年 1 0 月 ～ 2 0 0 0 年 5 月 5 . 9 7 . 2 8 . 4 9 . 7 1 1 . 1 1 2 . 5

2 0 0 0 年 1 0 月 ～ 2 0 0 1 年 5 月 4 . 3 5 . 2 6 . 1 7 . 1 8 . 1 9 . 1

2 0 0 1 年 1 0 月 ～ 2 0 0 2 年 5 月 7 . 0 8 . 5 1 0 . 0 1 1 . 6 1 3 . 2 1 4 . 8

2 0 0 2 年 1 0 月 ～ 2 0 0 3 年 5 月 3 . 8 4 . 6 5 . 4 6 . 3 7 . 1 8 . 0

2 0 0 3 年 1 0 月 ～ 2 0 0 4 年 5 月 6 . 9 8 . 4 9 . 9 1 1 . 4 1 3 . 0 1 4 . 6

平 均 4 . 9 5 . 9 7 . 0 8 . 1 9 . 2 1 0 . 3

西 暦

雨 季 ( 6 月 ～ 9 月 ) 地 下 水 賦 存 量

地 下 水 へ の 涵 養 率

西 暦
地 下 水 へ の 涵 養 率

乾 季 ( 1 0 月 ～ 5 月 ) 地 下 水 賦 存 量
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 A-150
 

ドゥラバリ ガゥラダハ

1) 井戸とポンプ仕様

管井番号 - No.3 1) No.1 2) No.2 3) No.17 4)

管井深さ 120 m 118 m 121.75 m 150 m 170 m

全揚程 45 m 45 m 42 m 31 m －

スクリーン長さ 36 m － － － 32 m

ポンプ製造業者（国名） Sabar (インド) Sabar (インド) 三菱 (日本) － －

ポンプ容量 2,328 ㍑/分 950 ㍑/分 40 ㍑/秒 35 ㍑/秒 20 ㍑/秒 25 ㍑/秒 30 ㍑/秒 22 ㍑/秒

ポンプ馬力 25 15 40 26.5 25

2) 揚水試験

実施日付 2005年5月18日～5月19日 2004年7月5日 2001年7月4日 － 2001年7月1日 2004年5月31日

実施場所 高架水槽敷地構内 WUSC事務所敷地構内 Pushpa Lal Chock, BRT － Byjanathpur

試験期間 37 時間 25 時間 24 時間 － － － － 12 時間

水位降下期間 37 時間 － 24 時間 － － － － －

静水位 8 m  7 m  7.26 m 7 m 6 m 6 m 6 m 7.5 m

動水位 14.24 m 13 m 14.05 m － 8.57 m 9.54 m 12.05 m 24.08 m

利用水深  6.24 m  6 m  6.79 m 8 m 2.57 m 3.54 m 6.05 m 15.58 m

残留降下水位  1.76 m －  0.21 m － － － － －

回復時間 1 時間 30 分 30 分 10 時間 － － － － －

註: ”－”はデータなしまたは実施されていなかったを意味する。

出典：1) Department of Drinking Water Supply (DDWS), MPPW, Kathmandu     2) WSSDO, Biratnagar, Morang     3) WUSC, Mangadh, Morang

            4) Groundwater Resources Development Project, Department of Irrigation, Ministry of Water Resources, Biratnagar, Jhapa 

            5) Dhulabari emergency deep tube well, DWSS, Dhulabari, Jhapa 

マンガドゥ

ポンプ容量と揚水試験等

VDC

No.3 4)

－

－

－

－

25

2001年6月30日
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要 約（第二次調査） 

ネパール王国（以下「ネ」国という）は、南北 200kmの国土を東西の帯状に亜熱帯から極帯までが

存在し、山岳高地ではヒマラヤから南下する渓谷によって東西を結ぶインフラ整備が遅れ、一人当り

国内総生産(GDP:Gross Domestic Product)は 236 ドルで典型的な後発開発途上国(LDC:Least Developed 

Countries)の農業国である。「ネ」国政府は、鋭意治安回復に努めているものの、貧困に起因してマオ

イストによる武装闘争が頻発している。「ネ」国は地勢的に中国とインドの緩衝地としての位置にあ

るため、その安定的発展は地域の安定にとり重要である。このため「ネ」国政府は、民生の安定の一

環として、第 9次 5ヵ年計画(最終年 2001/2002)において国民の安全な飲料水供給を拡大してきたとこ

ろであるが、最終年時点でその割合は全国民の 71.6%であり、未だ 28.4%の国民が飲料水供給サービス

を受けておらず、今後とも未給水地域の低減が国家政策のひとつの大きな課題となっている。 

かかる状況を受け、「ネ」国では、国家計画委員会により 2002年に第 10次 5ヶ年計画（2002～07）

が策定され、飲料水供給に関する政策目標として、①給水普及率を 85％まで引き上げること、②安全

な飲料水確保のため水質を改善すること、等を目標として国、地方自治体のみならず各ドナーの援助

のもと、非政府組織(NGO:Non-government Organization)、住民組織等を動員して目標達成を目指してい

る。 

この目標達成に向けて「ネ」国政府は、わが国に対して地方 10都市の水道施設整備に係る協力を要

請してきた。これを受けて、独立行政法人国際協力機構(JICA:Japan International Cooperation Agency)で

は 2003年に在外プロジェクト形成調査を実施し、そのうえで緊急性・必要性が高いこと、アクセスに

支障がないこと、治安上の問題が少ないこと、維持管理体制が整っていること等を勘案し、8地域を優

先プロジェクト実施対象地域として選定した。こうした背景のもとに、今般地域住民の生活環境の改

善を目指して無償資金協力の実施に向けた基本設計調査が実施された。 

本基本設計調査では、優先順位の高さ、調査および施工の効率的実施およびプロジェクト規模を勘

案し、第一次調査（対象都市：ドゥラバリ、ガウラダ、マンガドゥの 3地方都市）と第二次調査(調査

対象都市：マンタリ、ベシサハル、ビメスワル、ベルジュンディ、ネパールガンジの 5地方都市)に分

けて実施することとなった。ただし、第二次調査分については、当初予定していた前述 5地方都市が、

治安の悪化等の理由から調査の実施が困難となったことから、関係機関にて検討された結果、ビルガ

ンジおよびジャナカプールの 2都市を対象として調査を行うこととなった。 

本編では第二次調査要約を以下に記す。 

両都市における「ネ」国側からの要請内容を表-1に示す。 
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表-1 要請内容 

要請内容 項目 
ビルガンジ市 ジャナカプール市 

1.計画基本事項 ･給水範囲拡大、給水量増 ･給水範囲拡大、給水量増 
2.水源施設 ･井戸 3本新設(3.0m3/分･1本) ･井戸 1本新設(2.0m3/分･1本) 

･既設井戸 3本リハビリ 
3.導水管 ･新設：約 4.0km ― 
4.浄水場  ･急速ろ過ｘ5池、･浄水池 300m3/ｘ1池 

･消毒設備一式 
5.消毒設備 ･塩素消毒ｘ4ヶ所  
6.配水池 ･高架水槽 450m3ｘ6池 ･高架水槽 450m3ｘ1池 
7.配水管 
 

･更新：約 15.0km 
･新設：約 16.5km 

･新設：約 12.6km 

8.組織･運営面 ･組織、運営能力の強化 ･組織、運営能力の強化 
 

「ネ」国の水道事業について、公共事業計画省(MPPW: Minisry of Physical Planning)が全国の水道行

政を所轄し、実施機関としては、ネパール水道公社(NWSC: Nepal Water Supply Corporation)と上下水

道局(DWSS: Department of Water Supply and Sewerage)の二つに大きく分かれている。ネパール水道公

社は 13の大都市水道事業の建設・運営・維持管理を担当し、上下水道局は 1,500人以上の中小都市

の水道事業を担当している。上下水道局(DWSS)所轄の都市においては、その下部組織である上下水

道局地方事務所（WSSDO: Water Supply and Sanitation Division Office）が建設し、受け入れ可能なと

ころについて、維持管理は各都市の水利用者衛生委員会(WUSC: Water Users and Sanitation Committee)

に移管されている。 

第一次調査対象分のドゥラバリ、ガウラダ、マンガドゥの 3 地方都市は上下水道局管轄であり、

本無償協力事業においても、施設建設は上下水道局地方事務所が担当し、建設後の維持管理は各都

市の水利用者衛生委員会に移管される。 

一方、第二次調査対象のビルガンジおよびジャナカプールは、現況でネパール水道公社が建設・

運営・維持管理を担当しており、第一次対象都市とは異なる形態である。 

「ネ」国においては、地方行政の効率化および適切化を目指して、諸事業の地方分権化あるいは

地方への権限委譲が進められている。水道事業においても同様であり、既に上下水道局(DWSS)管轄

の都市においては大部分が維持管理を水利用者衛生委員会(WUSC)に移管している。今回の第一次対

象都市においても既存施設の維持管理は既に水利用者衛生委員会に移管されている。 

ネパール水道公社（NWSC）管轄の各都市においても水道事業を各自治体へ移管する方向が示さ

れており、2005 年にその施策が始まったところである。無償資金協力では建設した施設が適切に運

営管理されることを重視しており、施設建設後の維持管理体制の構築が重要な視点である。そのた

め、現況ネパール水道公社管轄の第二次対象都市(ビルガンジ、ジャナカプール)において行われてい

る水道事業運営体制の地方移管に関する内容、手順、進捗状況等について確認・評価する必要があ

るため、第二次調査を第 1回と第 2回に分けて実施することとし、第 1回調査は 2005年 9月 12日

から 9月 28日にかけて行われた。 

この第 1 回現地調査の主目的は先方要請内容の範囲確認および地方移管に係る内容・進捗状況を

調べ、第 2回調査(基本設計本調査)の実施の可否を判断することである。 
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地方移管に係る内容・進捗状況を確認するため、先方関係機関にクエチョネアを発出したところ、

その回答は内容不十分であり、具体的な評価ができないものであった。また、両市へのヒアリング

によると、ビルガンジ市は地方移管を強く望んでいるが、ジャナカプール市は現況では望まない、

との意向が示された。 

第 2 回現地調査実施の可否について、諸条件・評価からみて、下記理由により現段階で第二次基

本設計調査(第 2回)を行っても、引き続き本件実施に向けて進めていくことが困難と考えられる。  

① 地方移管に関する概略内容、手順、スケジュール等について具体案が提示されておらず今後の

進捗が不明である。したがって、実施機関の性格が変動する可能性があり、これの見通しがつ

かない現時点で実施に向けて進めていくことは適当でない。 

② 基本設計調査を行うものとすると、来年 3 月に終了するが、その後来年中の我が国の閣議まで

に、根拠法の先方閣議承認、中央準備委員会の設立、地方準備委員会の設立、等の前提条件が

満足される可能性は少なく、その場合、時間をおいて事業化調査を実施することになる。 

これより、第二次第 2 回現地調査については、現段階では時期的に若干早いと考えられることか

ら、今年度実施を見送り、来年度以後に延期することとなった。なお、調査再開時期については、

地方移管の内容、手順、スケジュールの具体案が先方から提示され、そのスケジュールが無償資金

協力事業の実施スケジュールと合致することが前提である。 

先方の要請内容の確認について、既存水道施設の状況を調査したところ、今後の改善および拡張

を検討する場合の主な課題と対処方針(案)を表-2に示す。 



ネパール国地方都市上水施設改善計画 基本設計調査 
（第２次現地調査） 

 iv

表-2 主な課題と対処方針(案) 

項目 現況と課題 対処方針(案) 
ビルガンジ市 
1.計画基本事項 ･給水範囲小さく、給水量不足 

･未給水地域浅井戸はヒ素含有 
･全体の給配水システム見直し 
･未給水地域への給水拡張 

2.水源施設 ･既存井戸 7本のうち 2本廃棄 
･流量計、自家発、消毒が不備のところあり

･配水区域、配水量のバランスから井戸本数お

よび位置を検討 
･水量実測、季節別水質調査の実施 

3.導水管  ･各井戸から配水池まで計画 
4.浄水場 － － 
5.消毒設備 ･設備劣化 ･必要箇所に設置 
6.配水池 ･貯留量不足、配水量把握されていない 

･井戸ポンプ直送方式あり 
･貯留量の確保、流量計の設置 
･重力配水システムに統一 

7.配水管 
 

･重力配水とポンプ直送が混在し、水圧，流

向が不安定。そのため末端水質汚染あり 
･配水管網アンバランス、データ整理されて

いない。漏水多い。 

･重力配水システムに統一 
･水圧、水量の安定化を図るためループ状本管

網を検討、データ整理 
･漏水多い配管を更新 

8.組織･運営面 ･NWSC職員は現況 55名 
･組織、能力が弱体 

･市への移管を考慮し、具体策を検討 

ジャナカプール市 
1.計画基本事項 ･給水範囲小さく、給水量不足 

･未給水地域浅井戸はヒ素含有有 
･全体の給配水システム見直し 
･未給水地域への給水拡張 

2.水源施設 ･既存井戸 6本のうち 2本廃棄 
･流量計、自家発、消毒が不備のところあり

･配水区域、配水量のバランスから井戸本数お

よび位置を検討 
･リハビリの可能性を検討 
･水量実測、季節別水質調査の実施 

3.導水管  ･各井戸から配水池あるいは浄水場まで計画 
4.浄水場 ･雨季に濁度が高いと報告されている ･水質調査結果を基に浄水場の要否、処理方式

を検討 
5.配水池 ･貯留量不足、配水量把握されていない ･貯留量の確保、流量計の設置 
6.配水管 ･配水能力不足 

･配水管内での汚染 
･配水管データ整理されていない 

･市街地周辺部での配水能力向上 
･汚染管の特定と更新を検討 
･配水管データを整理 

7.組織・運営 ･NWSC職員は現況 42名であり過多 
･組織、能力が弱体 

･市への移管を考慮し、人員削減、等具体策を

検討 
8.その他  ･不確定要素多いため、開発調査の実施が推奨

される 
今後、具体的な諸調査を実施する場合、表-2に示す対処方針(案)をベースとして調査計画を立案し、

適切な改善・拡張計画が策定されることが望まれる。 



ネパール国地方都市上水施設改善計画 基本設計調査 
（第２次現地調査） 

 

ネパール王国 地方都市上水施設改善計画基本設計調査 

第 2次現地調査 

目次 

調査対象地域図 

現場写真集 

要約 

略語集 

1. 要請内容と調査内容..................................................................................................................................... 1-1 

1－1 要請内容 ................................................................................................................................................ 1-1 

1-1-1 要請の背景と経緯 ........................................................................................................................... 1-1 

1-1-2 要請内容 ........................................................................................................................................... 1-2 

1－2 第二次調査の目的と内容 .................................................................................................................... 1-2 

2. ビルガンジ市の状況..................................................................................................................................... 2-1 

2－1 地方分権化に関する現地サイドの意向 ............................................................................................ 2-1 

2－2 ネパール水道公社既存施設の運転・運営状況、課題および対処方針(案) .................................. 2-1 

2-2-1 総括表 ............................................................................................................................................... 2-1 

2-2-2 計画基本事項 ................................................................................................................................... 2-4 

2-2-3 水源施設 ........................................................................................................................................... 2-6 

2-2-4 配水池施設 ..................................................................................................................................... 2-10 

2-2-5 配水管施設 ..................................................................................................................................... 2-11 

2-2-6 組織・運営面 ................................................................................................................................. 2-12 

2-2-7 運転管理 ......................................................................................................................................... 2-13 

2－3 ビルガンジ市役所の状況 .................................................................................................................. 2-13 

2-3-1 概要 ................................................................................................................................................. 2-13 

2-3-2 組織運営 ......................................................................................................................................... 2-14 

2-3-3 財政状況 ......................................................................................................................................... 2-14 

2-3-4 現況給水施設および水道事業の受け入れ準備状況.................................................................. 2-14 

2－4 その他 .................................................................................................................................................. 2-15 

3. ジャナカプール市の状況............................................................................................................................. 3-1 

3－1 地方分権化に関する現地サイドの意向 ............................................................................................ 3-1 

3－2 ネパール水道公社既存施設の運転・運営状況、課題および対処方針(案) .................................. 3-2 

3-2-1 総括表 ............................................................................................................................................... 3-2 

3-2-2 計画基本事項 ................................................................................................................................... 3-4 

3-2-3 水源施設 ........................................................................................................................................... 3-6 



ネパール国地方都市上水施設改善計画 基本設計調査 
（第２次現地調査） 

 

3-2-4 配水池施設 ..................................................................................................................................... 3-11 

3-2-5 配水管施設 ..................................................................................................................................... 3-11 

3-2-6 組織・運営面 ................................................................................................................................. 3-12 

3-2-7 運転管理 ......................................................................................................................................... 3-13 

3－3 ジャナカプール市役所の状況 .......................................................................................................... 3-13 

3-3-1 概要 ................................................................................................................................................. 3-13 

3-3-2 組織運営 ......................................................................................................................................... 3-14 

3-3-3 財政状況 ......................................................................................................................................... 3-14 

3-3-4 現況給水施設および水道事業の受け入れ準備状況.................................................................. 3-14 

3－4 その他 .................................................................................................................................................. 3-14 

4. 地方移管に係る状況について..................................................................................................................... 4-1 

4－1 地方移管に係る進捗状況 .................................................................................................................... 4-1 

4-1-1 地方移管に向けてのフローチャート ........................................................................................... 4-1 

4-1-2 地方移管に係るクエスチョネアへの回答の評価........................................................................ 4-1 

4－2 今後の展望 ............................................................................................................................................ 4-2 

5. 結論と提言..................................................................................................................................................... 5-1 

5－1 第二次調査の実施について ................................................................................................................ 5-1 

5－2 地方移管プロセスの今後について .................................................................................................... 5-1 

5－3 対象都市の既存水道施設に係る対処方針(案).................................................................................. 5-2 

 

 

資料 

資料-1 調査団員氏名、所属…………………………………………………………………………………….1 

資料-2 調査日程……………………………………………………….………………………………………..2 

資料-3 相手国関係者リスト…………………………………………………………………………………...3 

資料-4 第二次第 1回現地調査討議議事録(M/D)…………………………………………….………………5 

資料-5 地方移管に係るクエスチョネアと回答…………………………………………………….………21 

 



ネパール国地方都市上水施設改善計画 基本設計調査 
（第２次現地調査） 

 

図表リスト 

図 1-1-1 「ネ」国における水道事業体制……………………………………………………………………1-2 

図 2-2-1 Birgunj Sub-metropolitan 位置図………………………………………………………..…………2-6

図 3-2-1 Janakpur Municipality 位置図…………………………………………………………...…………3-3

表 1-1-1 既存施設の現状と課題および要請内容.…………………………………………….....…………1-3

表 2-2-1 総括表 ……………………….…………………………………………………………...…………2-4 

表 2-2-2 現況と計画年次の諸元.……………………………………………………………….....…………2-9 

表 2-2-3 Birganj既設井戸の運転状況 …………………………………………………………...…………2-9 

表 2-2-4 水質分析結果（ビルガンジ）……………………………………………………………...……..2-12 

表 2-2-5 水道料金の収入・支出…………………………………………………………………...………..2-15 

表 3-2-1 総括表 ……………….…………………………………………………………………...…………3-2 

表 3-2-2 現況と計画年次の諸元   ……………………………………………………………...…………3-6 

表 3-2-3 Janakpur既設井戸の運転状況………………………………………………....……...………… 3-7 

表 3-2-4 水質分析結果（ジャナカプール）……………………………………………………...…...….…. .3-9 

表 3-2-5 水道料金の収入・支出.…………………………………………………………………...…………3-2 

表 5-3-1 主な課題と対処方針（案）…………………………………………………………………………5-2 



ネパール国地方都市上水施設改善計画 基本設計調査 
（第２次現地調査） 

 

略語リスト 

略語 英文名 和文名 

ADB Asian Development Bank アジア開発銀行 

BCCI Birganj Chamber of Commerce & Industries ビルガンジ商工会議所 

DIP Ductile Iron Pipe ダクタイル鋳鉄管 

DWSS Department of Water Supply and Sewerage 上下水道局 

EIA Environmental Impact Assessment 環境影響調査 

EOJ Embassy of Japan  日本国大使館 

GI Galvanized Iron Pipe 亜鉛メッキ鋼管 

GOJ Government of Japan 日本国政府 

HDPE High Density Polyethylene Pipe 硬質ポリエチレン管 

HMG/N His Majesty’s Government of Nepal  ネパール国政府 

IEE Initial Environmental Evaluation 初期環境影響評価 

JCCI Janakpur Chamber of Commerce & Industries ジャナカプール商工会議所 

JICA Japan International Cooperation Agency 独立行政法人 国際協力機構 

MPPW Ministry of Physical Planning and Works 公共事業計画省 

NGO Non-government Organization 非政府組織 

NPC National Planning Commission 国家計画委員会 

Nrs Nepal rupees ネパール ルピー 

NWSC Nepal Water Supply Corporation ネパール水道公社 

MoLD Ministry of Local Development 地方開発省 

PVC Polyvinyl Chloride Pipe 硬質塩化ビニル管 

RC Reinforced Concrete  鉄筋コンクリート 

SDU Service Delivery Utility 給水事業体 

SP Steel Pipe 鋼管 

VDC Village Development Committee 村開発委員会 

WB World Bank 世界銀行 

WHO World Health Organization 世界保健機構 

WSMB Water Supply Management Board 水道管理委員会 

WSSDO Water Supply and Sanitation Division Office 上下水道局地方事務所 

WUSC Water Users and Sanitation Committee 水利用者衛生委員会 

 



ネパール国地方都市上水施設改善計画 基本設計調査 
（第２次現地調査） 

 1-1

1. 要請内容と調査内容 

1－1  要請内容 

1-1-1  要請の背景と経緯 

本基本設計調査では、優先順位の高さ、調査および施工の効率的実施およびプロジェクト規模を勘

案し、第一次調査（対象都市：ドゥラバリ、ガウラダ、マンガドゥの 3地方都市）と第二次調査(調査

対象都市：マンタリ、バシシャール、ビメスワル、ベルフンディ、ネパールガンジの 5地方都市)に分

けて実施することとなった。ただし、第二次調査分については当初予定していた前述 5 地方都市が、

治安の悪化等の理由から調査の実施が困難となったことから、関係機関にて検討された結果、ビルガ

ンジおよびジャナカプールの 2都市を対象として調査を行うこととなった。 

「ネ」国の水道事業について、公共事業計画省(MPPW: Minisry of Physical Planning)が全国の水道行政

を所轄し、実施機関としては、ネパール水道公社(NWSC: Nepal Water Supply Corporation)と上下水道局

(DWSS: Department of Water Supply and Sewerage)の二つに大きく分かれている。ネパール水道公社は 13

の大都市の水道事業の建設・運営・維持管理を担当し、上下水道局は 1,500人以上の中小都市の水道事

業を担当している。上下水道局(DWSS)所轄の都市においては、その下部組織である上下水道局地方事

務所（WSSDO: Water Supply and Sanitation Division Office）が建設し、受け入れ可能なところについて

は維持管理は各都市の水利用者衛生委員会(WUSC: Water Users and Sanitation Committee)に移管されて

いる。 

第一次調査対象分のドゥラバリ、ガウラダ、マンガドゥの 3 地方都市は上下水道局管轄であり、本

無償協力事業においても、施設建設は上下水道局地方事務所が担当し、建設後の維持管理は各都市の

水利用者衛生委員会に移管される。図 1-1-1参照。 

一方、第二次調査対象のビルガンジおよびジャナカプールは、現況でネパール水道公社が建設・運

営・維持管理を担当しており、第一次対象都市とは異なる形態である。 

「ネ」国においては、地方行政の効率化および適切化を目指して、諸事業の地方分権化あるいは地

方への権限委譲が進められている。水道事業においても同様であり、既に上下水道局管轄の都市にお

いては大部分が維持管理を水利用者衛生委員会に移管している。今回の第一次対象都市においても既

存施設の維持管理は既に水利用者衛生委員会に移管されている。 
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ネパール水道公社管轄の各都市においても水道事業を各自治体へ移管する方向が示されており、

2005 年にその施策が始まったところである。無償資金協力では建設した施設が適切に運営管理される

ことを重視しており、施設建設後の維持管理体制の構築が重要な視点である。そのため、現況ネパー

ル水道公社管轄の第二次対象都市(ビルガンジ、ジャナカプール)において行われている水道事業運営体

制の地方移管に関する内容、手順、進捗状況等について確認・評価する必要があるため、第二次調査

を第 1回と第 2回に分けて実施することとし、第 1回調査は 2005年 9月 12日から 9月 28日にかけて

行われた。 

 

1-1-2  要請内容 

第二次調査対象の既存施設の現状と課題および要請内容を表 1-1-1に示す。 

 

1－2  第二次調査の目的と内容 

第 1回調査の主目的は、先方要請内容の範囲確認および地方移管に係る内容・進捗状況を調べ、第 2

回調査(基本設計本調査)実施の可否を判断することである。その判断の選択肢は、①対象 2都市の実施、

②どちらか 1都市の実施、あるいは③2都市とも実施しない、である。 

 第 1回現地調査の主な内容は次のとおりである。 

① 地方分権化関連について 

② 既存施設の利用・運転状況ヒアリングおよび現場確認 

③ 既存水質データ収集および水質サンプリング 

④ 在外プロ形調査において提案されている施設内容の必要性の確認 

⑤ 事業運営・運転管理体制のヒアリング 

⑥ 優先度／範囲の概略検討

ビルガンジ ｼﾞｬﾅｶﾌﾟｰﾙ

支所 支所

ﾄﾞゥﾗﾊﾞﾘ ﾏﾝｶﾞﾄﾞゥ

WUSC WUSC

ｶﾞゥﾗﾀﾞ

WUSC

図-1　ネパール国おける水道事業体制

(Jhapa WSSDO)

モラン地方事務所

(Morang WSSDO)

上下水道局

(DWSS)

ジャパ地方事務所

公共事業省

(MPPW)

ネパール水道公社

(NWSC)

図 1-1-1 「ネ」国における水道事業体制 
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表 1-1-1 既存施設の現状と課題および要請内容 
 

ジャナカプール ビルガンジ 分 類 項 目 
現状と課題 要請内容 現状と課題 要請内容 

  2004 年度調査 目標年：2014 年 2004 年度調査 目標年：2014 年 

給水区域内人口 93,875人 138,935人 126,529人 187,293人 
給水人口 23,000人 48,627人 86,601人 146,088人 
給水率 25% 35% 68% 78% 
給水量原単位 約 40L/人･日 120L/人･日 約 60L/人･日 120L/人･日 
給水量 1,350m3/日 6,655m3/日 8,500m3/日 22,200m3/日 
給水時間 6時間以下  12時間以下  
無効水量率 21.48% 10% 39% 10% 
給水栓 各戸 2,115口、共用栓 42口  各戸 5,715口、共用栓 45口  

基本諸元 
給水状況 

施工年 1967～2001年  1965~2001年  
水源・取水 地下水： 

井戸 6本(内 3本休止)、 
3本×18時間運転で 6,300m3/日 

地下水： 
井戸 1本新設（2,000L/分･1本） 
既設井戸 3本リハビリ 

地下水： 
井戸 7本(内 2本休止) 
5本×18時間運転で 12,310m3/日 

地下水： 
井戸 3本新設(3,000L/分･1本) 

導水管 φ150~300×約 1.68km 
管種：DI、MS 

－ φ150~φ300×約 1.15km 
管種：MS、DI 

DI：φ200×約 4.0km 

浄水場 － 急速砂ろ過×5池 
浄水池×300m3×1池 
消毒設備×1式 

－ － 

消毒設備 塩素消毒 
1,500m3/日×0.3mg/L×2ヶ所 

－ 塩素消毒 
0.3mg/L×2ヶ所 

塩素消毒 
0.3mg/L×4ヶ所 

配水池 高架水槽(RCC)450m3×2池 高架水槽(RCC)450m3×1池 高架水槽(RCC)450m3×2池 高架水槽(RCC)450m3×6池 
配水管 φ20~φ300×約 39.757km 

管種：CI、DI、GI 
DI：φ100~φ200×約 9.7km 
GI：φ65~φ80×約 2.9km 

φ25~φ250×約 120.58km 更新：DI：φ150~φ200×約 15.0km
拡張：DI：φ150~φ200×約 16.5km

施設概要 

流量計 －  － Horizontal Type×6個  
管理者 NWSC-Janakpur  NWSC-Birgunj  維持管理 

体制 維持管理要員 41名  55名  
水量 給水量不足、給水範囲小さい、給水

率低い 
井戸増設、既設井戸リハビリ 給水範囲小さい、給水量不足 井戸増設、 

水質 微生物汚染、雨季濁度高い 浄水場新設 ヒ素含有、微生物汚染 消毒設備増設 
施設 ①既存施設は能力不足、②配水施設

は現況需要に適合していない 
配水管網拡張、高架水槽増設 ①配水施設は現況需要に適合して

いない、②無効水量率が高い 
高架水槽増設、配水管網拡張 

問題点 

運転管理 組織、能力が弱体 組織・運営能力の強化 組織、能力が弱体 組織・運営能力の強化 
備考      
      
      

出典：在外プロ形報告書（JICA,2004） 
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2. ビルガンジ市の状況 

2－1  地方分権化に関する現地サイドの意向 

Birgunj Sub-Metropolitan Officeは NWSC既存水道施設の引渡しを強く望んでおり、関係者と合同準備

委員会を設立し、実施する意向を表明した。また、現況の NWSCスタッフを受け入れる方向である。 

ユーザー代表と考えられる Birgunj Chamber of  Commerce & Industriesは、この引渡しに積極的に支

援することを表明した。 

 

2－2  ネパール水道公社既存施設の運転・運営状況、課題および対処方針(案) 

2-2-1  総括表 

表 2-2-1 総括表 
項目 現況と課題 要請内容 対処方針(案) 

1.計画基本事
項 

･給水範囲小さく、給水量不足、 
現況給水率 56%程度 
･北部未給水地域の浅井戸はヒ素含

有 
 

･給水範囲拡大、給水量増 ･全体の給配水システムの見

直し 
･未給水地域(主に北部、南部)
への給水拡張 
･計画年次 2014年 

2.水源施設 
 

(既存井戸) 
･既存井戸 7本のうち 2本廃棄 
･流量計、消毒設備、自家発等が不

備のところあり 
(水質状況) 
･濁度、鉄、マンガン、ヒ素は基準

値以下、No.2で大腸菌検出 
(新設井戸) 
･用地について具体的な候補地は選

定されていない 
 

･井戸 3 本新設(3.0m3/分･1
本) 

･配水区域、配水量のバラン

スにより井戸本数・位置を検

討 
･既存井戸の流量計、消毒設

備、自家発の整備を検討 
･第 2 回調査実施される場
合、事前に候補地を選定する

ことを先方に要請 
･第 2 回調査時に、水量実測
および再度の水質試験を行

う 
3.導水管  ･新設：約 4.0km ･各新設井戸から配水池まで

計画する 
4.消毒設備 ･設備劣化 ･塩素消毒ｘ4ヶ所 ･必要箇所に設置 
5.配水池 
 

･既存高架水槽 x2 池、地上水槽 x1
池は休止、既存高架水槽は漏水あり

･配水貯留量不足 
･配水量把握されていない 
･井戸ポンプ直送方式あり 

･高架水槽 450m3ｘ6池 ･既存高架水槽の補修 
･配水池増設(8時間程度) 
･流量計設置 
･重力配水システムに統一 

5.配水管 
 

･重力配水とポンプ直送が混在し、

水圧、流向が不安定 
･配水管網アンバランス 
･配水管データ整理されていない 
･漏水多い 

･更新：約 15.0km 
･新設：約 16.5km 

･重力配水システムに統一 
･水圧、水量の安定化を図る

ためループ状本管網を検討 
･配水管データを整理 
･漏水多い配管を更新 

6.組織･運営
面 

･NWSC職員は現況 55名 
･組織、能力が弱体 

･組織、運営能力の強化 ･市への移管を考慮し、具体

策を検討 
 

上記より、現況での要点は次のとおりである。 

① 市は移管の前提条件として、未給水地域への給水施設拡張を要望している。一方、当初要

請内容は既存給水範囲内での改善を主目的としている。よって、市要望に対応するため全

市域を対象範囲とすることになると配水管延長増等スコープが大きくなる。 
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② 水源水量および水質について、季節変動の可能性も考えられる。今回は雨季に相当するの

で、第 2回調査実施される場合、時期的に乾季になるので水量実測および再度の水質試験

を行い、その結果をもって評価する。 
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図 2－2－1 Birgunj Sub-metropolitan位置図 
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2-2-2  計画基本事項 

(1) 現況 

1) 給水区域 

既存 NWSC水道施設の給水範囲(パイプ給水)を図 2-2-1に示す。既存給水範囲は市の中央部を中心と

して、面積的に約 70%程度をカバーしており、4ヶ所の配水施設から給水されている。未給水地域は浅

井戸（手押しポンプ）が使用されており、これらは市が建設／供給している。既存浅井戸のうち、特

に最近開発が進んでいる市域北部のWard-17ではヒ素が検出されている。 

また。インド国境に接するあるいは付近の南部のWard-1,2,16,19等では人口が増加しており、ヒ素の

問題はないもののパイプ給水整備が望まれている。市は将来 100%のパイプ給水を目指している。既存

の給水区域においても給水量の不足、圧力不足および給水時間の延長が求められている。 

2) 市区域内人口 

信頼できる人口統計資料は Census値のみであり、1991年 69,500人、2001年 112,484人である。この

値から平均人口増加率は約 4.9%となるが、市ヒアリングから最近の増加率は約 4.5%とのことである。

この値を用いて試算すると次のとおりである。 

  2004年（現況）   ： 128,363人 

  2014年（計画年次） ： 199,400人 

3) 給水状況 

a.水生産量 

NWSC の水源はすべて深井戸であり、現況の総水生産量は約 8,800m3/日と報告されているが、運

転中 5 井のうち水量メーターが稼動しているのは 1 井のみである。他は高架水槽の水位およびポン

プ運転時間から算出されたものである。よって、確かな値ではない。  

b.実給水量 

高架水槽流出管や主要配水管に水量メーターがないため、実測データはない。各戸接続水量メー

ターの読取り値から算出すると約 6,000m3/日と推測される。 

これより無効水量(漏水等)は、8,800－6,000＝2,800m3/日であり、無効水量率は約 32%と推定され

る。 

c.接続給水栓数（2004年） 

     各戸接続：6,711ヶ所（Domestic, Commercial & Industrial, Institutional） 

     共用栓 ：45ヶ所 

      計   6,756ヶ所 

d.給水普及率 

NWSC へのヒアリングによると現況給水率は 68%とされているが根拠不明である。よって、現況

給水範囲の各 Ward 人口等の収集資料から試算すると、現況給水人口は約 72,000 人と想定される。

この場合の給水普及率は約 56%(人口比)となる。 
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e.給水量原単位 

   日平均給水量原単位＝実給水量(6,000m3/日)／給水人口(72,000人) 

            ＝約 83 L/人・日 

f.給水時間 

給水時間は井戸ポンプの運転時間および高架水槽流出管の開閉時間で決められており、次のとお

りである。 

    AM5:00－AM10:00 ：5時間 

    PM0:00－PM2:00  ：2時間 

    PM5:00－PM10:00 ： 5時間 

     計        12時間／日 

ヒアリングによると配水管末端では 1～2時間／日のところもあり、給水時間の延長が望まれてい

る。 

g.ユーザーの苦情 

NWSCへのユーザーの苦情は次のとおりである。 

・ 圧力不足 

・ シルト、砂混入により水道メーターの故障が多い。 

・ 水量不足、特に乾季は浅井戸の水位が下がるのでパイプ給水に頼るため苦情が多い。 

・ 給水時間の延長。 

上記以外の水質上の苦情は特にない。 

 

(2) 問題点 

・ 最近開発が進んでいる北部未給水地域の浅井戸はヒ素が検出されており飲用に適さない。ま

た南部未給水地域においては人口が増加している。これら地域への安全なパイプ給水整備が

早急に必要である。 

・ 給水量不足、給水圧不足、給水時間不足である。 

・ 生産水量が把握できていない。 

 

(3) 対処方針(案) 

・ 今後の開発動向等を再確認し、既存施設を含めた市域全体の給配水システムの見直しを行い、

それに基づく適切な施設計画を立案する。 

・ 北部地域への給水拡張を優先する。 

・ 生産水量が把握できるよう各井戸に水量計を完備する。 

・ 基本事項検討例 

a.計画年次：2014年 

b.計画給水区域：市域全体を対象とする。既存主要配水管の見直しおよび未給水地域への主

配水管拡張を優先する。 
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c.給水普及率：現況の新規接続戸数は年間約 100ヶ所程度であること、および未給水地域へ

の配水管延長で給水範囲が拡大すること、等を考慮して現況に対し 20%増加するものとす

る。 

d.無効水量率 ：今後漏水対策が図られるものとして、計画年次で 10%と仮定する。 

以上を要約すると次のとおりである。 

表 2-2-2 現況と計画年次の諸元 

項  目 現況(2004年) 計画年次（2014年） 

給水区域内人口（人） 約 126,529人 約 199,400人 

給水普及率（％） 約 56% 約 76% 

給水人口 約 72,000人 約 151,600人 

給水量原単位（L/人・日） (日平均) 約 83L/人･日 各戸給水率(日平均)：100 L/人・日
供用栓（日平均）：45L/人・日 

無効水量率 (%) 約 32% 約 10% 

変動率（日最大／日平均）  1.2 

計画給水量 (m3/日) 生産量 8.800m3/日（日平均） 約 19,900m3/日（日最大） 

 

2-2-3  水源施設 

(1) 既存井戸 

1) 現況 

・ 既存井戸は 7井あり、そのうち 5井(No.1~No.5)が稼動し、2井(No.6,7)は 30~40年前に建設

されたものであり井戸ケーシングの損傷や砂堆積等の理由により廃棄されている。 

  現在、稼動している井戸の運転状況を表 2-2-3に示す。 

  

            表 2-2-3 Birgunj 既存井戸の運転状況 

項目 Tube-Well 
No.1 

Tube-Well 
No.2 

Tube-Well 
No.3 

Tube-Well 
No.4 

Tube-Well 
No.5 

位置 Shreepur, 
Ward-10 

Adarsha Nagar 
Ward-13 

Nagawa 
Ward-19 

Radam Road 
Ward-16 

Office compound 
Ward-10 

建設年 1987 1987 1987 1987 2001/02 
建設資金 WB WB WB WB NWSC 
井戸深 128m 146m 196m 175m 150m 
井戸径 300/200mm 300/200mm 300/200mm 300/200mm 300/200mm 
現況揚水

量 
2.5m3/分(推定) 2.5m3/分(推定) 2.25 m3/分(推定) 2.0m3/分 (メータ

ー値) 
2.2m3/分(推定) 

現況運転

時間 
約 12時間 約 17時間 約 12時間 約 12時間 約 12時間 

総揚水量 約 8,800m3/日 
送水先 高架水槽 高架水槽 直結給水 直結給水 高架水槽 
水量計 なし 故障 故障 稼動 故障 
圧力計 なし なし 故障 なし なし 
ポンプメ

ーカー 
インド イタリア インド(KSB) イタリア インド 

自家発 150KVA 
稼動 

100KVA 
稼動 

なし 100KVA 
稼動 

なし 
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運転体制 2人,常時1人で15
日間交代 

同左 同左 同左 同左 

消毒施設 高架水槽にあり あり あり なし 高架水槽にあり 
井戸内水

位 
静水位：－7m 
動水位：－11m 

静水位：－5m 
動水位：－8m 

静水位：－7m 
動水位：－11m 

静水位：－7m 
動水位：－11m 

静水位：－7m 
動水位：－11m 

問題点 ･水量計,圧力計不
備 
･消毒設備劣化 

･水量計 ,圧力計
不備 
･消毒設備劣化 

･水量計 ,圧力計 ,
自家発不備 
･消毒設備劣化 
･大腸菌、砂あり。

ただし、配水管で

の混入も考えら

れる 

･圧力計,消毒設備
不備 
 

･水量計 ,圧力計 ,自
家発不備 
･消毒設備劣化 

 

・ 水量計、圧力計が故障あるいはないところが多い。 

・ 当地は停電が多く、ほぼ毎日発生し、1～2時間/日で長いときは 3～4時間/日である。No.3,5

への自家発設置の要望があった。 

・ 消毒施設について、既存設備はさらし粉を人力で溶解しポンプ注入であるが、機器は老朽化

し適切な塩素注入は行われていない。 

・ 各戸接続メーターについて、シルトや砂の混入による閉塞等の故障に関する苦情が多く、

NWSCは月に 20～50台補修している。これは井戸原水に含まれるものか、給水停止時に配

水管に混入するものか、再確認が必要であるが、概ね配水管に起因するものと考えられる。 

・ ポンプ部品等の調達について、インド製ポンプはローカルマーケットで調達できるが、欧米

製ポンプの場合は高価であり本部で調達されている。 

・ ポンプ故障の原因としては、特に電圧変動によるモーター損傷が多く、砂混入によるポンプ

損傷、等である。 

 

2) 問題点 

・ 水量計故障あるいは設置されていないため生産水量が把握できない。 

・ 停電が多く、No.3,5では安定給水できない。 

・ 消毒設備が不備のため、適切な塩素注入ができない。 

・ インド製ポンプ以外の場合、部品調達は本部で行うために時間がかかる。 

 

3) 対処方針(案) 

・ 各ポンプの水量計を更新、あるいは設置する。第 2回調査では流量実測を行う。 

・ 安定給水を図るため No.3,5に自家発設置を検討する。 

・ 確実に消毒を行うため攪拌機付溶解槽等の機器更新・設置が必要である。 

・ 機器調達先については部品調達の容易さも考慮する。 

 

(2) 井戸水質 

1) 現況  

・ NWSC の水質分析施設は本部にあるのみであり、当 Office では行われておらず、問題が発
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生した時のみ本部で分析するとのこと。最近はまったく行われておらず過去のデータもない。 

・ 2004 年に行われた在外プロ形調査時のヒ素に関する分析結果と今回調査団が実施した分析

結果を表 2-2-4に示す。なお、今回調査時期は雨季に相当する。 

主要な項目については次のとおりである。 

濁度：各井戸ともWHO基準値以下である。 

鉄分：各井戸ともWHO基準値以下である。 

マンガン：各井戸ともWHO基準値以下である。 

ヒ素：2004年調査時では、WHO基準値(0.01mg/L)と同等か、それ以上であるが、各井戸とも

「ネ」国基準値(Nepal Interim Standard, 0.05mg/L)以下である。 

当地でヒ素調査を行っているDWSSにヒアリングしたところ、浅井戸の場合、概ね 40～50m

深ではヒ素があり、75m 以上ではヒ素が検出されていない。深井戸では問題ないとされてい

る。 

今回調査結果では、各井戸ともWHO基準値以下である。 

大腸菌：No.2井戸のみ大腸菌が検出された。 

2) 問題点 

・ No.2では大腸菌が検出され、汚染されている可能性がある。 

3) 対処方針(案) 

・ 確実に塩素消毒できるよう各施設に消毒施設を完備する。 

・ 上記データは雨季に相当する。季節変動の可能性も考えられるので（希釈効果等）、第 2回

調査時に再度水質試験を行い評価する必要がある。 
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表－４ 水質分析結果（Birgunj)

05.9.18 05.9.18 05.9.18 05.9.18 05.9.18 05.9.18 05.9.18 05.9.18 05.9.18 05.9.18

04.11.15 05.9.18 05.9.21 04.11.15 05.9.18 05.9.21 04.11.15 05.9.18 05.9.21 04.11.1505.9.18 05.9.21 04.11.15 05.9.18 05.9.21

NWSC 調査団 調査団 NWSC 調査団 調査団 NWSC 調査団 調査団 NWSC 調査団 調査団 NWSC 調査団 調査団

簡易ﾃｽﾄ 簡易ﾃｽﾄ 簡易ﾃｽﾄ 簡易ﾃｽﾄ 簡易ﾃｽﾄ

水温 ℃ －

電気伝導度 μS/cm － 331 370 348 376 330

濁度 NTU 5 <1 <1 <1 <1 <1

色相(透明度) TCU 15
N.D.
(<0.05)

N.D.
(<0.05)

N.D.
(<0.05)

N.D.
(<0.05)

N.D.
(<0.05)

浮遊物質量 SS mg/L －

全溶解性物質量 TDS mg/L 1,000 233 258 246 249 231

pH値 pH － 6.5-8 7.6 7.8 7.8 7.7 7.9

アルカリ度 CaCO3 mg/L 500 208.6 229.2 218.9 216.3 206

塩素イオン Cl mg/L 250

化学的酸素要求量 COD mg/L －

硫酸塩 SO4- mg/L 250

溶存酸素量 DO mg/L －

鉄分 Fe mg/L 0.3 0.2以下 0.2 0.2以下 0.11 0.2以下 0.18 0.2以下 0.19 0.2以下 0.21

マンガン Mn mg/L 0.4 0.5以下 0.12 0.5以下 0.1 0.5以下 0.08 0.5以下 0.12 0.5以下 0.09

砒素 As mg/L 0.01 0.015
N.D.
(<0.05) 0.02

N.D.
(<0.05) 0.01

N.D.
(<0.05) 0.01

N.D.
(<0.05) 0.015

N.D.
(<0.05) 「ネ」国：0.05

ｱﾝﾓﾆｱ性窒素 NH4 mg/L 1.5 0.05
N.D.
(<0.05)

N.D.
(<0.05)

N.D.
(<0.05) 0.09

亜硝酸 NO2- mg/L 3

全リン P mg/L － 0.08 0.15 0.13 0.05 0.08

カルシウム Ca mg/L － 50.61 58.52 53.71 55.31 52.1

大腸菌群 0 0 75 0 0 0

糞便性大腸菌群 0 0 39 0 0 0

注）　1)　WHO基準は飲料水水質ガイドライン第2版(2004年）

　　　2)　「ネ」国砒素基準値は「Nepal Interim Standard」の50ppb(0.05mg/L)

　　　3)　05.9.18実施の調査団簡易ﾃｽﾄはパックテストによるものであり参考値とする。

      4) N.D. : Not Detected

Tube-Well　No.5

NWSC Office,Ward-10

備考

Tube-Well　No.3

Nagawa,Ward-19

Tube-Well　No.4

Padam Road,Ward-16

単位 WHO基準

Tube-Well　No.2

Adarsha Nagar,Ward-13

col/100ml

col/100ml

Tube-Well　No.1

Shreepur,Ward-10

採水ポイント

場所

採水日

分析日

実施者

分析項目
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表 2-2-4 水質分析結果（ビルガンジ） 
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(3) 新設井戸について 

1) 現況  

・ 井戸 3本の新設が要請されているが、今のところそれらの具体的な候補地は選定されていな

い。また、本数について主に未給水地域への配水を重視して新設 4本の要請があり、それら

の概ねの位置はWard-13,14,16,17である。 

・ 揚水規制等について、NWSCおよび Grand Water Resource Development Projectスタッフによ

れば、新規地下水開発に係る規制は特になく許可も不要、EIAも不要とのことである。また、

井戸の相互干渉を避けるための離隔距離は、当地では概ね 500m以上とされている。 

 

2) 問題点 

・ 新設井戸用地の候補地が未定。 

・ 新設井戸本数が 3本でよいか、検討する必要がある。 

 

3) 対処方針(案) 

・ 配水区域や配水量のバランス、電探や揚水試験等の詳細調査を行って井戸本数および位置を

決定する。NWSC に、もし第 2 回調査を実施することになれば、事前に候補地を選定して

おくよう依頼した。 

・ 新設井戸概略検討案 

   新規開発必要水量＝2014年計画水量－既存井戸ポンプ総水量(18時間/日運転) 

          ＝19,900－12,366 

          ＝7,534m3/日 

   よって、 

   新設 3井の場合：2.4m3/分･本ｘ3本 (18時間運転) 

   新設 4本の場合：1.8m3/分･本ｘ4本 (18時間運転) 

 

2-2-4  配水池施設 

(1) 現況 

・ 高架水槽（各槽共 450 m3）が 2箇所、地上水槽（250 m3）が 1箇所ある。 

・ 全体の貯留量は 900 m3 で一日給水量 8,710 m3 （2,005年 7月）の 2.5時間分である。 

・ 高架水槽の内、NWSC事務所内の水槽は 1965年築造で、老朽化し、水槽からの水漏れの他、

階段のコンクリートが剥落し、鉄筋が露出し、使用不能状況にある。他の高架水槽（1987

年築造）は水槽から水漏れがある。 

・ 地上水槽は（1987 年築造）は、この水槽をポンプ井とする配水ポンプが廃棄されており現

在は使用されていない。外観はコンクリート表面の劣化が進んでいる。よって、井戸ポンプ

で直送している。 

・ 全ての配水池および高架水槽に水位計は装備されていない。 
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(2) 問題点 

・ 配水貯留量が不足。 

・ 配水量を把握していないため、水道事業運営の基礎データの収集が出来ていない。 

 

(3) 対処方針（案） 

・ 配水管網に対し、同一の配水方式（ここでは高架水槽による重力式配水方法）に整備する。 

・ 配水池（高架水槽）の増設。一日最大給水量の 8時間分は必要。 

・ 流量計を配水池流出管に設置する。 

・ 既設高架水槽の補修（水漏れ、階段等）が必要。 

 

2-2-5  配水管施設 

(1) 現況 

・ Birganj 市街地はインド国境とカトマンズを結ぶ主要道路に沿って、北東から南西方向に幅

1.5ｋｍ 延長約 10kmに広がっている。市街の西側は Sirsia川のため、現在の市街はこの Sirsia

川と主要道路、さらにそのバイパス道路に挟まれて形成されている。配水管は上記主要道路

に沿って配水本管を布設し、それから樹枝状に配水管を伸ばしているが、バイパス道路沿い

には一部配管あり。 

・ 配水管総延長は 120.6 km, 口径は 250 ～ 25 mm,管種はダクタイル管、鋳鉄管、鋼管（小口

径管）を使用している。布設から 40年近く経過している管があり、その接合部分からの水

漏れが多いとの報告があった。 

・ 現況配水管網を把握するデータを整理していない。配管口径・埋設位置は職員の記憶によっ

ている。 

・ 配水管の漏水（路上から発見できる漏れ）が修理されずに放置されている。 

・ 給水管の配管が露出し、損傷を受けやすい場所が見られた。 

 

(2) 問題点 

・ 高架水槽経由（水頭変化は 3～4m）と井戸ポンプ直送（水頭変化は水量によるが、配水管網

の水圧に大きく影響される）の配水が配水管網に混在し、水圧、管内流向が安定していない。

これが水質の悪化（低水圧のために汚染水の混入、流向変化のために生じる赤水、濁水）を

もたらす。 

・ 市の行政区域は、バイパス道路の東側（Ward No.18, 19）をも含むので、今後開発されるこ

の地域への配水能力は低い。 

 

(3) 対処方針（案） 

・ 今後の市街の開発は主要道路とそのバイパス道路に挟まれた区域、およびバイパス道路東側

が考えられるため、バイパス道路に沿って新設配水本管を布設し、ループ状の配水本管網を
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形成し、水圧および水量の均等化、安定化を図る。 

・ 配水管のデータ整理（布設位置、埋設深さ、口径、管種、布設年度、管路の状態等）を行い、

管路更新、漏水調査等の計画に資する。 

 

2-2-6  組織・運営面 

(1) 現況 

・ NWSC BIRGANJ Branch は Branch Manager 以下 4 Section (Technical, Administration & 

Procurement, Store, Account) になっている。Branch Manager 以下 55名で運営している。検

針員は 6名。 

・ NWSC本部が人員、運営、維持、管理、全てに関与し、支所で裁量出来る範囲は少ない。 

・ 水道料金は NWSC本部が一律料金を設定している。家庭用（口径 13mm）で基本料金（10m3

まで 50Nrs）それ以上は従量制で 1m3毎に 15Nrs。 

・ 検針は月初から始め 28日までに終了する。検針員は検針結果と料金請求書の発行を行い、

ユーザーは 1ヶ月以内に NWSC事務所内の料金支払い所で支払う。 

・ 料金徴収率は 69.1％（請求額と徴収額の比率、2005年 7月） 

・ 料金未払いのために給水停止を行ったことはない。 

・ NWSC は検針結果を台帳に記入し、請求書を作成しているだけで、水量の増減、配水量の

把握のための基礎データと理解していない。 

・ 過去 5年間の事業費はプラスになっている。 

表 2-2-5 水道料金の収入・支出     Unit: x 1,000 Nrs 
費  目 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 

1．収入 16,378 12,991 19,358 14,229 20,184
家庭用料金 15,140 12,991 19,358 14,096 17,011
その他 1,238 0 0 133 3,173 

2．支出 13,924 11,070 11,247 10,743 11,035
人件費 4,105 3,729 3,635 3,870 4,235 
電気料金 
・燃料費 

2,729 3,394 3,583 3,781 3,776 

事務所経費 1,162 1,072 1,096 1,000 1,091 
維持管理費 5,918 2,715 2,925 1,863 1,878 
その他 10 160 8 229 55 

3．利益 2,454 1,921 8,111 3,486 9,149 
 

・ 料金未収額は 22.4百万 Nrs （2005年 8月）であり、政府が 3.1百万 Nrs、市当局は 0.9百万

Nrsが未納となっている。給水停止、ペナルティの規約があるが、あまり実施されていない

ように見受けられる。 

・ Unaccounted Water（無効水）の量は 32％ と推定されるが、信頼できる配水量データがない

ため推測の域を出ない。 

・ 具体的な施設整備・拡張計画を持っていない。2005年度の配水管布設計画は 1,144ｍ 

・ Birganj 支所で作成した職員の Job Descriptionはあるが、NWSC自体にはない。 
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(2) 問題点 

・ 給水栓数が 6,711に対し職員数 55名は、1,000給水栓数当り 8.2 人となり多い。ただし、NWSC

の平均は 9.93人（2004年）。（途上国では一般に 6～7人） 

・ 水道料金は少なくともコストを賄うよう決められるべきで、各支所毎に設定すべき。 

・ 組織上で問題点となるのは Public Relation 部門がない。 

 

(3) 対処方針（案） 

・ 組織上で問題点となるのは Public Relation 部門の設置、ただし全体の人員は増加させない。 

・ NWSC 組織自体の地方分権化。各支所に権限を大幅に移譲し、組織、運営、料金設定等に

つき、ユーザーの意見、あるいは地方都市の意見を反映できる仕組みにすべき。 

 

2-2-7  運転管理 

(1) 現況 

・ 5箇所のポンプ場の内、4箇所の流量計（積算流量計）が故障。 

・ 塩素（さらし粉による）注入ポンプは NWSC（No.5 ポンプ井）が運転可能であるが、他は

全て故障している。 

・ 給水メーターの設置が不良な状態（メーターがコンクリートに埋め込まれているが、メータ

ーの数値部分だけが読み取れる）があった。 

 

(2) 問題点 

・ 施設の故障のため、塩素注入量が不十分であり、飲料水としての水質を確保できない。 

・ 配水量の正確な計量が全く行われていない。 

 

(3) 対処方針（案） 

・ 塩素注入施設の更新。 

・ 配水池流出管に流量計を設置する。 

 

2－3  ビルガンジ市役所の状況 

2-3-1  概要 

・ Birgabji Sub-Metropolitan Cityは「ネ」国、Narayani Zone, Parsa District の首都であり、市域

面積は 35 km2で 19の行政区域（Ward）に分割されている。 

・ 市の南地域はインド国との国境に接する。 

・ 市内人口は 2001年の人口 Censusによれば 112,484人。現在人口は 128,000人を超えている

と想定される。 

・ インドとの輸出入の関税手続きのための施設コンテナー基地（Dry Port）が国境に設置され、

Birganjの経済活動のみならず「ネ」国の経済活動に寄与している。 
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2-3-2  組織運営 

・ 市長、副市長以下に Executing Officer がおり、その下に 5Section (Administration, Account, Tax 

& Revenue, Planning & Implementation, Sanitation)がある。職員の総数は 697名。 

 

2-3-3  財政状況 

・ 市の予算規模は 2004年度で 198.7百万 Nrsである。 

 

2-3-4  現況給水施設および水道事業の受け入れ準備状況 

・ 市の方針で NWSC の給水区域内外に浅井戸と手押しポンプを設置するプロジェクトを行っ

ている。現在までに 1,134 箇所に設置し、年間 100箇所程度の計画である。 

・ 行政区域内北部地域の水道給水区域外では浅井戸を使用しているが、水質にヒ素を含む地域

（Ward No.17）がある。 

・ 給水施設関係の予算額は 3.5百万 Nrsで、担当部署の人員 7名 

・ 排水施設が不備なため、市内の小河川に排水の流入とごみ投棄が多い。 

・ 市当局は水道事業運営に以前より関心を持ち、それを表明してきた。ただし、市の行政組織

にその準備作業を行う部門は現在のところない。 
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2－4  その他 

(1) 先方への要請事項等 

① NWSCは、第 2回調査の実施が決定した場合、Sub-Metropolitanと調整し新設井戸および

配水池等の建設候補地を調査前に選定しておくこと。 

② NWSCは既存施設(特に配水管等)の資料を整理しておくこと。 

③ NWSC、Sub-Metropolitan および関係機関は権限委譲に向けての準備委員会を早々に設立

し、実施すること。 

④ NWSCは資産（Asset）内容を整理しておくこと。 

 

(2) 地下水揚水規制について 

・ 地下水揚水に行政からの規制がないため、市内の工場は全て地下水を使用している。廃水も

そのまま河川に放流している。したがって、地下水揚水規制を行い、さらに排水水質を規制

し、排水施設を整備するのが今後の環境行政であり、水道事業を促進することになる。 
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3. ジャナカプール市の状況 

3－1  地方分権化に関する現地サイドの意向 

Janakpur Municipality Officeは、次の理由により今のところ NWSC水道施設の引渡しを望まないこ

とを表明した。 

・ 既存 NWSC施設は給水区域、給水率および給水量とも少なく不十分である。 

・ 市体制は予算、人員とも弱体である。よって、このまま引き渡されても施設の管理および拡

充は困難である。 

・ 20～30年後、施設拡充および市体制整備された場合、その時点で引渡しを考える。ただし、

水道整備は市発展のためにも重要な施策であるから、今後 50 年先、100 年先を考慮した水

道計画の立案、施設整備の実施を日本に望みたい、とのことである。なお、近い将来に周辺

の地域を市に統合する計画もあり、長期的な展望を持った施設計画が必要である。Janakpur 

Chamber of Commerce & Industriesも市と同様の意見である。当市は由緒ある寺院が多く歴史

的な町であり、また、この地域の中心都市でもある。市周辺からの昼間流入人口(通勤者等)

は約 25,000人、また、年に 3回宗教的大行事があり、1回あたり 15日間で約 100,000人が

訪れる。この状況も考慮した水道整備計画を立案する必要がある。  
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3－2  ネパール水道公社既存施設の運転・運営状況、課題および対処方針(案) 

3-2-1  総括表 

表 3-2-1 総括表 
項目 現況と課題 要請内容 対処方針(案) 

1.計画基本事
項 

･給水範囲小さく、給水量不足、 
現況給水率 30%程度 
･未給水地域の浅井戸はヒ素含有が予

想される 

･給水範囲拡大、給水

量増 
･全体の給配水システムの見直

し 
･未給水地域への給水拡張 
･計画年次 2014年 

2.水源施設 
 

(既存井戸) 
･既存井戸 6本のうち 2本廃棄 
･流量計、消毒設備、自家発等が不備

のところあり 
(水質状況) 
･今回水質試験結果では、概ね基準値

以下。浅井戸はヒ素が検出された。 
(新設井戸) 
･用地について概ねの候補地あり 

･井戸 1 本新設(1.0m3/
分･1本) 
･既設井戸 3 本リハビ
リ 

･配水区域、配水量のバランス

により井戸本数・位置を検討 
･リハビリの可能性を詳細検討

･既存井戸の流量計、消毒設備、

自家発の整備を検討 
･乾季での水質調査も必要 

3.導水管   ･各新設井戸から浄水場あるい

は配水池まで計画する 
4.浄水場 ･雨季に濁度が高いと報告されている ･急速ろ過 x5池 

･浄水池 300m3ｘ1池 
･消毒設備一式 

･水質調査結果を基に浄水場の

要否、処理方式を検討 
 

5.配水池 
 

･既存高架水槽 x2池、一部漏水 
･配水貯留量不足 
･配水量把握されていない 

･高架水槽 450m3ｘ1
池 

･既存高架水槽の補修 
･配水池増設(8時間程度) 
･流量計設置 

5.配水管 
 

･配水能力不足 
･配水管内での汚染 
･配水管データ整理されていない 

･新設：約 12.6km ･市街周辺部への配水能力向上

･汚染管の特定と更新を検討 
･配水管データを整理 

6.組織･運営
面 

･NWSC職員は現況 42名であり過多 
･組織、能力が弱体 

･組織、運営能力の強

化 
･人員削減、等具体策を検討 

7.その他   ･不確定要素多いため、開発調

査の実施が推奨される 
 

今回の要点は次のとおり。 

①水量実測が必要。浄水場の要否については、乾季の水質調査も行っての評価が必要である。 

②給水栓での今回水質試験結果では、大腸菌以外は基準値以下であったが、検査対象外の給水栓

では濁度が高く砂が混入しているところがあった。また、ヒアリングでも配水管での汚染が懸

念されるため、浄水場を新設しても末端給水栓での水質改善効果についての検討が必要である。 
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図 3-2-1 Janakpur Municipality位置図 
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3-2-2  計画基本事項 

(1) 現況 

1) 給水区域 

・ 既存 NWSC水道施設の給水範囲(パイプ給水)を図 3-2-1に示す。既存給水範囲は市の中央部

を中心として、面積的に約 40%程度をカバーしており、2ヶ所の配水施設から給水されてい

る。未給水地域は浅井戸（手押しポンプ）が使用されており、これらは市が建設／供給して

いる。 

・ ヒ素について調査を行っている DWSSに確認したところ、Districtの調査は終了したが市内

の調査は今年 11月から開始する予定である。市周辺の浅井戸(深さ約 30m程度)ではヒ素が

検出されている。市内の浅井戸も同様の傾向が予想される。既存の給水区域においても給水

量の不足、圧力不足および給水時間の延長が求められている。 

  

2) 市区域内人口 

Census値は 1991年 54,710人、2001年 74,192人である。この値から平均人口増加率は約 3.0%とな

るが、市ヒアリングから最近の増加率も同様とのことである。この値を用いて試算すると次のとお

りである。 

  2004年（現況）   ： 81,187人 

  2014年（計画年次） ： 109,200人 

 

3) 給水状況 

a.水生産量 

NWSC の給水はすべて深井戸であり、現況の総水生産量は約 2,400m3/日と報告されているが、運

転中 3 井とも水量メーターが稼動しておらず、高架水槽の水位およびポンプ運転時間から算出され

たものである。よって、確かな値ではない。 

 

b.実給水量 

高架水槽流出管や主要配水管に水量メーターがないため、実測データはない。各戸接続水量メー

ターの読取り値等から算出すると約 1,750m3/日と推測される。 

これより無効水量(漏水等)は、2,400－1,750＝650m3/日であり、無効水量率は約 27%と推定される。 

 

c.接続給水栓数（2004年） 

     各戸接続：1,871ヶ所（Domestic, Commercial & Industrial, Institutional） 

     共用栓 ：42ヶ所 

      計   1,913ヶ所 
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d.給水普及率 

NWSC ヒアリングによると現況給水率は 25%とされているが根拠不明である。よって、諸収集資

料から試算すると、現況給水人口は約 24,000人と想定される。この場合の給水普及率は約 30%(人口

比)となる。 

 

e.給水量原単位 

   日平均給水量原単位＝実給水量(1,750m3/日)／給水人口(24,000人) 

            ＝約 73 L/人・日 

 

f.給水時間 

給水時間は井戸ポンプの運転時間および高架水槽流出管の開閉時間で決められており、次のとお

りである。 

    井戸ポンプ No.1あるいは No.6        井戸ポンプ No.2 

    AM5:00－PM2:30 ：7.5時間        AM5:00－PM11:00：16時間／日 

    PM5:00－AM1:00 ：8時間 

     計       15.5時間／日 

ヒアリングによると配水管末端では 1～2時間／日のところもあり、給水時間の延長が望まれてい

る。 

g.ユーザーの苦情 

NWSCへのユーザーの苦情は次のとおりである。 

・ 圧力不足 

・ シルト、砂混入により水道メーターの故障が多い。 

・ 水量不足、特に乾季は浅井戸の水位が下がるのでパイプ給水に頼るため苦情が多い。 

・ 給水時間の延長。 

 上記以外の水質上の苦情は今のところ特にない。 

 

(2) 問題点 

・ 未給水地域の浅井戸はヒ素が検出される可能性がある。 

・ 普及率も低く、給水量不足、給水圧不足、給水時間不足である。 

・ 生産水量の実測値がなく実供給水量の把握が困難。 

・ 宗教的行事の際、観光人口が多い。 

 

(3) 対処方針 

・ 今後の開発動向、昼間流入人口、宗教的行事等を再確認し、既存施設を含めた市域全体の給

配水システムの見直しを行い、それに基づく適切な施設計画を立案する必要がある。 

・ 未給水地域への配水管拡張を優先する必要がある。 
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・ 生産水量が把握できるよう各井戸に水量計を設ける。 

・ 基本事項計画検討例 

a.計画年次：2014年 

b.計画給水区域：市域全体を対象とする。既存主要配水管の見直しおよび未給水地域への主配水管拡

張を計画する。 

c.給水普及率：現況の新規接続戸数は年間約 100～150 ヶ所であること、および未給水地域への配水

管延長で給水範囲が拡大すること、等を考慮して現況に対し 20%増加するものとする。 

d.無効水量率 ：今後漏水対策が図られるものとして、計画年次で 10%と仮定する。 

 

以上を要約すると次のとおりである。 

なお、下記値は観光人口を含んでいないので、今後詳細検討が必要である。 

表 3-2-2 現況と計画年次の諸元 

項目 現況(2004年) 計画年次（2014年） 

給水区域内人口（人） 約 81,187人 約 109,200人 

給水普及率（％） 約 30% 約 50% 

給水人口 約 24,000人 約 54,600人 

給水量原単位（L/人・日） (日平均) 約 73L/人･日 各戸給水率(日平均)：100 L/人・日 
供用栓（日平均）：45L/人・日 

無効水量率 (%) 約 30% 約 10% 

変動率（日最大／日平均）  1.2 

計画給水量 (m3/日) 生産量 2,400m3/日（日平均） 約 7,000m3/日（日最大） 

 

3-2-3  水源施設 

(1) 既存井戸 

1) 現況 

・ 既存井戸は 6 井あり、そのうち 3 井(No.1,2,6)が稼動している。No.3,4 の 2 井は既に廃棄さ

れておりリハビリ不可である。No.3は1965年に ICM(インド)により建設されたものであり、

砂の堆積やケーシングの損傷がある。No.4は 1980年に日本の無償協力で建設されたもので

あるが、10年ほど前にポンプが落下し補修不能となっている。No.5は現在使用されていな

いが、堆積砂の除去、クリーニング等のリハビリが要請されている。 

・ No.1,2,6は近接しており、受電・自家発設備は共通設備となっているが、それらの容量から

同時運転は不可でありどれか 1台の運転のみである。 

・ 現在、稼動している井戸の運転状況およびリハビリ対象井戸を表 3-2-3に示す。 
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表 3-2-3 Janakpur 既存井戸の運転状況 

項   目 Tube-Well 
No.1 

Tube-Well 
No.5 

Tube-Well 
No.6 

Tube-Well 
No.2 備   考 

位置 Argaja Pokhari Argaja Pokhari Argaja Pokhari Ramanada Chowk  
建設年 1987 1999 2001 1987  
建設資金 WB NWSC NWSC WB  
井戸深 200m 180m 180.48m 210  
井戸径 300/250mm 300/250mm 300/250mm 300/250mm  

現況揚水量 1.5m3/min 現況ポンプなし 
リハビリ対象 

1.0m3/min 
現在故障中のた

め停止中 
1.2m3/min  

現況運転時間 約 15.5時間   約 16時間  
総揚水量 約 1,750m3/日  
送水先 高架水槽 高架水槽  
水量計 故障  なし 故障  
圧力計 稼動  なし 稼動  
ポンプメーカー イタリア  インド インド  
自家発 100KVA 稼動   
運転体制 常時 1人 常時 1人  
消毒施設 高架水槽にあり なし  

井戸内水位 静水位：-2.44m 
動水位：-11.06m 

 静水位：-3.78m
動水位：-13.74m

静水位：-2.10m 
動水位：-11.10m 

 

 

・ 当地は停電が多く、ほぼ毎日発生し、1～2時間/日で長いときは 3～4時間/日である。 

・ 消毒施設について、既存設備はさらし粉を人力で溶解しポンプ注入であるが、機器は老朽化

し適切な塩素注入は行われていない。 

・ 各戸接続メーターについて、シルトや砂の混入による閉塞等の故障に関する苦情が多く、

NWSCは月に数十台補修している。これは配水管の問題と考えられる。 

・ ポンプ部品等の調達について、インド製ポンプはローカルマーケットで調達できるが、欧米

製ポンプの場合は高価であり本部で調達されている。 

 

2) 問題点 

・ 水量計故障あるいは設置されていないため生産水量が把握できない。 

・ 停電が多く、自家発を有しない No.2では安定給水できない。 

・ No.1,5,6では電気設備容量が 1台分しかなく並列運転できない。 

・ No.5はリハビリ可能か不明。 

・ インド製ポンプ以外の場合、部品調達に時間がかかる。 

 

3) 対処方針 

・ 各ポンプの水量計を更新、あるいは設置する。水量実測が必要。 

・ 安定給水を図るため No.2に自家発設置を検討する。 

・ No.1,5,6用の受電トランスを 2台運転可能な容量に更新することを検討する。 

・ No.5のリハビリが可能か、あるいは廃棄するか、詳細検討する。 

・ 機器調達先については部品調達の容易さを考慮する。 
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(2) 井戸水質状況 

1) 現況 

・ NWSC の水質分析施設は本部にあるのみであり、当 Office では行われておらず、問題が発

生した時のみ本部で分析するとのこと。最近はまったく行われておらず過去のデータとして

はMo.6建設時の分析結果のみである。 

このデータと今回調査団が実施した分析結果を表-5に示す。 

  

主要な項目については次のとおりである。 

濁度： 

・ No.6 井戸では 15NTU であり WHO 基準値(5NTU)以上である。今回調査結果では基準値以

下である。 

鉄分： 

・ No.6井戸では 1.5mg/Lであり WHO基準値(0.3mg/L)以上である。今回調査結果では基準値

以下である。 

マンガン： 

・ No.6井戸のデータはない。今回調査結果は基準値以下である。 

ヒ素：  

・ No.6井戸のデータはない。今回調査結果は基準値以下である。 

大腸菌： 

・ No.6井戸のデータはない。No.2および公共栓では検出された。 

既存浅井戸では、濁度、鉄分およびヒ素とも基準値以上であり、飲用に適さない。 

 

2) 問題点 

・ No.6 の濁度、鉄分濃度は飲料に適さない。今回運転休止中のためサンプリングできなかっ

たので、次回サンプリングが必要である。 

 

3) 対処方針 

・ No.6の水質が継続されているものとすると浄水処理が必要となるが、近接する No.1の分析

結果では基準値以下である。ただし、もし浄水処理が必要となった場合、No.1,6 は町中に

位置するので用地確保は難しい。これらの井戸を廃棄し、浄水場用地を確保できるところ

に井戸を新設する案も考えられる。いずれにしても、季節変動の可能性も考えられるので

乾季における水質試験を実施し、その結果をもって評価する必要がある。 
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表－５ 水質分析結果（Janakpur)
Tube Well No.6 浅井戸-1 浅井戸-2 公共栓-1 公共栓-2 公共栓-3

Argaja Pokhari Ward-3 Ward-9 Ward-4 Ward-8 Ward-8

05.9.22 05.9.22 05.9.22 05.9.22 05.9.22 05.9.22 05.9.22 05.9.22 05.9.22

05.9.26 05.9.26 00.1.15 05.9.26 05.9.26 05.9.26 05.9.26

調査団 調査団 調査団 調査団 NWSC 調査団 調査団 調査団 調査団 調査団

簡易ﾃｽﾄ 簡易ﾃｽﾄ 井戸建設時

水温 ℃ － 13

電気伝導度 μS/cm － 187 195 189 1016 457 188 195

濁度 NTU 5 2 2.5 15 170 39 2 2.5

色相(透明度) TCU 15 N.D.(<0.05) N.D.(<0.05) 5 0.28 0.21 N.D.(<0.05) N.D.(<0.05)

浮遊物質量 SS mg/L －

全溶解性物質量 TDS mg/L 1,000 143 152 684 305 139 143

pH値 pH － 6.5-8 7.0 6.8 7.1 6.8 7.2 7.0 7.1

アルカリ度 CaCO3 mg/L 500 110.7 115.9 140 267.8 231.8 113.3 115.9

塩素イオン Cl mg/L 250 7.68

化学的酸素要求量 COD mg/L －  

硫酸塩 SO4- mg/L 250

溶存酸素量 DO mg/L －

鉄分 Fe mg/L 0.3 0.04 0.2以下 0.1 0.2以下 1.5 18.42 2.86 N.D.(<0.03) 0.09

マンガン Mn mg/L 0.4 0.5以下 0.5以下 0.23 0.33 N.D.(<0.02) 0.02

砒素 As mg/L 0.01 <0.005 <0.005 0.43 0.07 <0.005 <0.005 「ネ」国：0.05

ｱﾝﾓﾆｱ性窒素 NH4 mg/L 1.5 N.D.(<0.05) N.D.(<0.05) 0.02 11.17 1.85 N.D.(<0.05) N.D.(<0.05)

亜硝酸 NO2- mg/L 3

全リン P mg/L － 0.05 0.06 N.D.(<0.05) N.D.(<0.05) 0.05 0.06

カルシウム Ca mg/L － 20.8 21.2 36.03 64.9 61.7 20.8 21.6

大腸菌群 0 0 4 0 0 7 48

糞便性大腸菌群 0 0 0 0 0 3 48

注）　1)　WHO基準は飲料水水質ガイドライン第2版(2004年）

　　　2)　「ネ」国砒素基準値は「Nepal Interim Standard」の50ppb(0.05mg/L)

　　　3)　05.9.18実施の調査団簡易ﾃｽﾄはパックテストによるものであり参考値とする。

col/100ml

col/100ml

採水ポイント

場所

採水日

分析日

実施者

分析項目 単位 WHO基準

Ramananda Chowk

備考

Tube Well No.1

Argaja Pokhari

Tube Well No.2
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(3) 新設井戸について 

1) 現況  

・ 井戸 1本の新設が要請されており、用地についてNWSCは今のところ市内の北部(Ward-8)、

東部(Ward-16)および南部(Ward-12)に候補地を考えている。 

・ 揚水規制等について、NWSCによれば、新規地下水開発に係る規制は特になく許可も不要、

EIA も不要とのことである。また、井戸の相互干渉を避けるための離隔距離は、当地では

概ね 500m以上とされている。 

 

2) 問題点 

・ 要請では既設 3 本のリハビリおよび 1 本の新設となっているが、既存 2 本はすでに廃棄さ

れており、また No.5もリハビリ可能か不明である。 

 

3) 対処方針(案) 

・ 既存 No.5のリハビリの可能性を詳細調査するとともに給水量増分、配水区域や配水量のバ

ランス、電探や揚水試験等の詳細調査を行って新設井戸本数および位置を決定する。また、

浄水場の要否、その位置によって井戸再配置の検討が必要となる可能性がある。 

・ 新設井戸概略検討例 

  既設 No.1,2運転とした場合、 

  新規開発必要水量(案)＝2014年計画水量－既存井戸ポンプ総水量(18時間/日運転) 

          ＝7,000 - 2,916 

          ＝4,084m3/日 

  よって、新設 3井の場合：1.3m3/分･本ｘ3本 (18時間運転) 
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3-2-4  配水池施設 

(1) 現況 

・ 高架水槽（各槽共 450 m3）が 2箇所ある。1日平均給水量が 1,754 m3 であるので 12.3時間

分ある。 

・ 高架水槽の内、NWSC事務所内の水槽は 2003年築造であるが、水槽底部から滲出の跡が見

られる。他の 1967年築造の水槽は、水漏れもなく良好な状態にある。 

・ 消毒設備に関しては、NWSC事務所内の注入ポンプは故障しており、サラシ粉を 10L程度

のポリバケツで一日一回高架水槽に注入している。また No.1, No.6 からの井戸水を高架水

槽に揚水しているところでは、一日に 500L の水に 3kg のサラシ粉を溶解させたもの(約 2 

mg/L)を 2回注入している。 

・ 全ての高架水槽に水位計は装備されていない。 

 

(2) 問題点 

・ 配水量を把握していないため、水道事業運営の基礎データの収集が出来ていない。 

・ 塩素注入が十分でなく、安全な水質になっていない。 

 

(3) 対処方針（案） 

・ 高架水槽の水漏れ修理 

・ 流量計を配水池流出管に設置する。 

・ 塩素注入施設の更新  

 

3-2-5  配水管施設 

(1) 現況 

・ 市街の中心にヒンズー教寺院群があり、市街はそれを中心に形成されて来た。したがって、

計画によって市街が開発された跡が見られず、市街の道路は狭く曲折している。水源が市

街の中心近くに位置し、それより配水管を延伸している。配水管網は市の中心部分を包含

する程度にしか形成されていない。配水管の口径は周辺部で小さく、市街周辺部の開発に

よる需要増に対処するには現状の配水管網では困難と考えられる。 

・ 配水管総延長は 39.8 km, 口径は 300 ～ 25 mm,管種はダクタイル管、鋳鉄管、鋼管（小口

径管）を使用している。布設されて 40年近くなる管もあるが、大きな漏水はないとの報告

があった。路上からの観察でも水漏れ跡は見られなかった。 

・ Ward8 からの給水栓からの採水には砂の混入が見られ濁度も基準値を超えているのが見ら

れた。 
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(2) 問題点 

・ 市街周辺部への配水能力不足。 

・ 汚染の配水管への混入が考えられる。 

 

(3) 対処方針（案） 

・ 新規地下水源による新設配水池を設置し、市街周辺部への配水能力を向上させる。 

・ 汚染管の特定とその更新および配水管網の整備 

・ 配水管のデータ整理（布設位置、埋設深さ、口径、管種、布設年度、管路の状態等）を行

い、管路更新、漏水調査等の計画に資する。 

 

3-2-6  組織・運営面 

(1) 現況 

・ NWSC JANAKPUR Branch は Branch Manager 以下 5 Section (Technical, Administration, 

Procurement, Store, Account) になっている。Branch Manager 以下 42名で運営している。検

針員は 2名。 

・ NWSC本部が人員、運営、維持、管理、全てに関与し、支所での裁量出来る範囲は少ない。 

・ 水道料金は NWSC本部が一律料金を設定している。家庭用（口径 13mm）で基本料金（10m3

まで 50Nrs）それ以上は従量制で 1m3毎に 15Nrs。 

・ 検針は月初から始め月末までに終了する。検針員は検針結果と料金請求書の発行を行い、

ユーザーは 1ヶ月以内に NWSC事務所内の料金支払い所で支払う。 

・ 事業費は過去 5年間連続赤字である。 

表 3-2-5 水道料金の収入・支出             Unit: x 1,000 Nrs 
費  目 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 

1．収入 3,287 2,839 3,382 3,428 4,179 
家庭用料金 2,744 2,477 2,955 2,848 3,225 
その他 543 362 427 580 954 

2．支出 6,703 6,878 6,445 7,383 9,563 
人件費 3,461 3,348 3,513 3,502 3,513 

 電気料金・燃料費 1,350 1,206 1,591 1,537 1,660 
事務所経費 380 504 346 436 526 
維持管理費 684 1,090 503 1,075 1,938 
その他 828 730 492 833 1,926 

3．利益 -3,416 -4,039 -3,063 -3,955 -5,384 
 

・ 6ヶ月以上の料金未払ユーザーに対し給水停止を行う。 

・ 料金徴収率は 89.4％（請求額と徴収額の比率、2005年 7月） 

・ 料金未収額は約 4.0百万 Nrsでそのうち政府、市の未納分は約 0.8百万 Nrsある。 

・ Unaccounted Water（無効水）の量は 27％と推定されるが、信頼できる配水量データがない

ため、推測の域を出ない。 
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(2) 問題点 

・ 給水栓数が 2,007(2005年現在)に対し職員数 42名は（1,000給水栓数当り 20.9 名, NWSCの

平均は 9.93人（2004年））異常に多い。 

・ 水道料金は少なくともコストを賄うよう決められるべきで、各支所毎に設定すべき。 

・ 具体的な施設整備・拡張計画を持っていない。2005年度の配水管布設計画は 810ｍ。 

 

(3) 対処方針（案） 

・ 人員の削減を図る。 

・ 水道事業を安定させるための給水栓数の増加を図る。そのための施設整備が必要。 具体

的には現行の給水区域内で既設管網を活かせる水源の拡張を行い、給水栓数を増加させる。

給水区域の拡張より給水区域内での拡充を図るべきと考える。現在の人員で健全な事業運

営（コストを回収する）するためには、少なくとも現在の 3 倍程度の給水栓数が必要にな

ろう。 

・ NWSC 組織自体の地方分権化。各支所に権限を大幅に移譲し、組織、運営、料金設定等に

つき、ユーザーの意見、あるいは地方都市の意見を反映できる仕組みにすべき。 

 

3-2-7  運転管理 

(1) 現況 

・ 3箇所のポンプ場の内、2箇所（ポンプ No.1, No.2）に流量計（積算流量計）設置してある

が、全て故障している。 

 

(2) 問題点 

・ 配水量の把握がなされていない。 

・ 水道水の水質の安全性が確保できていない。 

 

(3) 対処方針（案） 

・ 故障している塩素注入施設の更新。 

・ 配水池流出管に積算流量計を設置する。 

 

3－3  ジャナカプール市役所の状況 

3-3-1  概要 

・ ジャナカプール市は「ネ」国、Dhanusha District の首都であり、市域面積は約 25 km2で 17

の行政区域（Ward）に分割されている。 

・ 市の南地域はインド国との国境まで 20kmに位置する。 

・ 市内人口は 2001年の人口 Censusによれば 74,192人。現在人口は 81,000人を超えている。 

・ 市内にヒンズー教の寺院があり、宗教的に古い歴史を持った地域で、宗教行事がある時に
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は 10万人が国内外から訪れる。 

 

3-3-2  組織運営 

・ 市長、副市長以下に Executing Officer がおり、その下に 4 Section (Administration, Account, 

Planning & Technical, Society & Sanitation) があり。総人員は 109名。水道関係部署の人員は

4名。 

 

3-3-3  財政状況 

・ 市の予算規模は 2004年度で 65.3百万 Nrsである。人件費等の固定費は 16.8百万 Nrsであ

り、開発費用は 48.7百万 Nrsになる。 

 

3-3-4  現況給水施設および水道事業の受け入れ準備状況 

・ 市の方針で NWSCの給水区域内外に浅井戸と手押しポンプを設置するプロジェクトを行っ

ている。ただし、浅井戸の水質はヒ素を含むことがある。 

・ 給水施設関係の予算額は 0.4百万 Nrsである。 

・ 市内に多くの池が存在するが、排水施設が不備なため、排水の流入とごみ投棄が多くの池

を汚染している。 

・ 市当局は、現状では水道事業を市に移管することに対し否定的である。それは次の理由に

よる。i) 市の財政的な理由、ii) 現行水道事業そのものが十分でない（普及率、施設、運営

に関し）iii) 市の開発計画では周辺地域を統合する計画であるが現行水道事業はそれに対応

できない等。 

 

3－4  その他 

(1) 先方への要請事項等 

もし、先方が施設引渡しを要望するならば、下記事項を要請する。 

① NWSCは、第 2回調査の実施が決定した場合、Municipalityと調整し新設井戸、浄水場お

よび配水池等の建設候補地を調査前に選定しておくこと。 

② NWSCは既存施設(特に配水管等)の資料を整理しておくこと。 

③ NWSC、Municipality および関係機関は権限委譲に向けての準備委員会を早々に設立し、

実施すること。 

④ NWSCは資産（Asset）内容を整理しておくこと。 

(2) 水道計画全体の見直し 

前述のように、既存施設は水源井戸の取り扱い、水質状況、配水池および配水管網の不備、ある

いは浄水場の要否、水源水量・水質の季節変動、等の不確定要素が多々ある。また、既存 No.1,5,6

の井戸および高架水槽は市中心部に位置し拡張の余地はない。一方、今後周辺地域を統合する予定
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もある。これらを考慮すると、当市の水道施設整備に当たっては、まず開発調査を行い、将来を見

通した適切な水道整備計画を立案し、段階的に施設整備を行っていくことが推奨される。  
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4. 地方移管に係る状況について 

4－1  地方移管に係る進捗状況 

4-1-1  地方移管に向けてのフローチャート 

現時点で想定されるフローチャートを添付資料-4に示す。 

このうち、ネパール側でやるべき主要事項は次のとおりである。 

①中央レベル 

a.地方移管に関する根拠法となる「National Water Supply & Sanitation Policy 2005」の最終版の策定、

閣議通過、および施行に向けての動き。 

 関連官庁は、公共事業省(MPPW)、国家計画委員会(NPC)、財務省(MoF)、地方開発省（MoLD） 

b.水道料金策定委員会(W.S.Tariff Fixation Commission)の設立 

c.ネパール水道公社(NWSC)用事業移管マニュアル作成 

d.中央準備委員会(Central Coordination Committee)の設立  

予想されるメンバー：公共事業省(MPPW)、国家計画委員会(NPC)、財務省(MoF)、地方開発省

（MoLD）、ネパール水道公社（NWSC）、当該市当局 

②地方レベル 

a.地方準備委員会(Local Coordination Committee)の設立 

予想されるメンバー：市当局、地域開発委員会(DDC)、ネパール水道公社支所(NWSC Branch 

Office)、商工会議所(CCI)、地区議長(Ward Chairman) 

b.地方移管の受け入れ先となる水道管理委員会(WSMB)の設立（市当局が主体と考えられるが、実

態は不明、） 

c.実際の水道施設の運営管理を行う給水事業体(Service Delivery Utility, SDU)の設立 

(これはWSMBの下部組織になると思われるが、水道公社的なものか、民間か、実態は今のとこ

ろ不明) 

 

4-1-2  地方移管に係るクエスチョネアへの回答の評価 

地方移管に係る進捗状況を確認するため、10月 7日付M/Dでクエスチョネアを発出した。その回

答の評価は次のとおりである。 

回答詳細については添付資料－5参照。 

 

① 中央政府について（Central Government）(MPPW,MOLD) 

a.具体的な手順、詳細内容をヒアリングしているのだが、その記載がない。 

b.中央準備委員会(Coordination Committee)設立に係る会合(MPPW/NPC/MOF/MOLD/市)が 11 月第

三週に行われた。 

c.地方移管に係る Feasibility studyの状況をヒアリングしているが、それは JICA基本設計 
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調査団が行うものとされており、趣旨が違う。 

d.水道管理委員会(WSMB)設立にあたってはビルガンジをモデルとしたい意向である。 

(ただし、すでに NWSC所管のヒタウダ市とバラトプール市が先行しているので、これらがモデル

になり得る） 

  

② ネパール水道公社(NWSC) 

a. NWSC から権限委譲が進められているカトマンズ・バレー水道管理委員会(Kathmandu Valley 

Water Supply Management Board)の進捗状況について 

2005年 6月に移管完了のところ、予定がかなり遅れている。この理由を調査する必要ありと考

えられる。組織形態についても詳細不明。 

b. 地方移管作業が先行しているヒタウダ市およびバラトプール市の進捗状況について 

移管されることが決定し、それに係る諸作業・検討が進み始めたところと考えられる。これは

本年 8月にスタートした ADBローンによる「Urban and Environmental Improvement Project (UEIP)」

で行われている。 

 

③ ビルガンジ市とジャナカプール市の状況 

a.両市の移管に関する意向は、第二次第 1回調査時に確認したのと同様である。 

（ビルガンジ市：強く望む、ジャナカプール市：現況では望まない） 

b.NWSC支所の現行スタッフは原則として各市のWSMBに移動する意向が示されたが、実質的な

管理を行うと見られる給水事業体(SDU、Service Delivery Utility)に、現行スタッフがそのまま移動

するかは不明。よって、水道施設の運転維持管理が現行同様に行われるか確認できない。    

c.それ以外の詳細に係る記載がなく、評価できない。 

 

4－2  今後の展望 

(1) 地方移管に関する前述のクエスチョネアへの回答は内容不十分であり評価できない。ただし、

中央準備委員会(Central Coordination Committee)設立に係る会合が 11 月第三週に行われたとのこと

なので、ネパール側の動きが具体化されるかも知れない。 

(2) 受入側の運転維持管理体制の構築が課題であるが、既存ネパール水道公社(NWSC)支所の運転

管理を行っている現行スタッフがそのまま水道管理委員会(WSMB)に移動することが提示されたも

のの、そのまま給水事業体(SDU)に移動するかは不明。 

(3) 地方移管に係る具体的なスケジュールが提示されていないので時期的なものは不明であるが、

下記の大きな流れから見て、移管までには相応の時間を要するものと考えられる。 

①中央準備委員会 (Central Coordination Committee)／地方準備委員会 (Local Coordination 

Committee)の設立  

   ↓ 
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  ② 水道管理委員会(WSMB)の設立 

   ↓ 

  ③ 水道事業体(SDU)への水道事業運営の委託 

   

(4) 第 1 回調査対象 2 都市のうち、第 2 回調査対象となるのは地方移管を要望する自治体である。

これより第 2回調査を実施する場合、対象となるのはビルガンジのみであり、現況で移管を望んで

いないジャナカプールは除外される。 

 

(5) 本件実施にあたっての前提条件(案) 

基本設計終了後、本件の実施(閣議、E/N)を検討する際、それまでにネパール側がやるべきことの

進捗状況がその判断基準となる。ポイントは水道事業の地方移管に係る法整備と受入側の体制整備

である。具体的には次の項目が前提条件と考えられる。 

① 根拠法となる「National Water Supply & Sanitation Policy 2005」の最終版を確定し、閣議承

認がなされ、施行に向けて具体的に動きだすこと。 

② 中央準備委員会(Central Coordination Committee)が設立され、各メンバーの役割分担が明確

化されること。(先方からの回答では、設立に向けての会合が 11月第三週に行われた) 

③ 本件実施にあたっては受入先の体制整備が最も重要である。よって、地方準備委員会

(Local Coordination Committee)が設立された後、閣議時期までに受入先となる WSMB／

SDUを設立し、具体的な実施体制が構築されること。 

以上の項目に係る進捗状況により、本件実施の妥当性が判断されるべきである。 
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5. 結論と提言 

5－1  第二次調査の実施について 

第二次第 2 回現地調査実施の可否について、前述の諸条件・評価からみて、下記理由により現段階

で第二次基本設計調査(第 2回)を行っても、引き続き本件実施に向けて進めていくことが困難と考えら

れる。 

①地方移管に関する概略内容、手順、スケジュール等について具体案が提示されておらず今後の進

捗が不明である。したがって、実施機関の性格が変動する可能性があり、これの見通しがつかない現

時点で実施に向けて進めていくことは適当でない。 

②基本設計調査を行うものとすると、来年 3 月に終了するが、その後来年中の閣議までに、前述(5)

の前提条件が満足される可能性は少なく、その場合、時間をおいて事業化調査を実施することになる。 

一方、中央準備委員会(Central Coordination Committee)設立に係る会合が11月16日に開催されたこと、

また、ADB プロジェクトで他 2 都市(ヒタウダ、バラトプール)の地方移管が先行していること、等か

ら今後具体化していくことも期待される。 

これより、第二次第 2回現地調査については、現段階では時期的に若干早いと考えられることから、

今年度実施を見送るものとし、来年度以後に延期すべきと思料される。 

なお、調査再開時期については、地方移管の内容、手順、スケジュールの具体案が先方から提示さ

れ、そのスケジュールが無償資金協力事業の実施スケジュールと合致することが前提である。 

 

5－2  地方移管プロセスの今後について 

「ネ」国においては、地方行政の効率化および適切化を目指して、諸事業の地方分権化あるいは地

方への権限委譲が進められている。水道事業においても同様であり、既に上下水道局(DWSS)管轄の都

市においては大部分が維持管理を水利用者衛生委員会(WUSC)に移管している。今回の第一次対象都市

においても既存施設の維持管理は既に水利用者衛生委員会に移管されている。 

ネパール水道公社（NWSC）管轄の各都市においても水道事業を各自治体へ移管する方向が示され

ており、2005 年にその施策が始まったところである。無償資金協力では建設した施設が適切に運営管

理されることを重視しており、施設建設後の維持管理体制の構築が重要な視点である。 

現在、ネパール水道公社(NWSC)管轄の都市では、ヒタウダ市およびバラトプール市において地方移

管されることが決定され、ADBローンによる「都市環境改善計画(Urban and Enviromental Improvement 

Project, UEIP)」で具体的に諸作業・検討が進み始めたところである。今回第二次調査対象のビルガン

ジ市およびジャナカプール市においても、これら先行都市の状況を踏まえ、早急に地方移管作業が進

めるられることが推奨される。 
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5－3  対象都市の既存水道施設に係る対処方針(案) 

先方の要請内容の確認について、既存水道施設の状況を調査したところ、今後の改善および拡張を

検討する場合の主な課題と対処方針(案)を表 5-3-1に示す。 

今後、具体的な諸調査を実施する場合、表-2 に示す対処方針（案）をベースとして調査計画を立案

し、適切な改善・拡張計画が策定されることが望まれる。 

表 5-3-1 主な課題と対処方針(案) 

項  目 現況と課題 対処方針(案) 
ビルガンジ市 
1.計画基本事項 ･給水範囲小さく、給水量不足 

･未給水地域浅井戸はヒ素含有有 
･全体の給配水システム見直し 
･未給水地域への給水拡張 

2.水源施設 ･既存井戸 7本のうち 2本廃棄 
･流量計、自家発、消毒が不備のところあり

･配水区域、配水量のバランスから井戸本数お

よび位置を検討 
･水量実測、季節別水質調査の実施 

3.導水管  ･各井戸から配水池まで計画 

4.浄水場 － － 

5.消毒設備 ･設備劣化 ･必要箇所に設置 

6.配水池 ･貯留量不足、配水量把握されていない 
･井戸ポンプ直送方式あり 

･貯留量の確保、流量計の設置 
･重力配水システムに統一 

7.配水管 

 

･重力配水とポンプ直送が混在し、水圧，流

向が不安定。そのため末端水質汚染あり 
･配水管網アンバランス、データ整理されて

いない 
･漏水多い 

･重力配水システムに統一 
･水圧、水量の安定化を図るためループ状本管

網を検討、データ整理 
･漏水多い配管を更新 

8.組織･運営面 ･NWSC職員は現況 55名 
･組織、能力が弱体 

･市への移管を考慮し、具体策を検討 

ジャナカプール市 
1.計画基本事項 ･給水範囲小さく、給水量不足 

･未給水地域浅井戸はヒ素含有有 
･全体の給配水システム見直し 
･未給水地域への給水拡張 

2.水源施設 ･既存井戸 6本のうち 2本廃棄 
･流量計、自家発、消毒が不備のところあり

･配水区域、配水量のバランスから井戸本数お

よび位置を検討 
･リハビリの可能性を検討 
･水量実測、季節別水質調査の実施 

3.導水管  ･各井戸から配水池あるいは浄水場まで計画 

4.浄水場 ･雨季濁度高いと報告されている ･水質調査結果を基に浄水場の要否、処理方式

を検討 
5.配水池 ･貯留量不足、配水量把握されていない ･貯留量の確保、流量計の設置 

6.配水管 ･配水能力不足 
･配水管内での汚染 
･配水管データ整理されていない 

･市街地周辺部での配水能力向上 

･汚染管の特定と更新を検討 

･配水管データを整理 

7.組織・運営 ･NWSC職員は現況 42名であり過多 
･組織、能力が弱体 

･市への移管を考慮し、人員削減、等具体策を

検討 

8.その他  ･不確定要素多いため、開発調査の実施が推奨

される 

 

 



 

 

資料 

資料-1 調査団員氏名、所属 

資料-2 調査日程 

資料-3 相手国関係者リスト 

資料-4 第二次第 1回現地調査討議議事録(M/D) 

資料-5 地方移管に係るクエスチョネアと回答 

 



ネパール国地方都市上水施設改善計画 基本設計調査 
（第２次現地調査） 

 1

資料-1 調査団員氏名、所属 

団 員 氏 名 担  当  分  野 所          属 

吉浦 伸二 団長 JICAネパール事務所 所長 

石原 平八郎 水道行政 JICA 専門家 

徳田 小矢子 計画管理 JICAネパール事務所 所員 

藤原 廣輝 業務主任/上水道計画 （株）エヌジェーエス・コンサルタンツ

浜野  徹 施設計画/設計 （株）日水コン 
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資料-2 調査日程 

月日  行 動 
9月 13日 火 ･大使館、JICA協議(第二次調査) 
9月 14日 水 ･第一次調査協議 
9月 15日 木 ･MPPW/NWSC協議(第二次調査) 
9月 16日 金 ･KTM→Birgunj移動 

･NWSC Birgunj Office協議 
･Birgunj Municipality Office協議 
･WSSDO, Parsa協議 
･現場調査 

9月 17日 土 ･現場調査 
･Birgunj Chamber of Commerce & Industries協議 
･NWSC協議、資料収集  

9月 18日 日 ･水質サンプリング 
･NWSC協議 
･Birgunj Municipality Office協議 
･資料収集、現場調査 

9月 19日 月 ･NWSC協議 
･資料収集、現場調査 
･Ground Water Resource Development Office協議 

9月 20日 火 ･NWSC協議 
･Birgunj Municipality Office協議 
･資料収集 

9月 21日 水 ･Birgunj→Janakpur移動 
･NWSC Janakpur Office協議 
･Janakpur Municipality Office協議 
･現場調査  

9月 22日 木 ･Janakpur Chamber of Commerce & Industries協議 
･NWSC協議 
･現場調査 

9月 23日 金 ･NWSC協議 
･WSSDO協議 
･現場調査 

9月 24日 土 ･資料収集、現場調査 
9月 25日 日 ･NWSC協議 

･Janakpur→KTM移動 
9月 26日 月 ･JICA、大使館協議 
9月 27日 火 ･MPPW/NWSC/MoLD協議 
9月 28日 水 ･JICA協議 

･移動(カトマンズ～バンコク) 
9月 29日 木 ･移動(バンコク～成田) 
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資料-3 相手国関係者リスト 

1. Ministry of Physical Planning & Works (MOPPW) 

1) Mr. Janak Raj Joshi Secretary 

2) Mr. M.G. Maleku Joint Secretary 

3) Mr. V.R.Yami  Undersecretary 

4) 

5) 

Mr. N.R.Khatri 

石原平八郎 

Senior Div. Engineer 

JICA Expert 

 

2. Ministry of Local Divelopment (MoLD) 

1) Mr. D.K. Thepaliya Undersecretary 

 

3. Department of Water Supply and Sewerage (DWSS) 

1) Mr. Hari Ram Koirala Director General 

   

4. Nepal Water Supply Corporation (NWSC) 

1) Mr. D.K. Bajimaya General Manager 

2) Mr. M.S. Shrestha Deputy General Manager 

3) Mr. B. Prasad Assistant Manager 

4) Mr. S.K. Dutta Office in Charge, Birganj Branch Office 

5) Mr. N. Kumarhal Office in Charge, Janakpur Branch Office 

 

5. District Development Committee, Parsa (DDC, Parsa, Birganj) 

1) Mr.D.K. Chapagain  Local Development Officer 

2) Mr.M.Thakur  Engineer 

 

6. Birganj Sub-Metropolitan City Office 

1) Mr. K.P. Ojha Executive Officer 

2) 

3) 

4) 

5) 

6) 

7) 

Mr. A. Dwibedi 

Mr. B. Dangol 

Mr. P.M.S. Amatya 

Mr. S. Shrestha 

Mr.N. Giri 

Mr.D.P. Chaurasia 

Ex. Dy. Mayer 

Tax Officer 

Chief Engineer 

Engineer 

Engineer 

Engineer 

 

7. Birganj Chamber of Commerce & Industries (BCCI) 

1) Mr. B. Srivastaga Ex-Mayer, Birganj Sub-Metropolitan city 

2) Mr. V.K. Sarawagi President 

3) Mr. G. Kedia Secretary 

4) Mr. C. Timalsina Program Officer 
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8. Janakpur Municipality Office 

1) Mr. Y.P. Panthi Executive Officer 

2) Mr. D. Prasad Ex-Mayer 

3) Mr. B. Tadar Engineer 

 

9. Janakpur Chamber of Commerce & Industries (JCCI) 

1) Mr. C. Walhd Vice President 

2) Mr. A. Sah Secretary 

3) Mr. R.P. Sah Member 

 

10. 在ネパール日本大使館 

1) 大坂 剛 一等書記官 

 

11. JICAネパール事務所 

1) 吉浦 伸二 所長 

2) 徳田 小矢子 所員 

3) Mr. Sourab Rana Program Officer 
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資料-4 第二次第 1回現地調査討議議事録(M/D) 
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